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地域研究第 15集として. ｢耐火煉瓦 の町- 岡山県三石町 - ｣を公刊する｡ 15集ともな
ると,シリー ズとして夷質がそなわってくる｡それだけに喜びも大きく,寮任感もひとしおであib
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史は,耐火レンガとともにあったといってよい｡三石結,耐火煉瓦の消長とともに起伏して きたの
である｡本稿が.工菜にかなDのウエイトをさVl九のも, この意味にかいてである｡もちろん明治
に至るまでの三石の歴史にも相当の概略が盲かれてVlるし,工業と並行して盛英 商業 交通 社
会 文化もとbあげられているOこうして三石町の全体像がともかく描き出されるとととなった.
しかし,その三石町はlいせ比なく,昭和 46年 4月 1日偏新町と合併 し,術前市として新発足
した.広域行政は時代の波であD.産葵立地構造の変化に伴 う再嗣好も時代のすう勢である｡そう
した変化に即応 して三石町は脱皮したわけである｡だが,発展的解消とはいえ,三石町の名が消え
ることはいかにも寂しいOとくに三石町民忙とっては.ひとしおそうかと思われる0本稀がそうし
た三石町を記念し,三石町民にこたえるモニユメソ4^,なものになることができればしあわせこれ
にこしたものはないO
もっとも,三年次生の実地指導を中心とした朝昏書であるだけに,欠落した部分もあるし,聞達
いもあるかと恐れている｡ この点かゆるLを願いたい｡しかし,ともかく公刊できたのは,炎暑を
ものともせず頑張bめいた学生の努力もさることながら,調査を通 して,終始暖かい卸協力をいた
だいた町長壮じめ教育長 助役 総務課長 町会温良 文化財保硬委員 教育委且金 町役場各課
町民各位のお蔭である｡また,備前市三石支所長にもなにかと御配慮いただいたO心からお礼申し
上げるとともに｢層の精進を誓いたいD
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第 1章 三石 町 の 沿 革 と現 況
1 三石町 の概観
西椿の野から兵庫 ･岡山県境の山地にさしかかD,県境の船坂峠のトンネルを抜けると間もなく.
山陽本線は狭い谷間を下りはじめ,やがて谷間のやや的けはじめたところで列車は徐行して三石駅に
すべ9こむ.高みにある駅から兄かろして,まず目につく三石の韓の景観は,黒ずんだ屋根屋根と,
その間から飛び出た,何本もの商い煙突である｡
これらの煙突は耐火Vンガ工場のものである. _
熱斜が変化したせL^であろ)か ,昔のようを巌
鮎 あげていないo町のところどころには,す l鞍 山･
ベて金になるというろう石を含んだ黄色い土が
つみあげられている｡街の北に迫る急斜の山腹
の,あるかなきかの山道をかきわけふみわけ.
あえぎあえぎ城山rLよじのぼるo中世のつわも
のどもが夢のあと- - 三石城虻は草木に h
おおわれて,その面砂もさだかならぬ廃城と化
しているOその城山に立つと,すぐ白の鮒に台
山の沓天堀bの現場が望まれる.シ･｡ベルカー
が)とめ阜,ダンプカーが右往左往しているO
山の上半分の緑がほとんど削 り硬られ,白い山
肌をむき出し忙したこのZJう石の山の婆比,高
い煙突の林立とともVC,三石の町の現代の象徴
かと思われる｡
このような県境の町 ,全国有数のろう石産地
･耐火Vンガの町として知られている三石は,
どんな町であろうかoせず三石町の概略を述べ
よう｡
岡山県和気郡和気町は,東経 154 014.
†′～ 159 819. 5 ′ ･北練 54 045.
よ ぎ r+_
一 二1,こ iL
写真 1- 1-1 三石町の市街地
写美 1- 1- 2 台山のろう石の破天掘b
る′～ 54049. ム′'に位嗣し.商からL&忙かけては和安部日生町 ･備前町 ,西から北に壮和気郡吉永町 .
北から兼にかけては兵庫県赤穂郡上部町 ･赤穂桁に接しておD.南北如7Km,東西約 8Km,面秤目 19
Kni'の地域に,1409世帯5615人(昭和41年 5月 1日現在)が住んでいる0
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三石町の大部分は山地で占められ .平地に乏 しい｡耕地は狭い谷底平野が利用されているにすぎな
いので,その面和は僅めて少ない｡山地は,約 500mの起伏を有する壮年期山地であるo吉備高原
の東商端に位値するが ,苦情高原の特徴である広い平坦面は,この地域では認められないcLかし山
頂高度は定苗性をもつ畿つかの群にわけることができる｡この山地を切って直線状の河谷が発達する｡
甫西に走る帆坂峠 一 福石の谷 ･余気寺越えの谷 .東微北一西微雨方向の大谷川の谷 .北東-爾西方
向のものでは山陽道の通る船坂峠一三石 ･八木山 一 四軒屋の谷などがその主なものである｡これら
の谷は断層谷と考えられているo谷底平野絃極めて狭V,Q谷を流れる河流は金剛川に集められ ,和気
町に下って吉井川に合流するO南西部の河流は ,備前町で伊里川に集められ瀬戸内海に注ぐO搭州か
ら備前に通じる交通路としては,古くから船坂峠や帆坂峠を越えて.これらの谷沿いが利用されてき
た｡谷底の平地がやや開けたところに三石の集落がある.三石が ,延盲式の硬度駅,山陽道の宿妙町
として発達したのは .こうした地理的条件に上るといえよう｡現在もこれらの谷を通る国鉄山陽本娘
･国道 2号線の交通は繁多を梶めておD,それらと赤穂-三石 ,和気一三石の主賓県道が交差してい
るD
山地を構成する地質は,主として流紋岩質汝灰岩であるOこの流紋岩質疑灰岩の中にろう石鉱床が
含まれているoろう石は慶長年間に発見されたといわれており,彫刻に使用されたD,石額に使われ
たbしていたが ,明治の中頃から,耐火 V ンガの原料として用いられるようになったDさらに ク V-
･モルタル等の原料として幅広く利用されるようにをD,今日の三石町の産某を支えるものとをっも
2 三石町 の沿 革
つぎ忙三石町の歴史的背景を概観する｡三石町吐 ,現在和気部に属しているC和気郡は ,その昔 ,
磐梨県と呼ばれ,国郡制歴の時 ,赤坂郡となった｡その後 .赤坂 ･邑久 2郡の地から割いて藤原郡を
社宅 5年(721年 )忙置き.これを藤野郡と改め■さらに和気郡と改めて今日に至っている｡
大化の改新の際 ,駅伝の制を定め ,大化 2年(占46年 )畿内の酷国に駅馬 ･伝馬を髄いたO大童
の令制にエb,さらにこれを諸国に隆 くことになったO延着の制では,駅伝馬 ･牛牧等皆兵部省に属
し,その数を定めることになったO三石は,遮音 5年(905年 )の延書式に坂長駅として記されて
お9,播億の境の船坂を中心とした山陽道の要衝であった｡
8世紀の中頃から次第に荘園が発達してくるが,三石付近においても三石保という荘園ができたO
これは三石 ･五石谷 ･田倉の三村のことを言っていたO
鎌倉時代の初期には,梶原景時土肥東平が備前の守藩であったが ,のち加治長柄が守護となり,逮
武の中興には松田盛朝が守雄と怠った｡ところで三石宿においては.鎌倉時代より伊東氏一派が拠有
し,-勢力を結成していたO伊東氏は,元弘の乱(1551年 )のため赤松氏と結んで備前の支配者
である佐々木(加地)氏との間に捨抗を生じ,終にこれを追い出して兼備における覇権を確立 したの
である｡
建武の中興が失敗に終D,尊氏が天下を握-るや備前も尊氏のものと怒ったOのち尊氏紘赤松則祐を
等鼓とし,赤松氏は持貞 ･満祐にまで至ったが ,満祐が 1441年に将軍森教を抹殺したため.満祐
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紘 ,諸将に討伐された(罫書の乱 )｡そのため一度討伐された山名氏が復興して ,山名持豊が備前の
守護となった｡
応仁の乱(1467- 77)が頼とった時 .赤松政則は応亡 2年 (1477年 )にその家臣である浦
上AIJ宗に 山名の守車代である/川島大和守を逐わせて ,浦上則宗を守護代として三石城で統治させたo
なお備前の西半分は松El元隆が噸 代であった｡その後 ,浦上則宗の孫である村宗は播磨西半国と備
前東半部を領有 して権勢をふるった｡村宗の子宗東の時 ,字音多直家の輔現を得て 播州三部と備前
半国を押領したo束の赤松 ,西の松田ともに衰えたなかで ,浦上氏が独b勢力を振るったが,天正の始
め字青田氏に逐われ ,浦上氏は液亡 し,その後まもなく三石城も廃城と化した｡なお三石城は,元弘
5年(1555年)伊東大和九郎宜祐 (伊東大和二郎- 太平記巻 7)にエb建られたものであった｡
室町幕府が滅び,戦国時代にはいった頃には ,備前に比字音多氏 ,備中には三村氏 ,契作には後藤
氏が割拠しわ9,この5国は ,毛利と織田の抗争の地であったOまず ,備中兵の乱 (1574- 5年)
で三村氏がたかれた｡ 1582年の高松役後 ,甫敬川を境 として,西を毛利領 ,東を字音田領としたO
字音多氏は関ケ原の吸いで滅んだOそこで備前は.秀幸の死後 ,家康に従い,その功によb播磨国
52万石を封ぜられた池田輝政の次男である池田忠継の支軒下におかれた｡
三石が宿場とを9,駅属 20頭をかく上うになったのは,豊臣秀吉の全国統一杏葉のあとであろう
と言われているo勿論 .戦国時代まで ｢坂環 ｣とし(5ものがあったことは文献の上からもうかがわれ
るO関所があったということも地理学的条件からみて)なずける｡三石の｢l娼川｣は ｢和気の関 ｣の
名残りだと伝えられているo三石はその地理的条件に上b,源平の合戦の時にも,また南北朝時代に
もかなb重要な役割を占めている｡救国時代の初期には .三石壮赤松 ･浦上両氏の勢力争卒のキイポ
イントだったoところが鉄砲が伝来してからは,磯術の変化により要害堅固を誇った山塞比役に立た
表し･,ようになったoそこで三石の軍事的蔑要性は万一の補え程度となD,さらに江戸時代になると太
平ム-ドが締いたので,備前藩東部関門としての交通上の要衝にすぎなくなったoLかし宿場町であ
った三石rLは ･本陣と脇本陣が卦かれていたO
つぎに三石町に至るまでの経過について,少し述べてみようOまず大字三石は,前述したように,
往古には 藤野郡坂畏駅 といい,駅属 20豆白と廉商になるまでおいた｡字は '楕 ･粥川 ･船坂 ･福石 .
土師神根 ･渡瀬 ･守石 ･五石上b成9,三石保と呼ばれたとともあったo大字三石の中の五石は,宝
永年間 ,関谷学校創立に際 して,附属の学田として開鼓された土地であるO
大字八木山は,字は本村 ･二軒屋 ･四軒塵より成D,往古吐伊里郷に威 しrいたO大字野谷は,辛
紘 ,本村 ･畑 ･石山 ･野谷 ･新田の五部落から成っている｡もと金剛庄忙属していた｡この)ち新田
は.元禄年間に鯛墾されたもので,野谷新田村といぅていたが ,明治 4年に野谷村に合併した｡いず
れの大字も,明治 4年の熊啓伍県に与b岡山県に所属 し'明治 22年町村制定施行に上って ･三石 ･
八木山･野谷の三村が合併 して三石村となり,明治 59年町制施行により三石町 となって現在に至っ
た｡
三石町を考える上で忘れてはならflいろう石鉱東については .慶長年間に三石の八木山村のへ木浄
慶が 八木山石 として発見したといわれ,これに彫割を施して宿場の名物としてもてはやされていたQ
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これが やがて耐火 V ンガの原料 として脚光をあびるのであるが ,明治の初期においては ,印材 ･
文具 ･解物に使用される程度だったO明治 5年の学制施行後 ,小学校芋虫用品として石筆が需要増
加したため ,加藤忍九郎がその製造なしはじめたoところが .そのうち学童が石筆を使わなくなっ
たことや石筆の原料に浸るよう75ろう石の産出が減少したことをどが原田で ,石準はあせb製造さ
れな くなったo Lかし明治 18年に ろう石による耐火 V ンガの製造に成功 したことが ,石筆の製
造か らVンガを製造する町へと導き,やがて県下でも有数の耐火 Vンガを生産する町となった,耐
火 V ンirの熟達は大正期から昭和 10年代にかけて旺盛を悔め .戦後まもなくは生産情動が一時停
滞 したが ,現在は鉄鋼業の発達にともなって需要 も増大 している｡ろう石を原料としているのは耐
火 V ンガだけで夜く,製紙の私道に不可欠を原料であるクV一産業やそのほかモルタルの私道夜ど
が 三石町において行われているO
三石町の学校の沿革は次のようであるO明治 5年 84番小学校が創立され ,同 17年三石小学校と
改名,その後明治 25年に三石尋常′｣＼学校さらに三石尋常高等小学校 .昭和 16年三石国民学校 と変
遷を経て ,昭和 22年三石町立三石小学校 とをD,今日は dDO名近い児丑が学んでいる｡牌和 22
年には ,学校教育法施行によって三石町立三石中学校が創立され ,現在は約 500名の生徒が在学し
ているO幼稚園としては ,昭和 18年にBlJ設された三石町立幼稚園があD,また臓和 1n年の井殿氏
の私設託児所から始まった保育園は ,昭和56年には町立保育所として発足 した｡
その昔 ,山陽道の要衝であった三石は .今日でも交通の幹線上に位置しているO旧山陽道は ,中国
地方第一の主要幹線道路である 1級国道 2号線に変貌し,さらに最近の事柄の激増 .交通の大型化に
よ-)て交通停滞が著しくなったので,昭和 58年には三石の市帯地を避けて国道三石′iJI/1スが完成
ずれ ,船坂山墜道や 2つの匡1遥′り パス トンネルの君通とあいまって ,交通の機能は著 しく向上 した0
7fた国道 2号線 と交差 して,県道の三石-赤穂線 ･三石一和気線 .三石一日生娘があり,交通の便に
は恵まれているD鉄道は ,明治 22年山陽線が三石町を通過 し,三石駅が設置されたD
3 現 況
三石町は,ろう石を原料とした耐火 V ンガ ･ 表 11-5- 1 三石町の産業別事業所数 ･従業者数(昭和 41年 7月1日)
クV- ･モルタルなどの産業を中心とする第2
●●
次産業が盛ん夜町である｡ろう石の生産は年産
1
40万 トンにも及び･全国生産のほほ丁を占め ･
耐火 レンガは年産 18万 トンで ,全国生産の 8
%といわれてV,るO三石町の産業業種別の串楽
所数 ･従業者数は蓑 1- 5- 1のようであるO
従業者数の比率からみると,三石町の全産業従
頚者数 5277人に対して ,15の鉱業所の従
業者数は約 15% (577人 )であ9.27の
剰遵御 某所の従英者数は約 60% (1985人)
産 業 覇業所数 従弟音数
1鉱 業 15 577
建 設 業 7 占4
馳 造 築 27 1.985
卸 売 業 ′ト 売 菓 107 2占5
金 融 保 険 業 5 45
不 動 産 業 - -
運 輸 通 信 業 15 124
電気 .カ'R.水 道 業 4 12
サ ー ビ ス 業 47 20 5
- 4-
忙およぶ｡軸造築の内訳は ,前表とは:頻計時期がいくらかずれるが ,蓑 1- 51 2に示すo
義 1- 5-2 三石町の製造第第種別統計 (昭和40年 12月51日)
L輔 粕 従 業 者 数稔 赦-1㈹ 男 子 総 二･.[額
食 料 品 2 ∬ I a a
木 材 木 製 品 1 X X I こr
家 具 装 備 品 2 rー Lr ､:ど ､方
出版 印 刷 関 連 産 業 1 ∫ X 37 I
業 土 石 製 品 18 1.781 1,21占 5,154.090 5.125,540
機 械 5 1占9 150 228.470 19占.450
これを見ると,三石町の全乱造弊(29秘薬所 )のなかで窯業土石製品畢9造築の占める割合は ,
18の都築所で全興造菜従業者数の 90%(1701人k)従弟者を持して,製造品出荷額約 51億円の
生産をあげていることになる｡以上壮統計にあらわれた数字であるが ,ろう石 ･耐火 Vンガ関係の産
業に直接 .間接に従事する人の実数はさらに多い と考えられる｡
三石町住民の産弟別就業人口構成を見ると(義
1- 515),第2次産業就業人口が = 51人 表 1-5- 5 ≡石町の壷井月賦 業^口
で ,全就菜人口(2882人 )の 61%を占め
ている｡以上のことは.三石町の住民が -いかにろ
う石 ･耐火 レンガ関係の産業に依存しているかを
物誇ると共に,これらの産菜の労働力の需要を三
石町在住者だけではまかないえないことを示して
いる｡各事業所で紘マイクロ/(スを使って従業者
の送迎をするなどして ,三石町内外からの労働者
(昭和40年10月1日 国勢調査 )
産 幕 別 実 数 構 成 比
塀 1 次 産 業 227人 8.5%
貌 2 次 産 業 1.占51 ムD.8
務 5 次 産 業 822 50.i
不 詳 2 G.1
捻 数 r2.682 1 00.｣
の確保に努力しているが .労働力不足の悩みは ,若年牌の番市-の流出などの現象 も加わって ,iす
壊す深刻のようであるO
ろう石 ･ 耐火レンガ関係の産業の見漉しは ,吸後間もなくは耐火 Vンガの生産は停滞 していたが .
鉄鋼黄の伸展とともに需要は年 拡々大されてさておb.当分の見通 しは明るい｡ しかし耐火 Vンガの
前額は鉄鋼業に依存する割合が大 きVlので,鉄珊薬の景気 ･動向に左右される爆念がないでもない｡
三石町の盛業はあまりふるっているとはいえない｡蓑 1-5-4に示されるように,農家数は258
戸,全戸数の 18%程度であるOそのうち専業良家はわずか 5戸にすぎない｡第 1種兼業楚家すら2
戸であD,実に 98%が第 2鰍 蕪農家ということに漁る｡三石町の農等が不振である理由の 1つと
して,自然条件VC恵まれていないことがあげられよう.Llがちで平地は金剛川 とその支流沿tJlの細長
い谷間に存在するにすぎ孜いoそのため耕地面額比全面楢の2･2% しかない｡その上 ,労働力が ,ち
う石 ･耐火レンガ関係の産業昨季われてしまうことが .農業 を不振にする大きな原因となる.そこで
紘 ,典薬壮片手間に行 うことになる.したがって経営濃集 も零細ならざるをえない｡そうしたなかで
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の,三石町の集額の最近の動向としては ,水田の
省力化を計ること,樹園地を増して経営規模の拡
大化を計ることなどが進められている｡ 45年度
から5年計画で山林を開重し,菜園を造成するこ
とによって袋巣所得の向上を計ろうとしている｡
粟栽培を選んだ理由の 1つは.粟は人手をほとん
ど必要としないととで,第2次産業に依存してい
表 1- 5- 4 三石町の農家数
(昭和 40年2月 1日)
種 別 & # &
専 業長 束 さ
第 1感 兼業良 家 2
第 2魯兼 業点 255
るこの地域の典薬の姿の一端といえよう｡
三石町の中心部の商店は,主として日常品を扱った商店が道をはさんで両側に点在しているが ,
商店街というほどには発達 していないo近くに岡山 ･娼格とい う大都市があり,大きな買い物は
それらの都市の商店に依存するためであろうかoまた,町の中心部は狭い谷底平野の葱かに商店 ･
住宅 ･工場をどが入 b交少,ひしめいている状態なので ,商店街の形成が阻まれていることもあ
ろうoその上,衛星町村もなく,新開地もないので,商店と渦紋者との関係が固定しているcL
たがってスーパーマーケットのようなものの進出も,あせり期待できないようである｡三石町の
商店の概況を表 1- 5- 5に示したo以上のような状態が三石町の商業の現況であるD
以上のほか三石町で特記すべきことは,厚生福祉活動の盛んを町であるということであるOそ
の 1つとして町民皆スポーツというスローガンを掲げて ,生活のなかにスポー ツを坂 b入れ ,ス
ポーツの普及 ･日常化によって町民の健康を増進しようとしていることがあげられるDそのため
の.没傍もかなり整っており,晒和 58年に町営の産業体育鍋やグランドが建設され,町民の健康
作Dの場 ,憩いの場となっている｡またBLJ和 45年には町民の憩いの場,研修 ･教育の場として
の施設 ,町営福祉センターが完成した｡
表 1- 5- 5 三石町の商店業種別統計(昭和 41年 7月 1日)
商 店数 従業員数 年間販 売額(1,000円)手数料その他のサービlス料の収入額(1,000円)
射】 先 業 5 9 221.55016,
織物 .衣服 .身の廻り品小売業 9 15
飲 食 料 品 ′ト充 4 122
飲 食 店 17 55 28,840
自転車 ,荷 車小売 業 5 5 2.0ム0 500
家具 .建具 .什音別､売業 7 15 56.170 250
そ の 他 の 小 売 業 18 55 117.520 200
(松 田 恭 子 )
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第 2葦 自 然 莫 境
1 地 形
兵庫県境近くの三石地域は,吉備高原の兼南端部に当D,平均高度約500mの壮年末期の山地の
地形を示しているoまたこの地域には教本の直線状の断層谷が走り･数多くのリニアメソトを引きう
るO ､その方向は,ほほE-W系のものが中心であるが ,他にNE-SW系,NW-SE系のものも
ある｡山地はこれらの断層谷によってプロ,ク化されておりその艮蝕面は ,予測として5段に区分す
ることができるOその形成に関しては,断層による彫切を強 く受けているものと考えられるOまた,
本地域の山地の特色として.その山頂部が極めて丸味のある,葱だらかそ形を成 していることをあげ
ることができるOそれは地質(流紋岩を主体とする)との隣保によるものであると考えられるO次に
平野部をみると金剛川及びその支流irC沿って,略の狭い谷底平野を形成し,水田として利用されてい
るoなお,金剛州は台山付近において,蛇行しているのが自立つo
一般に三石町付近の地形は.起伏の′｣＼さい山地が大部分を占め ,それを貫いて数本の直線状の断層
谷が走っているのが特色であb,以下山地と谷とに分けて,三石町周辺の地形を考察 してみるo
(1)山 地
(a)吉備高原
中国地方は,平野の大きなものは少く,その大部分は山地である｡中国地方の山地は,一般に次の
5つの侵蝕面に区分されるのが普通であるQ
(り 中央部を走る中暫皆梁山地(高度約 1,000-1,200m)-これを高位面または道後山面と呼ぶo
(う 山陽側の吉備高原と山陰側の石見高原(高度約 400-500m)-これか中位面 と呼ぶ｡
(∋ 轍戸内海沿岸部及び島部に存在する小丘陵面で .旧板戸内面の海底 もしくはその延長上に形成
された侵蝕面(高度約 100-200m)-低位面または瀬戸内面と呼ぶQ
この中で,吉備高原は兵庫県から山口県に至る山陽側に分布する礎起伏の侵蝕平坦面である｡吉備
高原は,日本でも代表的75隆起準平原として有名であるが ,それは完全に準平原化された後に隆起 し
たものではなく,それよbも酌の段階で造山運動に上って隆起したものらしいOというのは吉備高原
面の起伏をみると,世界でも代表的な他の準平原に比べた狙合,かなb起伏をもっているからである｡
そして背架山地に発源する河川(吉井川 ･旭川 ･高梁川 ･太田川など)仕全て吉備高原を深く下刻し
て,いくつかの部分に区切っているのである｡また書簡高床に発源する河川は面上に榎勾配の滞格を
もち,速急点(Enickpoint)を作って峡谷をなしているO
以上のような吉備高原の一般的性格を位も典型的に示しているのは,中国地方中央部の広島 ･岡山
県境付近であるOこの地峡では高度仕 500- 占00mと高く.また高原面の残存状熊もよく'かな
b連続的であるoこれに対して,吉備高原も漸次東 ･市 ･酉にいくにつれて高度は 200m位まで低
下し,その性質も不明瞭となってくる0
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三石町付近の地域は,吉備高原の常南部に位博 し,高度技約 400- 200mと低下 し,高原面の
残存状態は悪 くなっている｡岡山県下では芯梁川周辺の地域が負 も侵蝕のステージが若 く,吉井川周
辺の地域が最も侵蝕が進んでいる｡旭川はその中間である｡したがって ,本地域は岡山県下でも最も
偉蝕のステ-ジが進んだ地域であるが ,本地域から海岸部にかけて断層が発達 して複雑さを加味 して
いる｡
(b)各地区の地形
本地域は .5万分の 1地形図播州赤穂 .和気図倍に含まれる｡前述した如く.山地は直線状の谷に
よっていくつかにブE]ック化されているが ,ここでは図2- 11 1 (折b込み)のように区分した｡
これをもとにして ,各山地の断面図を作成し,その形状よb特色を導き出してみよう｡ ｢計測作業に
は 2.5万分の 1地形図三石 ･和気図倍を用いた｡〕
図2- 1- 2 各 ブロックの山稜の断面図
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岡2-/-2ふプロヅ7の心象の断面図
(争 三石図帽の南端部で.北は備前町正蕪寺から大谷を通って,日生町寺山に至る断層頑A)によっ
て切断されている.分水紋かはこのUr層谷に対してかなb不規則ではあるが全体的には平行して
いる｡また高度壮中央部において570- 5987nO清い面舌もつ｡
(参 南を断層4(A)に,北を三石町八木山から福石を適って赤穂市輿に至る断層谷(福石断屑谷 )(B)
によって,それぞれ切断された山地である0分水塊3両A)の大谷付近よb西では,陀 中ゞ央かむ
し頁B)に近いのに対して ,大谷以東で域A)に塩めて景近している｡そし可A)と平行している｡し
たがって分水線よb頬側の斜面は短 く.北側で長く食っている｡高度は大谷付近から岳山にかけ
て550- 580mと芯 く,それよb東の福石地付近まで仕 270- 290mと低 くなっているo
これは図2C②'lCおいても,2枚の山頂面として表わされているQまた山頂高度は南側で約 570
mと高く,北側では500- 2 70mと低くなっていることがわかるoこれはこの山地の北恨jと ･
南側を断層谷が-3_-っていることから考えて,断層忙伴 う地盤運動に伴って ,商によb大きく北に
/トさく隆起するという傾動的を運動をしたことが予想盲れるo
@ 福石断層鎖B)以北の山地で,分水綻参は硝石以西で碩B)にかたb漢近しパ高石以東では離れて
いるが,(B)に対して平行 している｡高度は福石以西で200- 240m ,中央部の帆坂峠の北で
5907tl.東部で 410- 450mと高 くをっているo
㊨ 北を金剛川の流れる和気断層承C)に切断されている｡分水砥 げC)に平行 し,高度は酉で200
- 250mと低く東に500-540mと高 く在っているo
昏) 幽幅北端部の山地で,商を深谷 ,滴から新田を通b吉永町費岩山の北を通って倉吉に至る断層
寓 D)て切断されているO分水砿参画D)に平行しているO高度は石堂丸山付近で 580- 420m I
西の竜泉山付近で 560mと商いが ,中央部の兵御 幸.野谷峠の部分で 270- 500rnと低くな
なっている｡
㊥ 北東工)に切断された小地芸で,高さは500- 550mであるD城山付近には280m位の面
があるC図 2⑳ 1らもわかるよう喧D)の谷を仕手んで ,北倒lc㊦はこの付近では約 400rn
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と高く,㊥ との差は最大 lDOmあるoこのことは,断層によって相対的に㊦ の方カ㊥ よDも大きく
隆起したことが予想されるo
㊥ 伊.,%町伊里中から三石町中心部を通って船坂峠に至る山陽道に沿って走る三石断層4(氏)より東
の山地である｡分水線己旭 E)と平行してNE-SW方向に走っているo高度は約 200- 250
mと低い面を形成しているのが特色である｡
図2-I-3飾層Å肉刺の心象の断面可
次に図2-1-5は,(イ桓断層頑B)を,(ロ)は断層項A)をそれぞれ基線として,その谷噴斜面の峰の
部分をトt/-スしたものであるO(イ)をみると断岡谷の北側つま畑 の斜面は ,谷底から山頂に殆んど
直線状に急便斜を示してV,るのに対して ,南側つまり⑤ の斜面はかなb階段状に売ってかD,北側よ
りも頓悟斜であるOこの北と南の斜面の形の違いは,後述するように谷の形にも現われて くるOこの
原因は明瞭でないが ,断屑運動に伴 う隆起時期から⑧ の山地よDも⑪ の山地の方が新 しいとい うこと
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も考えられるO
以上各地区の形態を列挙したが ,各山地は節用に上る野轡を強 く受けているものと考えられる｡
(C) 5つの侵蝕面
前述の各山地の形態を把握 した上で ,2.5万分の 1地形図三石図幅よb作成した切谷面図(囲ま省
略),及び各山地の分水線の高度変化(図 2- 1- 5)と現地観察から推察して .この地域の山地は
次の5段の侵蝕面に区分することが可能である｡
喝2-/-5IA山地の体 線の鳥丸象It.
(イ)高度約 550- 580mの間にみられる侵蝕乱 その分布をみると,分水賦Dの中央部天狗山
付近から東に連なる峰 ,分水縦令の大谷方向の岳山付近の峰 ,① の帆坂峠北方の峰 ,廷)の竜泉山
及び石筆丸山付近の峰などがあげられる｡ これらは前述したように.ほゞE-W方向の直線状の
断層谷によって区切 られてVlるO
(ロ)高度約270mにみられる俊蝕面O
分水綿雪の福石地付近の峰 ,城山付近などにみられるo
い)高度的 2D0mの侵蝕面o伊里町から船墳峠にかけて山陽道沿いの東に連なる｡他に分水賦9
の西端にみられるO
以上 5段の面が考えられるO
なお写奨Ⅰは深谷 ,滝付近から福石地
出方の山を写したものであるOこれから
も高度の異をる侵蝕面の存在がわかるO
前方の低い面が首度約2 80mて③ の侵
蝕面に相当し,後方の高い蘭が570-
580mて① の面に相当するO
-殻に高度の異なる侵蝕面の形成に関
して比,次の2つの考え方があるDせずそ
の1つは.最初高位の侯蝕面が形成されて.
その後の侵蝕作用の結集 ,その周辺に低 写素 2- 1- 1 三石町地域の山地
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位の面が形成されたとするものである｡つib輪廻を異にする異暗面であるとするものであるOこれ
に対 して他の 1つ披 ,もともと同一時代にできた一連の侵蝕面が ,断刑などの稲造的変化を受けるこ
とによって高度を異にする2つの面になったとするもので,同時異苗の考え方であるOとの2つの考
え方は ,中国山地全体について,つまり高位面と中位面の形成機構に関して論惑されてきたことでも
ある｡
三石町地蚊におけるこれら侵蝕面形成に関しては ,更に広域にわたる調査が必要であるため,三石
町の調査だけでは不十分であるが .前述したように三石 .和気 ,日生 ,片上などの地域には,断層が
多く認められ ,また山地は明瞭を直線状の断層谷によって切断され.各分水線は断屈谷に支配されて
ほ 平ゞ行 となっていることなどから考えて,この地峡は断層による影響が強 く,後者の考え方が適用さ
れうると考えられる｡
(a)山の型 と山地の土地利用
前述 した如 く,この地域の山地は断層によって寸断されているために ,山地は平野の面から直按に,
かなり急勾配で突き出た形となD,ゆるやかなすそ野は持たないOそして山腹を削って′ト谷がよく発
達し,その範には谷から押し流された岩塊や土砂によって形成された崖錐が各所に発達 しているOと
の盤錐の先端部には家屋が建っている所もあるo
また山頂の塾をみると.にぷい丸みをもった ,なだらかをものが多いoこれはこの地域の地質を触
成している流紋岩が ,細かい砂状 もしくはシJL,ト状に風化するために.侵蝕の進み方が鋭角的になら
ないか らである｡このことは.砂状に風化した流紋岩の地肌は,雨による流失が激しいことを意味し
てお9,三石町地域には ,はげ山や植生の悪い山地が多い原因となっているo
(山 T 孝 子 )
(2)谷
(a)断層谷の発達
前節においては .山地という面から三石町の特徴をとらえてみたが .この節においては谷という面
から三石町の特徴をとらえてみたが ,この節にかいては谷とい う面からそれを見てみることにした｡
三石町の谷系を知るためにIその最初の段階としてやったことは水系園の作成である｡そこで気付
いたことは,せず 1)ニ7メソトがそれぞれ一定の方向を持ち,相互に鉛走していることであD,さら
至E)
にまたその1)ニ7ノントを示している谷に対する支谷が ,これ らに対して直角,あるいはその中のひ
とつの谷に対してある方向性をもって入っているとV,うのも特徴であるOこれは水系図を作成してみ
た地域 ,即ち日生 ･和気 ･三石 .片上の中のどの通常谷の形状と対比 してみても,その差異は顕著で
ある｡第三に船坂峠 .帆坂峠のような分水界も.)ニ7メソトの中に見うけられたO以上のこれらの特
改姓 ,この谷において直接に断層を見るととはできなかったが ,断層谷を示してV,るということが貫
えよう｡
そこで主な1)ニ7メントの方向(即ち断層谷の方向となる)を,大森鵜秦氏が『岡山県両帝部のろ
う石鉱床と地質構造との関係』の中で解かれているのを引用して主なものを挙げてみると次のようで
ある｡
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Oは 山ゞ陽道に沿ったNと:-SW系の三石断層谷
o帆坂峠を通過するNW系の桶石断屑谷
o寺山 ･大谷川を通過するENE-VJSW系のもの
oNS系の伊里断層谷
oEW系の和気断層谷及び日生断層谷
o吉永 ･新田 ･深谷の滝を通過するEW系のもの
0本村 ･新田野谷峠を通滑するNS系のもの
o渡瀬の東南の谷から南東に向かって筒石にぬける方向即ちNW-Shn系のもの
またこれらの断層谷の方向は ,この姻戚の地賓を衷わした構造谷でもある｡
注 )リニアメントとは大陸の輪淵とか河川のコース,奉るい姓山地の-りなどが ,割合直線的な方
向をもってt′ゝる時 ,しばしばそれをT)ニアメソtと呼ぶのであり,それkt基喝 となる地質構造
と密接に馳併し,結合しているのであるという意味であるO
次に ,これらの断層谷をさらに詳しく知るために三石町の東南IK位地する福石一帆坂峠の断層谷,
そしてこれの南に仕僚する大谷川一寺山の断層谷をとb上げてみたO
前者の谷においては谷底でわずかながら繭から北に1る額憤斜がみられ ,この谷を境に北仰の谷と
南側の谷を比較 してみると,北側では,深く･kf!-い谷で ,控とんどⅤ字型に近い急使斜であるOそ して
支谷がほ 直ゞ角に入っているの忙対し,痢側の谷では ,ほとんどのものに遜魚点が存在し,大谷川一
寺山の断値谷に尾板が非常に篠近しているため頓慣斜であるO これらの点は ,冒集で啓いたのよD,
次の図でさらに明確に理解できること 思ゝう｡
次VC大谷川一寺山の断傾谷を境とし
て,前と同様に北側と南側の谷を対比
するとその結果は ,先のものとは 同ゞ
感忙なるOつまり北側の谷は,尾根が
塩端に断層谷に近接 しているq)で急傾
斜であ9.南側では ,杏急点をもった
谷が見うけられる｡
以上か ら,次のことが予測される.
つま9,両者の断層ITはさまれた所に
おいて ,現在の島根にあたる部分が隆
起 したので,この北脚が串傾斜に ,南
側が急傾斜に75:少,さらに北側の谷に
見られる愚息点は ,新 しい侵食を示し
ているので妓女いかということである｡
句2-I-6
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(b)谷底平野と土堺
次に,船坂峠から三石町に .さらに野谷に-と下って くるに従い,谷底平野が広がってくるoLか
し雫 しい発達が見られるというものではないOそしてこの壮年期に入った床谷の形成をみるとき,二
つの過程が考えられるOすなわち,谷にこの地域一帯の醗紋岩葬砂質土堺が堆積されてできたものか,
それともⅤ字型の谷が両側を侵食されて現在のようになったのかということであるが ,これは谷床に
砂畔が見られるか ,基舷がEiられるかで究明されようD
次に土熊について見ることにするOこれは三石町山菜協同組合において作成している施肥土塀FiI分
図を参考にしたO図211-7に示九四つの施肥土塀区1,2,5.4は全て砂堺土であり,1は下層が
抄又は砂喋層型 2紘心土が砂土あるいは砂壌土 ,鋤朱層及び下屑に斑鉄並びにマンガン結核の群書な
埠頓塾 ,5は下同が耕土あるいは砂噸土の沖樽型 4は母岩の石英粗面岩が風化 ･権柄してできた水田
で,下層に母岩や風化の新しいものも見られる弱濃元型と呼ばれるものであるO
つまb,以上からこの地域の土壌は,風化のしやすL,n流紋岩頬の砂硬質土壌が大部分を占めている
ということができよう｡
(常 田 由岐子 )
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2 地 質
図2-2-1は日本の地質桝道の区分を示 したものであるが ,これから岡山県の位骨をみると大部
分が三部帯に属 し'-部舞熱帯及び丹波帯が入っている｡三部帯とは≡郡変改岩と呼ばれる,古生層
から変化した結晶片岩や華片岩 (千枚岩 )の上うな鷲成岩が分布する｡又変成を受けていない生のTi
tの古生厨の所 もあるOこれは主に英田郡赦野町 ･火磨郡久世町 ･勝山町 ･落合町 ,久米部旭町 ･中
央町などに分布 している｡次に舞鶴帯 とQj:,丹波帯と三ま弼符を分けている狭い地帯で ,古生周や古生
府 ･火成岩などが穆雑夜地質榔進を夜してt/,るo丹攻彬 とは主 として古生厨から成っていて花樹岩に
貫かれている｡
同 2-2-I E)太 の 地 箕 凍 通 丘 か
(生 卵 を県他 項鹿 重岡鼓 明春 536)
＼1 ｣■ t
以下三石周辺の地質創拙昭するが ,その特色壮碕軟岩-の広樹 を分布におおわれていることにある.
(1)地質概略
岡山県菜南部一帯 ,特に和気部三石 ･音永和気 ･術前 ･日生町周辺から英田郵英田町 ･作東町南部
-かけては,古生層(美紀町では三母紀層 )を主体とする基軽の上に,不粋合に,広範囲に渡 って流
紋岩類が分布 しているDそ して石英根 岩 ･花樹閃撮岩 ･花尚岩 ･花樹群岩 ･翰岩などの岩体がこの
流紋岩鞄を潰しへている｡また.所によっては ,これらの措舎軒をかかって洪碑世の砂軌堺が分布してレ＼も
(図 2-2-2参照) 古生屈の分布は三石町台山京部 ･吉永町校庭宮部キビに見られる0台山瀬部
では粘板岩 ･挫緑凝灰岩 ･チ,- r･砂岩などの互肝からなり,走向は一般に,N-400- 70CEで ,
小帯曲をくり返してレ､るO
この地峡の涜紋岩頬は ,中生代末期の火山活動I{上る嘩物であって ,秘解かの巌灰岩頻 ･溶岩押 ･
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および火山活動末期に官入したと考えられる貫入岩体の5棲帯に大別することができる｡ しかし,港
岩類や貫入岩体の分布は一部に限 られており,大部分が凝灰岩類からなっている｡
(図 2- 2-2- 4参照 )
そして凝灰岩類のある特定の層準のところに層状ないしレンズ状を皇 して .ろう石範床が肱胎されて
いる｡中でも.台山地区 .板屋地区をはじめ多くの君鉱床は .凍灰岩類中の結晶凝灰岩や細粒凝灰岩の
中に腫胎されているのであるO
(2) ろう石鉱床
との地域にはろう石鉱床が多く分布しているが .特に鉱床の既存範囲が広く.また良質のものを産す
る地域は .台山 (八木山 .兄坂を含む )･板屋 (金谷を含む )地区であ9.との地区に多くの鉱味が衡
壊してVlるO (図 2-2- 5参照 )｡すべての鉱山のうちで巌も開発規模の大きい代表的な鉱山は台山
地区の大平鉱山である｡ (図2-2- 6参照 )｡
(山 下 孝 子 )
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(注記)
1)図2-2-2は次から引用した｡
岡山県 (1965):岡山県地Jjq図｡
2)図2-2-5-6は次から引用した｡
大森尚専(19日 ).1岡山県南東部のろう石鉱床と地質牌壷 との関係｡岡山大学地学研究鶴
告第 1号
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第 3章 人 口 と 集 落
1 人 口梅 成 とその変動
三石町の現住人口は.昭和42年5月末において,姓帝政 1,454戸,総人口5.占51人,男
2,904人.女 2.927人,一世帯人員 ま92人である｡三石町の人口は.現在に至るまでどのよう
な過程をたどってきたのか.各種の賀料をもとに考察してみ上うO
(I) 人口増加から近年の淑少傾向
1920年 (大 9)年 10月を第1回とす
る国勢調査に基き,世帯数 ･総人口･男女別
人口の変化を第 1表にまとめている. 1920
年10月においては世帯数82占戸 ･総人口
5.584人 ･男1.8占7人 ･女 1,717人 ･
一世帯人員は 4･54人であった｡それが
1945(紹40)年の国勢調査では,それ
ぞれ, 1,575戸, 5,581人.2,占占2人,
2.9 19人, 4.08人となD,世帯教では
549戸,総人口では,1,997人,男 795
人,女 1.202人の増加,一世帯人員は0.28
人の淑少となっている｡男女に 407人もの
窮 1表 三軍町総人口･男女別人口(国勢調査 )
世帯数 総人口 甥 女
1920年 82占 5,584 1,8占7 1.717
1925 808 5.517 1.808 1.709
1950 951 5,758 1,894 1,8占4
1955 952 4.501 2.165 2.158
1940 1,051 4,占15 2.515 2.500
1947 1,122 5,155 2.402 2.751
1950 1,177 5.599 2.579 2.8.20
1955 1,192 5,554 2,占59 2.875
1940 1,288 5J45 2,7占7 2.979
1945 1,575 5,581 2.占82 2,919
資料は岡山県統計年報による｡
差があるのは,太平洋戦争による男の死亡が大きな原因である0 1940(大14)年で仕男2.515
人.女2.500人とわずかに男が多かったのが戦後 1947(昭22)年の臨時国勢調査によれば男
2,402人,女 2.751人と.一挙に逆の数字を示し.現在まで志っている｡とこで総人口の増加の
削合は 1920年に比べて,55･{7%で. これ紘岡山煉全体の人口増加翠 55.1%と比較するとかな
b大きい数字である｡国勢調査によって最近の人口変動をお うととができるが.それ以前の三石町と
いうものはどうであったろうか｡三石町統計末 ･戸藤住民登録苛･務一驚表月報にエ9, 189占(明
29)年以降の幣科を得ることができたので,第 1図忙グラフにしてみたD昭和年代の前半の戦勲は,
国勢調査咋よる他なく不十分ではあるが,これを与ると明治の後半からの三石町の人口変数の様子を
大まかにつかむことができる. 1896年の数字をみると世帯数 501戸,総人口2,418人.男
1.441人,女 1.277人であD.現在は当時のいずれも2倍以上LrLなっているが,単に漸次増加し
てきたわけで仕恵hc人口資財に大きな質素を占める明治大正期の転出入について少し触れてみようO
第2園と第5園が転出入人口についてのグラフでちb,第2表にその合計を妙で示した｡明治汝軌
他市娘,他郡市,他町村よ9人寄留している者の取か.他府県 .他郡市 ･他町村-出寄留している者
の教を相当上回っていた｡しかし,大正にたると,他府県-出寄留するものの数が激抑 し,また朝鮮
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台湾など-渡J,てい く者 もあらわれは じめ,転出超過 と
なっている｡こうして,増加 '淑少 ･停滞といろいろな
変化を繰 b返 してかD,第 1図からわかるように人口増
加が著 しいのは,昭和年代に入ってからである.三石町
は,明治の初期 ;加藤忍九郎氏がろう石を発見 したこと
によD,以後大正末期頃からは ｢ろ う石 ･煉瓦の町｣と
して発展するわけであるが,これが人口増加の大きな委
棄をなしていたととはV',うまでもないととだろう.この
時期にかける人口流動状態を明らかにする資料がなかっ
たのは或念である｡このように.昭和50年前後まで人
口増加は著 しいわけであるが,その後,停滞あるいは減
少傾向にある.一番最近の国勢調査 19i5年に卦いて
紘,前回に比べ.総人口5.745人,男 2.767人.女
2,979人から,男 105人.女 80人減少 している.
とれ仕偶然ではなく.三石町からの人口流出傾向を示 し
てVlると思われる.これは図5- 1- 1のグラフを見る
と明らかであるC
(2) 人口の流出
人口淑少の原因は,おそらくどの町村にも共通 してみ
られる若年層の他府県及び他市町村-の流出.特に都会
への流出であろうと思われるので,その点について考察
してみよう8
辞 1図に人口変動と共に,本藤人口に対する現任人口
の割合の変化を一房にタラフVELて示 しているが.これ
はその年の総人口をその年の本頼人口で削った数字であ
る. これ仕割合が大きければ他所か らの三石町-の寄留
人口の多いことを示し,,｣､さければ逆に本来三石町に本
第 2表 三 石 町 転 出入 人 口
転 入 転 出 転入超過
明治 50年 522 158 184
51 412 151 281
52 445 142 505
55 411 185 228
54 557 191 146
55 579 240 159
58 426 225 205
57 492 258 258
58 dO9 511 298
59 584 84 520
48 657 290 547
41 622 505 517
42 448 525 125
45 587 278 117
44 568 271 97
大 正 元年 582 510 72
2 569 570 - 1
5 55 1 569 - 18
4 418 454 - 58
5 582 951 - 5 49
占 442 487 155
丁 720 498 222
8 594 517 79
9 620 55 1 69
10 590 642 - 52
ll 581 695 - 112
12 402 700 - 98
15 405 754 - 151
籍を持っている人間が他所-流出していることを示して 頃科は三石町統計表による
いるC先に述べた明治大正年PpLlの転出入人口の様相をあらわした象 2表と窮 1回とを比較したが らみ
てみると,伽雪対応 していることがわかるo最近三石町に卦いては,現住人口は,昭和 56年をど-
クにわずかづつ淑少しつつあるの忙対 し,本鮪人口は逆に現在も漸次増加を続けているのであD,従
って木藤人口に対する削合は昭和58年以降低下をたどっている｡例えば,昭和 56年の総人口5.900
人,本鵜人口も509人,割合は O1955.昭和 42年総人口5,651人,本飴人口6.199人,刺
合018日 である.こうして本紫人口に対する現住人口の割合の低下によって.人口流J･.現象の傾向
があることをみたが,それを具体的に所出する人口の年齢層,また彼らの転出先を明らかにしたいと
-2ロー
思うOここで昭和 40年度の国勢調査をもとに.三石町の男女年齢別の人口桃成忙ついてみてみ よう｡
句3L,-,'逼 吉雄 -芸TLaI,a:hhf 鴫 化
†ll
tJP
JQO
l▲●
Jl
(LJ
周3-I-1 三石Tq-_特出人口
ま)すガ 止ま,G町軸 による
句3-I-3三石町素人人口
;五井叶1三石Tl叫長･-よる
即 十 ゲ 鞭 細 入佃 ミ,r - 粟 冊
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黄 5- 1- 5 男女年齢別人口構成J1-一七./ I
三 石 町 岡 山 市 (旧) 倉 敷 市
総人口 男 女 総人口 男 女 総人口 男 女
才0～ 4 85 4.4 エ9 aO 4.1 ま9 8.8 4.4 4.2
5 一一 9 86 4.D 4.6 7.1 ま占 5.5 7.4 エ8 ま占
10～ 14 9,4 4.9 4,5 7.2 5.7 5.5 7.8 4.D ま8
15～ 19 10_0 4.8 5.2 ll.4 5.3 A_1 ll.2 5.4 5.8
20～ 24 7.7 ま4 4.5 10.0 4.5 5.5 9.4 4.4 5,0
25-～29 79 4.0 5_9 a8 4.2 4.8 8.8 4.4 4.4
58～ 54 a8 4.5 4,5 9.2 4.5 4.7 a8 4.4 4.4
55- 59 7.8 4.2 ま6 &1 4.0 4.1 7.5 5_9 エム
40～ 44 5.9 2.4 ま5 i2 2.8 5.4 5_9 2.7 5T2
45～ Jt9 5.0 2.0 iO 4.9 2_2 2.7 4.9 2.2 2.7
50～ 54 5.5 2_5 まO 4.9 2_5 2.4 5_0 2.4 2.i
55～ 59 5.2 2.5 2.9 4.2 2.0 2.2 4ー5 2.1 2.2
40～ 84 i7 1.7 2.0 ま占 1.7 1.? ユ5 1.7 1.8
65～ 49 2.5 1,5 1.2 2.8 1.5 1.5 乙9 1.4 1.5
70～ 74 一.5 0.占 0.9 1.8 0.8 I.0 1.7 0.8 0.9
7 5以上 2.2 u7 1,5 1.8 0.7 I.1 2.5 0,8 1.5
軒科性■昭和 40年度国勢調査報告
それは表 5- 1- 3と図5-1-4に示 したようであるが.岡山市 .旧倉敷市絞岡山県では比敏的
褒薬 も開発されておD,若年層の人口も多い土地と思われるので.三石町と比較するために.岡山市
と(旧 )倉敷市を共に響いたoここで若年層といわれる中学校卒算から大学卒葵 してしばらくの年齢
の 15- 24才で比,乳 三石町は,岡山市,旧倉敷市の 9･870に比べて82970,女は岡山市の 11･6
%,旧倉敷市の 101870に対して9･5野 ,総数では岡山市 2 1･470.旧倉敷市 20･占%I三石町 17･7
%とかなD下回っていることが特に目につ くOこれは14才までの非労働者人口の割合は逆に.岡山市
倉政市などを上回っていることから考えて明らかに,中学卒井後,高校卒業後.甘年たちがどこか-
析出していってることを示 していると思われるOでQ:I.実際に三石町の所動人口について具体的に三
石町住民移動栗経に塞いての駒査苛科をみてみよう｡昭和41年 ･42年の最近 2年愉だけの砥果 し
か飼養できなくて不十分ではあるが.近年の傾向をみることは充分可能と思われるO
表5- 1- 4 転 入 人 口
総 計 局 女 0- 4才 5 ～ 9 10～14 15一ヽ一19 20～24 25一29
41年 22占 122 104 19 10 8 51 占4 40
42 278 124 152 28 10 ll 55 占9 45
総 計 男 - 女 50～59 一0～49 50～59 dt)～49 70以上
41年 22-6 122 104 52 ll 5 5 5
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表5- 1- 5 転 出人 口
py . 男 i 女 0--4才 5 一一 9 10一ヽ一14 15～19 20～24 25一､一29
41年 297 15ム141 ll 15 15 ム5 ~77 52
42 5d4 199 165 27 17 20 75 . dO 45
総 計 男 女 50～59 40一一49 50～59 40～d9 70以上
41年 297 154 141 28 14 21 5 4
表5- 1- 4,嚢 5- 1- 5はともに資料は三石町役軌 転入,転出届綴
8即〟耳&&人6甘地 好むV_,†jk&入力和むと 瑞相〟Y･.tとAiDL故地 pB桝21はホ丸々及ti水
団3十 ∫恵入着前任地∴転城 見 任地 炎#lまま方耶蛸 薮＼転蜘乳
表 5- 1- 4,表 5- 1- 5にまとめたが,この数字を即人口の移動といいきることができたい点も
あるO赤雀に自動車学故があD,免許取得のため,一時的に住所を変更することがあるからである｡
彼らの年齢比20才代に多く.転出入共にこの数字上か臭際VCは少ないであろうと思われるOそれに
しても15- 19才の転出は転入の2倍以上の数である｡ これまで若年層の所出ということに注目し
て述べてきたが,彼 らの大部分は.中学校,濁枚を卒訂 して他の土地-教職していくものが大部分で
あったO転入者 ･転出者の前任地 ･現住地は全部のものであb,蘇楯のためVC和気郡円あるいは,兵
庫県赤穂などの働字を大きくしている点も串D.また転地に上る転出入 もすべて含んでいるので,夢
年屈だけのものではないのであるが.移動第線を調べていて.彼らの転出先が,都会-向かっている
のは明確であるO兵庇県が20%を示 しておD.中でも相生が多く.大阪桁では大阪市円 ･岡山市が
大きい割合を占めている｡｢ろう石 ･煉瓦の町｣三石町打払 多くの藍葵 ･=場があDながら,との
土地に就職するものは少なく,多くのものは外へ出ていくということであるO地元の産葵状況につい
ては他の章で述べられると思うが,将来-の発展に向かい.若者たちをこの地に引き留めてか く鮮力
ある町にするため.あらゆる分野で努力がなされるであろう. (島村輝子 )
2 中心集落 と しての 三 石町
(日 中心集落からみた岡山腺にかける和気郡の位置
岡山県において,地元や本と強く関連 しているとみられる中国朝市の支店 ･出張所の所在地,並び
に開設年代,そして出張所から支店-の昇格年よb和気郡の位置を考案 してみるとととするo
図5- 2- 1に示される如 く.その所在地は,岡山市よb南西部に央中しているが,昭和 5年中国
-25-
! .:i
.*且 軌 一一｣ 巷
加美
.了 t
??
? ?
?
?? ?
-' ':ti .I.) '王 '-I:.I-;_
岡 312 -t や 鴫 汗戊 施
凡例●昭和 5年 12月21日支店として設置
◎支店として設置
○ 出張所として設懸
管轍 (出張所であった期蘭にかいて )｢中国銀行三十
年史｣上b作磯
ー24-
表 5- 2- -1 中国銀行支店 ･出張所開設年(昇1陣 ) 岡山県円
年代(昭和) 支 店 出 張 所 L
5.12.2110 5 2 (姫路),和乳 牛癒.簡大尋,弥戸 彦崎.玉,琴浦.下津井,稲荷, 部
岡山,妹尾,早島,茶屋町,藤戸.辛 加茂,港原,幹山東,広戸,周匝,弓
野,八浜 (lo迄 ),Bjノロ,児島. 削,莫袋.川辺,西阿知.遠島,玉島
呼松,倉教,庭瀬,総社,足守.金川 駅前,寄島,′J､臥 酉江原.高屋.芳
福渡,林野,古町.津山,落合 新見高梁 成羽 肺田(8迄),玉島,金光,鴨方 笠岡,矢掛 井原,勝間~田占迄津山東,迫川 井
12. 7. 9 片上
14. &51 三石
15. 5.20 呼松,荘円(1占迄)
1& 8.27 大供
17.& 8 連島 (9.25) 日生
1& 5. 8 片上,三石,岡山駅前 加乗(4,2占)
1?. 2_12 倉敷駅前,玉(9.1),小橋,天机下市町 香登(代理店,~25犀止)
20, ム 8 江見
21. 8.20 神崎.金浦 (12.24僻 )
22. ま 1 勝間Bj -宮(特 )(2.1)
25. 7. 1 奉還町
24. 4. 1 西阿知
25. 7.10 江見,周匝,日生,尾乱 神崎,一宮稲荷 輿除 彦崎 下津井,琴浦,玉野,箭臥 玉島駅前,寄島 小軌 西原 高屋 金浦 県庁,紳輔橋
2占. 1. 1 加茂,加黄,弓削,町苅田,長岡,荘円, 部,a,原,川辺,糞袋,芳井,鶴海
5 2. 1.24 赤穂 川軌 鶴海(54廃止)
｢中国銀行 58年史｣よD作製
-25-
支店号讐5 0 15 20 25 50 55
井 原
酉 江 原
高 屋
芳 井
総 社
稲 荷
川 辺
箭 田
和 気
片 上
石
日 生
林 野
周 匝
勝 間 田
江 見
-一一 出張 所
支 店
銀行開設時においては.一応県下全域にば らまかれているO との図中で和気支店と管轍出張所教の類
似 している支店は,井原支店,総社支店,それに林野支店であるoそ こで全県に関 しての表 5-2-
1から,これ らの四支店を取 b出して,出張所の閑散年並びに支店への昇格年を示 したのが第 2図で
ある.従って.開設年代 と金融面での重要性との陶に関連があるとすれ拭.井原支店.総社支店,和
気支店,林野支店 とい う腹位になるであろう｡ この うち和気,林野 とい う位思づけ忙つVlで仇 出張
所開設年 よりもむしろ出張所か ら支店-の昇格年に注目した訳であるが,実質的にどちらが優位に立
つか拭,取扱額の多少に依 らねばならないであろ うO ここでは. ｢姓村地帯にあって も地方的と特色を
有 し.発展性のある所,或いは商=弟地帯の店軸は地方経済-の貢献をはかるため支店に昇格さすこ
ととたった｣ (中国銀行 50年史 )昭和 24 I5年 よDも早い時代に和気の二出張所が昇格 している
ことに目を向けたためであD,又出張所が支店に変更される場合には,その要因として,大蔵省の認
可,人員面,預金数字,他銀行 とのバランス等が上げ られるためで4)るo
(2) 和気郡円の中心集落の変遷 と三石町
(a) 人口
明治 4D年か ら昭和 25年迄のRBtlに於ける和気郡内町村の人口瀞態 (現住人口)を示 したものが
-2占-
衰 5である｡その動向をみるならば .1.500- 5,000辺 りでほぼ同じ折れを描いているタ ･^-フ
がら9.大正年間迄をみると,三石と日生,それに(多少異なるけれども)伊里吐,増波年が類似し
てわb,本荘と福河が一定期間同傾向に参る｡昭和に入 b,片上,日生,伊里,伊部などが急速を伸
びを示す中で,三石のそれ紘経漫であD, 10- 11年負はなか 5位であった地位が 5位と走ってし
まうO
昭和25年以後.,町村合併が行われるが,(備前町では第一次が2占年.第二次が50年,日生町
は50年.吉永町は:29年.和気町は28年,佐伯町は50年 )その時の合併町村の人口を加えて出
したのが表 4であるo これでみると 表 5では形の井かった和貴が備前に次ぐ位怒となD,明治22
年以降合併の行われをかった三石吐,人口面VCおいて上位にあると比貰えないo
k)
和気郡円で払 人口静態よbみる走らは,その教.増加状況共明らかに備前町が便位にあると言 う
ことができる｡
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(2) 管理機関
明治 4年戸頼法が施行され,備前国は岡山市を除き59区に分割された｡その内和気郡は第 17よ
b第21の 5区に分割されて,大小区各務所が鮭かれた｡
明治 7年 5月以後.従来の大区部鞍所を廃 し,あらた忙岡山県円に = ヶ所の会議所を設けた｡そ
の円和気郡は 2ヶ所,即ち第 ム会談所が第 17,第 18区を受けもち.西片lK設思され,第 7会議
所は第 19- 2 l区を管理し,和気村に設けられたC
明治 10年 11月.県円各会藩所及び′J､区各務所を廃して区務所及びその支所とも言 うべき戸長役場
を設け,和気郡においては,区務所一ヶ所戸長役場六ヶ所を設燈 した｡各町村の行政は町村毎に副戸
長を患 き,この副戸長が直接国民との行政畢殊を取扱ったoそして和気郡円にかいて従来行われていた
第 17区よ9第21区に至る五区制を-指 して第四区務所とし,西片上に笹原 したO郡円の戸長役場
Vj:次の通 DであD,三石は第二戸長役場の管袖下にあった｡
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第四区務所 (和気郡 ) 菌片上村
窮一戸長役場 西片上村
第二 ′ 伊里中村
第三 ′ 日生村
第四戸長役壊 岩崎村
第五 衣笠村
第六 失田村
この区務所は,明治 11年9月に廃され,和黄郡役所と7tる｡同年.従来中間的存在であった戸長
棚 が,郡円町村編成法によD,村役場に相当するものとなD,副戸長を廃してこれが戸長にかわっ
た｡
明治16年.連合戸長役場制度によD,従来の戸長一同は解戦せられ,町村の大′J､忙応 じ,数町村
に戸長一名,戸長役場転に用掛一名を置き,戸長を補佐せしめることとなった｡即ち和気郡において
は, 占9ケ村に第 1部よb第20部に至る20ヶ所忙戸長役場を設偲 した｡
明治 55年4月,君腋 所結片上か ら和気-移転する｡その当時の経緯につ′吋は.その詳細夜事情は.
｢郡街位置にっvITQi,山隈鉄道の敷設された一両年以後の頃から和気村-変更運動が始まD,以来ず
っと続けられてきたが,客年8月28日古今未曾有の鼻息且海鴨のため郡役所が大破靖を蒙ったのを
好機とし,その運動は激しさを加えていった｡これに
対し南部各村は,県会蕃貞野吹秀太郎氏に総てを-任
し,氏も力を尽くして,維持運動をしたが,遂に和気
村へ移転することが決定 した｡時勢の焦らしむる処で
あって,如何ともなすことができず.実に長大息の至
Dであるo｣(｢森島日記｣｢片上町史｣よD)と巳
されているO
図5-214で片上区裁判所とあるの帆 現在の陶
山地方法務局備前出張所であ9,明治25年に岡山区
乎判所片上出張所から.片止区費判所に昇格し.管下
王宮
如 直裁沖LIF【T
(H13- )
竺 M2｡醐 区 珂312-年
忙′J､野田出張所と和気出張所をもった｡このうちの卸 ---M50管緒区
気出張所は,明治 28年 11月開庁し,図示した各村
を管招した.熊山村は同年 12月,50年8月VC比三
石村が管栂円に入ったO大正 2年,区教判所が贋止さ
れ,岡山区裁判所片上出張所となったCほぼ同じ負.
和気出張所は,岡山区款判所本荘出張所となった｡ こ
の時点では,呼称に関する限b和束 ･片上双方共同位
と見倣せれるが,前記の郡役所の和気移転と併せて考
えるならば,和気郡における管理中枢は,片上よb和
気へ移bつつあったと言えるであろう｡
ここで,出先機関について付け加えておくならば,
その一部に第31 2- 2表に示しているが.この他に
｢和気郡誌｣ ,アンケー トよb作剰
表 3-2-5 出先樽閑
片 和 伊 佐 苦 衷上 乗 里 伯 永 掛
農林 岡山県食塊本務所 △ ○△ △ △ △岡 山 営 林 署 ○ △ ○
令 統計調 査 事 務 月 ○ .
中 風 典 政 局 (⊃
宇庁 岡 山地 方 法 務 △ ∠ゝ備 前 区 検 察 ○ .
a 価 易 款 判 所 ○ ;
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専売公払 海上保安庁.避輪省,労働省,建設省.腺庁の出先機関も加えて,和気と備前でその数を
比較すると,和気の方が幾分多 くなっているoなお三石には県の 弊指導所が懸かれているO
(3) 金幽扱開
先にもふれたが,和気郡にかける中国銀行の設僅状況は.表 5- 2- 2の如 くであったq
まず和気支店は,昭和 5年山陽戯行と第一合同銀行の合併によb中国銀行創立となったものであっ
た｡片上支店は,昭和 12年に幽殻され,そのままで昭和 18年に支店昇格となD,又三石支店は.
昭和 14年に開設されたが,昭和9年9月から17年 10月迄開かれていた三和銀行三石出張所を致
b受けて移転し,里 18年の支店昇格となったものであるo
以上に加えて.神戸銀行和気支店についてふかてかくならば,昭和 1.6年に兵和併行和気支店とし
て営業を始め, 20年には神戸銀行和気支店と7iるが,昭和24年から25年にかけては,神戸銀行
片上支店和気出張所となっているOこのため,金融面においてQi,和気よbも片上を優位に置いてい
たとも見倣Iされるが,との時期に帆 ｢片上地区の耐火煉瓦救造奏者も,インフレ期の好況に反して
鉄鋼等の需要叔少に上D.滞貨が果増 し換整定は五凱以下になった｡｣(｢中国銀行三十年史｣S58
刊)とい5状況を考慮するならば.両者間の差も大きいものとは言い得ないであろう｡なお,三和相
互銀行(山隈相互併行と改称 )の支店は,和気が昭和27年に開設,片上は昭和2占年に出張所エb
支店に昇格し,50年には.神戸銀行片上支店跡に移っている｡そして日生出張所は,昭和29年に
開設されている｡
この他に,片上借用金犀と日生信用金庫の本店 ･支店関係を示したのが図 51 2- 5である｡
これでみると,双方の支IEがあるのは伊塵のみで牟D.伊
里を境としてほほ東西に分かれてそれぞれの支店がみられ
るOそして三石に日生借用金位の支店が設けられたのは●
耐火煉瓦製造集の景気が上向きとなb.フル換薬に入って
いた昭和51年であb.この図に関する限Dでは.三石が
日生と結びつきを持っていることがわかる｡
そして,偉後vE,数のみに上る比暇であるが表5-2-/Iに示
される如く,和気部門におVlては.神戸銀行和気支店が. Dま鹿
昭和 45年11月兼に廃止されたため.片上が最も多く,
図312-5-
(アンケー トよb作製 )
和気.日生,三石といった位筋づけをなし柑るであろう｡
なお参考迄に.表3- 2- 5は,煉東部に於ける金触機関の殻鮭状況であるC. (孝忠加津子 )
表 5- 2- 4 和気郡円銀行 ･相互銀行 ･金庫 ･公庫
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舞 4毒 古 代 中 世 の 三 石
1 古 代山 陽道 と級 長 駅
(日 吉代駅伝制度
我国にかける駅伝制匿は,大宝の律令制匿によbその完成を見たのであるが,その最初の形式は,
すでに大化改新の際に見られるのであるOつまD,大化 2年 (A4d)孝徳天皇によb莞せられた
｢大イヒ改新の詔｣の中に.畿円諸国に関塞 ･斥候 ･防人のほかに.駅罵 ･伝馬を配置 したという争夷
が蹴せられているのである｡しかしながら.大化改新における駅伝制酸の公布というものは.ただ単
に,前代よD萌 しつつあったものを組軌化しただけのものに過き､ず.その効果は充分に上げ得るとと
ができず,その全体の粗放体系が完成されるのは,大宝律令まで得たねばならなかったのであるC
駄馬 ･伝馬というのは,もちろん駅伝の 目的である運用機朗の一要素として設置されたものであD.
また当時 .現在の国道に相当するものを駅路と呼んでいたのであD,駅路には,宿駅の設備が有るの
で,節 (うまや )とか宿の名称が今日でもまだ残っている｡また大宝律令の規定によD.駅路は大 ･
中 ･小の 5つに分けられ,妄落国に駅が設催されるようにな9.酪適 50度毎に1駅を思 くことが成文
化された｡レ一号ここで,この駅伝制度を大別 してみるならば.駅家と伝家の 2つに分けるととができ
るであろう.駅家が諸道各駅K殻思されたもので参るのに対し,伝家は各郡に置かれたものであb,
別名を郡伝 ･郡家と呼ばれていた.その主要組級について概説してみるならば.せず第-に.駅家の
主幹をたすものは.駅長 ･駅戸 ･駅馬 ･駅B]の 4つであると言えるであろう｡駅長とは,駅家円に お
いて.裕福なる実力者であって,駅家の代表者として総務を司っていた｡また駅戸は.駅家内におけ
る駅務一般に携わる一定の公戸を指しておD,また厭田は.駅家の主賓財源を構成するものであり.
その駅田からの収物 を新和と呼んでいたのである｡
駅紡一般に桝わるのは駅戸であったが,その直接の労働に当ったのは駅戸よD徴発された節子であ
a,その職耕杜新馬を使用することによb行なわれていたoこれらの却実から.駅家におけるもっと
も主要なる基本的夜棚成分子は.銚子と駅席であると言えるてあろう｡
また伝家の組級も,ほとんど駅家と同様であって.名称も駅家に対 して伝家と呼んだのと同様に.
駅属に対して伝馬,1銚子に対して伝子,駅戸に対して伝子と呼んでLnたOこのように総て駅家と伝家
とは相対的関係にあD.両者とも.兵部省の管轄のもとに組織,運営されていたのであったC
大宝律令の制定以来.奈良朝時代を経過 して.この駅伝矧1度は:大いに発展していったのでめる｡和
銅 4年 (711)諸Lil駅路に郵専断が設思され.また占年には.郡司に命 じて旅客の健が与えられる
ことになD.奉老 2年 (718)VCなると.兵部省が駅逓 (郵便 )を司るようになったOまた天平宝
芋 5年 (759),五畿七通駅路の両傍に葉樹を絶えさせておD.大同元年(806)に紘作路司を
置いて.駅路の修理を司らせている.以上のととき研伝馴肝の著しい緊屡も延暦の頃よb漸 く衰退の
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気道を呈し始め,律令の本賀bj:次範に失墜して,地方交通の混乱は段々とその程度を加えていったの
であった｡このような状態にあった時,醍部天皇の延暦5年に挽進きれた娃者式によb,駅伝制度 も
一応立て直されたかに見えたのであるが,Q,3.ど改く,東平 ･天慶の地方争乱(平将門と藤原純友によ
る皮乱)が勃発するVe至ってまったく発展してしまったのである｡
ちなみに.大宝律令制定よb500年を経て,源扱切結鎌倉に幕府を朗くや.要所々々忙新駅を設
思 した｡また弘長元年(12占1)宗ヰ親王上洛の際.夫役を緒国VC放 したのがのちの助細制鑑の始
Dである.しかしながら.またまた壷町時代の相次ぐ敏乱によって,駅剛比大いに乱れるに至ったの
であるO
古代山陽道と坂長駅
先述のどとく,大宝元年駅路は.大 ･中 l小の 5つに分けられ,舌代山陽道は大路として.中路た
る東海 ･東山両道の上に位し,京都-大串府在丑の要路として,政府のもっとも重要視する所となる
に至ったのである.
このように,古代山陽道は,今別の公布以米,諸国駅伝制圧の著しい発展の中でもと9わけその充
実ぷDを示し,山馳 駅家の駅殊は滞ることをく行なわれ.iたその余力をもって,郡伝に官でその
力を及ぼしていたことが現い知れるのであるOレ､ま狂者式VCよれば.億前には古代山牌適の駅家とし
て,攻長 ･珂賂 ･高月 ･津南の 4駅家が存立していたgL実が聴せられている｡しかるに,延~暦7年以
前にかいては,備前国駅家は.坂長 ･藤野 ･筒月 ･捧高の 4つであD,同年を転横として藤野節は贋
止されるVC至9,新 しく珂謄駅が加えられることにたったのである｡
坂長駅が大宝律令によって設置された駅家であること比.いまさら改めて輪ずるまでもない歴史的
事案なのであるけれども,この坂長厨は,鮒 国四駅家の東端vc位置し,地形的見地からもきわめて
特殊なる意義を含んでいたことが考えられるのでみる｡
この坂長駅の僻異性について考察する場合,次の世襲に着 目してみよう｡すなわち養老律令の砂牧
令によれば,地勢が著しく険しい所,あるいは,飲料水 ･食租の入手著 しく飽和在所とかを例外とし
て,三十里ごとに-駅家を設置するべきととが定められてV,る｡この成文律に照らし合わせて考えて
みるならば,備前国四駅家相互間の距離.はあせかにもその近接の圧合が著しく,ほとんどこの成文律
とは無関係に設置されたかのととき感じを受けるのであるo具体的に記述 してみる夜らば,坂長駅エ
b延暦7年以前の藤野駅に至るまでの距艇はわずかに2里半,これよb高月駅に至る距離も5屋程度
であD,西端に位直する浄高駅 も高月駅よ94塁程度てるった｡
また,延暦7年以降にかいてもほとんど同様で番って,坂長駅よb珂磨駅に至る距離は約6度,こ
れよb高月駅までが約2旦程度で参った｡
このように備前四駅家相互間の距離比.成文軸のさ0里 1駅とは桁外れに兵なっているのである｡
しかしながら,以上の事実が,備前国四駅家についての僻徴を提示しているのであるQすなわち.延
暦7年以前における藤野駅は,藤野郡 (食等 5年和気郡と改称 )の郡街所有地でろb,また,藤野駅
廃止後の珂勝駅帆 磐梨郡にかける中心地であった｡そして高月駅は赤塀でたた一つの駅家,浄福駅
は浄福でただ一つの駅家として.おのおのその郡における交通 ･経済の中心地として,その地VC郡衛
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が存在したる争実については疑うべきもないととであろうと考えられる｡以上のか実から, 50里 1
駅の成文串 よりも,むしろ郡街匡l街と多くの駅家とは.併置 して設思されていたという事実について
認め得るととができるであろうo また,一部一駅の不成文律が存在 していたというととについても見
過せ左Vl盃馨を単葉であろう｡
しかるに.坂長駅はと言えば,藤野駅と同じ藤野郡に曾抱されていたのである.この相矛盾する罫
実とそが,&-長駅の特異性について端的作物帝っているといえようOすなわち,坂長駅は,東に峻険
なる船坂山を控えておA少,せたその周囲は険 しい山々が連なっているので,他郷との交通はきわめて
由雛 を地勢的条件下に在った｡これらの理由VEよって.坂長酢は藤野郡内に設燈されたのである｡こ
のゆえに.坂長駅は他の備前匡L三駅家とは質的にまったく異なり,単に交通の要衝たるにとどせって,
決 して政治的あるいは経折的な中心地とは成り得左か.,たoそれはとの地の地形があせDにも峻襖で
あり,-郡の中心地となるには地理的位愚の上からも不可能をことであったがために,駅家でありな
がらこの地に郡衛を移すととはできなかったのであろうと推察される0
延歴 7年,藤野駅は廃止されるに至ったが,その後も依然としてとの地は藤野郡の甲心地であり.
郡街も引き続 き存在していた｡ゆえに.この事英からも,坂長駅の設思されたる本来の密集とい うも
のが解かるであろう｡
ちなみに.坂長駅という名称は.備前と播磨との項に長々と横たわる山陽道第一の要事の地,船坂
山十三峠の長さ坂路Kより,この名称が付けられたものと考えられる0
2 三 石 保
赤松再娘記および叢書 2年5R寺盲合文愉備前国棟別称によれば,｢長醸三年六月二十日,赤松衆備
前三ケ保-入部す｡三ケ保とは.三石 .礎野 ･吉永也｡｣とい うことが噺せられている｡しかしなが
ら.永命院文番によれば.｢寄附 ･僻前国三石保光明寺寄進地-5,右以当地敷地類,EB畠捨町寄附状
加件o
建武三年五月二十一 日 源朝臣直義｣
と記されてあるので.三石保の起源が相当古いものであったことが推察できるO
この三石保 とい うの帆 三世一身法 (725)塾Eh永代私有法 (745)によって.律令制で定め
られたところの公地制がゆるんで,諸国にできた私有地である荘匪1の一つであるO
大化改新により,それまで皇族や索族の私有地であった土地を朝廷の支配下に伍き,班EB収授の法を
実施して.すべての国民に国分B]として分け与k.一定の租を納めさせたのであるC しかしながら,
人口の増加Kより国分田は不足し始め,朝廷紘これを開銀によって補おうとして,三世一身の法 ･塾
B]永代私有法を発布し.開塾地の私有を期限付きで認めることにしたのであるOとのために,律令制
匠で定められた公地公民制の原則が崩され,親族や社寺が広大表土地を私有するようになり,荘園の
発展をもたらす忙至ったのである｡
赤松衆の備前三ケ保入部の後.赤松次郎法師丸政則の時代には.三石保と言った場合,三石保 .藤野
保 ･吉永保の三ケ保てあD,同時に新凶の本荘.新乾二十ニケ村および熊山村をも含む和気郡全体を
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指しており, これら皆,三石保の支配下に在ったのであるo
三石保とhDのは.延音元年の備前国憲伝の文笹の中に ,｢三石 ･五石谷 ･LE]倉の三村を三石保と云
うo｣と記されてかD ,又新B]在とほ,和名砂の中に,｢西片上 .東片上 ･八塔寺 ･和気 ･大中山 ･
滑水の六村を新馳巷と呼び,寒河 ･福浦の二村を新馳新昔と云うO｣と記されているO以上みてきた
ように,三石保とは現在の三石町を甲心とした地名であれ 荘園として大きな勢力を持つ一 時代が有
ったことが推察されるのである｡
参考文献
三石町史鯛集委員会薯 ｢三石町史｣
大輩利正著 ｢備前三石城史の研究｣
正進社発行 ｢総合日本史地図｣
(藤原博蘇)
3 古 代 ･中世の船坂峠
古来,船坂峠は備前三石駅(坂長堺)上b播亀に越える難路で.平安時代の王朝歌人壬生忠鬼をし
て,｢播磨国なるふなせかに｣の詞屯で, ｢風追比め船坂山はとし月もおなじ所ぞとまbなbける｣
と歓息を乗せしめたと伝えられる｡鎌倉時代に東大寺復興に活躍し.自ら南無阿弥陀仏と号した便乗
坊玉顔の草野を記した南無阿弥陀仏作巷集に,船塀峠の改修咋ついて,｢備前のLl船坂山は昔よb緑
陰相交わり.徒費の人或は愁悩し,或は身命を失う｡Qiって国中の貿既を勧進 して彼の山を切b掃っ
て原路と成し,永く盗の難を留む｣と配されてかb.船坂山の行路が非常に困難であったことが推察
できる｡
平家物語には ｢妹尾太郎.三石の宿にて倉光三郎を殺しける｡備前国は十郎蔵人の国なD ,其代官
の匡府 にあbけるを,やがて押寄て討ちけD,井下人逝れて京-上 bけるが,播磨と備前との墳なる
船坂山にて,木骨に行逢い角々と申す云 ｣々 とみる｡また元弘 ･確武の喚上9応亡～天正の陶にはた
びたび検脈の地とたったが,元弘2年(1552)5月.児島高徳が船坂山に勝れて.後醍酔天塵の
竜満を要し奉ったことは著名である｡ このことについて太平記に｢児島高風 熊山に敦兵を挙げ官軍
に応じたる時,官軍伊藤大和守惟郡を案円者として.三石の南方に当る鹿の渡の細道よ9三時計にし
て三石の宿-打出る｣と配されているO｢鹿の渡｣というのは船攻の南方の細道で.高徳はこの地に
かいて鶴を迎え,後醍醐帝を奉じ大いに佳園を媒ろ)と待ち設けていたのである｡また船坂の近傍の
｢平｣と称する所は.高徳が帝を迎える為にあらかじめ価へていた所であると伝えられているOその
級,浦上氏が備前の守護代として三石城に居城してから比,その東の鮒門として,栽多の戦地がこの
地で行われたことは明らかである0
4 浦上氏 と三石城
日) 三石城地
三石城加qj:,三石町の北方に埜える城山の山頂.傍商 2857nの所にあるO急な斜面を登って行く
-55- 1
と落葉の中にわずかVC三の九 ･二の丸の石垣の跡が見られ,まもなく平坦を山頂の本丸跡に到達するO
山上には直径 2n近くもある大きな井戸が幾つかあるが,それらは落乗で埋ま9摸くなって雑木が茂
っていて,長い年月の経過が偲ばれる.また本丸の北側には水濠の跡も襲ってかD,その向う側には
焦丸の跡がある｡今で吐全くの廃城となった三石城だが,これらのものが雑木や落葉にかかわれて,
わずかに当時の繁栄の面影を留めているO
地勢的には,東西南北を200- 50口,Rの丘陵に囲まれ,僻に緊壮船坂山の険を隔てて播態の要
地と連な9.山陽道第1の要筈であった｡
三石城は,元弘5年(1555)赤松円心が大波辞政策の際,商園よ9上洛する勢を押えるために,
欽倉時代より三石の地取として土潜していた伊東氏,とりわけ伊東宜祐によって奥城された.日本の
中世の城は.ほとんどすべてが円乱における武士の自家防衛的なもので国内到る所に築城され,それ
は近世の城の観念 とは啓遠く,技術的にも未熟で,大部分が天険を利用した山城であった.三石城も
その一例で.建武の中興の頃には肢帯 ･官軍合戦の喝となり,その軌 14世紀の中期以降に浦上宋
隆が備前の守護代として三石城主となってからは.三石城は浦上氏の根拠地として.約200年間そ
の興亡の中心と在った｡
(2)三石城を中心とする浦上氏の興亡
(a) 初代の三石城主浦上宗隆
備前軍記に｢文和4年(1555)に,備前国の守護職を赤松律師則祐忙賜bL時.其身は播州白
旗城にあbて.英雄浦1掃部助宗隆を,備前国三石城に僚いて当園を治めしむO｣とある｡其後とい
うのは明らかではないが,応安 5年 (1570)に宗隆が社務大藤円に宛てて下した諸役了知状があ
り,この前後に完隆は備前の守啓代として三石城に居城 したのであろ9｡ち上うど室町時代の初め,
南北朝の円乱の負である｡室町時代の守護はその権力を増加して守襟大名といわれるよ!にをD,蘇
布は守礎大名らの基盤の上に姓てられたもので.彼らの中には一族のもつ守護領国が数ヶ国に及ぶも
のもあった｡当時.赤松則祐ほ播勝 ･備前 .吏作5か国の守辞で,浦上氏は赤松家の被官のうちでも,
当家御年寄の恭敬にあげられる重臣であったが,この時初めて宗隆は備前の守静代として三石城主と
たったのである｡
その後.宗隆の子宗安が居城していたが,養育の乱(1441年)で赤松氏が滅び,宗安も白班城
にかいて赤松氏とともに戦死した｡そして赤松氏の所慣性山名氏に下され,備前の守簡となった山名
敏之は.家臣小鴨大和守を守伊代として邑久郡福岡において備前を治めさせ,三石城には番兵を放い
て守らせた｡
<浦上氏系図>
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㈹ 浦上氏中興の祖則宗
罫書の乱によって赤松氏姓淑んだが,その一族及ひ直臣的被官による赤松家のIEl領回復-の努力打
続けられた｡応仁元年(1467)京都で壮諦家の対立から,山名待避と細川勝元を甲心にして天下
を二分する戦いが始まった際.細川方で奉る赤扱政則は兵を鶴めるために捕州-JFb,この時,赤松
家の旧領回復-の横亀的行動1Lr･起こし,山名氏が京都での戦いに集中している間に.播賂 ･備前両国
の奪還に成功した｡一時は山名氏の放下に屈していた油上則宗も,この播傭奪選の争いでは政則を輔
けて戦い.その軌功として再び備前の守誹代として三石城主に任せられた｡その後文明5年(1471)
頃までには作州も平定し,播磨 ･備前 ･発作5か国のほとんどが.もとのように赤松氏の領国と左-,
た｡とのととについて簡写山操起附録に,｢松虎尻政則≡ヶ国安堵之調暑,併則宗一身之所作之｣と
あるように,赤松氏の5か風回復は,Rl原 の力に負)ととろが大きかったようである.
応仁の乱は.室町幕府の腐敗と守辞大名らの勢力争いが発展して起こった大乱であるが,赤松政則
壮細川勝元の東軍に属して,山名持丑を鼠とする西軍と戦った｡則宗も東軍の苦戦を附くと,応仁元
年 8月朔日約700人の勢を率いて三石城を出発し,京都において赤松氏の肺に加わっているO京都
における彼らの戦功は明らかで仕ないが.備前軍紀忙上ると.文明の初め赤松政則は侍所の長官であ
る所司に任ぜら九,浦上則采はその所司代として,文明5年後花嵐上皇を悲Bj寺に触葬送の際は, 5
千の兵を率いて学問した串が記されているo侍所の任務は軍事 ･称寮の役目で,主に京都の銀挫忙あ
たったが.将軍の専制的色彩が故い#府の行政叔稔の中でも.骨髄に次ぐ重要機関と見表されていた
侍所の長官を任ぜられていることからも,この負の赤松氏の威勢が推察できる｡それとともに,その
骨司代となった則兼の存在比ここでも忘れがたいものであったであろ)｡乱後.政則は播州′J､塩に帰
って赤松家のことを司ったので.則宗仕所司代として在京し,赤松氏に代わってその俄務を勤めたO
約 10年にわたって続いた応仁の乱以後.幕府はiとんど中央集権としての実体を失い.乱後約 1
世紀の間は戦国時代と称され,下魁上の風潮が支配 し,全国的に争乱が絶えなかったO以後の備前に
おける動きの中にも,その風潮をうかが)ことができようO
則宗が所司代として在京 している軌 三石城忙朋 膜 の弟浦上紀三郎則国が代わって在城してい車
那,その臥 傭前国中の政治性,同じく赤松家の家臣で西備前の守護代として金川城に居た掛田元成
が一人で執行し.ついには山名氏の後任を待て主家赤松氏に叛き,福岡城にたて範る浦上則国を攻め
て.文明16年正月との城を陥れ.更に三石城をも攻め上5とするが,かえって帰路をたたれて陣没
していbDとの喚.京都の浦上則策の威勢は強く.赤松氏の一族にも則宗の放下に加わるものもあD.
別宗もまた赤松氏と衝突してV,lる｡
i
明応5年(1494)赤松政則は病死し.饗子の才松丸(元服して政村)が継いだが.まだ幼年で
あったので則寮は′｣､塩に居住し.この幼主を助けて挿患 ･備前 ･棄作 5か国の箪笥iを専ら執行 し,た
だ1人して権威を振った｡こうして領国支配の寒梅は守護代の浦止氏に握られ.しだいに守護赤松氏
の領主棒は形骸化してゆくのである｡この間.三石城には嫡子近江守宗助を麿いて守らせた.
永正9年(1512)別宗は三石城において病死し.嫡子京助はこれエb先に早世していたので,
二男の刊宗が家を継いで三石城を守9.かつまた小塩の家にあって父のどとく赤松家の政治を行った｡
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(C) 浦上村宗が赤松氏に叛く
赤松家の被官である浦上氏は.則宗の時代から勢力を増 し,しだいにその地位を超越 してゆくので
あるが,村宗の代V(Cなってますます赤松氏を凌ぎ,ついに君臣兵を交えるに至ったO
永正 15年(1518),日頃から村宗の箸を心 上く思っていなかった赤松政村払 彼の範臣でか
ねてよb村宗に恨みをもっていた久米近氏の訴首によって大いに怒り,村宗を殺し浦上氏の載l=を謀
D,ついに政村 ･村宗対決の容態をまねいたのである｡村宗は三石に帰って軍備を車え.城にたて破
り,一方,政村は自ら軍を翠いてその年の9月三石城に攻め入ったO里 1占年には村宗の弟で香 登々
城主の宗久を誘って再び三石城を攻め.また同年冬にもこれを攻めたがいずれも失敗して,赤松氏は
君臣不和となb政村の三石城攻めは挫折 したo この期をとらえて村完は政村の母および垂と内通 し,
政村を隠居させ (薙紫して常印と称す)その嫡子才松丸 (元服して冊政)を奉 じて主となし.彼自身
は再び三石より′J､塩に移って.赤松家の政治を思うませに執行 した0
-万.これらの戦いにおいて浦上氏の家臣字音多能家の活躍は大きく,以後,字幕多氏は浦上家臣
団のなかに新 しい勢力を得る上うに浸るのであるO
大永元年(1521)細川商圏の要諦で,かねてよb預っていた将軍鼓柵を供零して上京した村宗
は,在京 して大いに威を振い.帰匡L後も ｢其威勢いよい上強大にして.主人常印入道をもののかずと
もせず ･.･｣(備前軍記).大永2年ついに常印を抹殺したOその後の村宗は ｢己が思うままに其
跡を治め,播州 も西半国を取治め,備前も青井川上b東はもとよb己が領地とし･･.｣(備前軍記 )
こうして浦上氏は:全 く赤松氏にかわったのであるo
Lかしを-が ら村宗は細川属国の求めに応 じて ｢播磨の守護となって.将軍直台の大名の数に加えら
れること｣を条件に,学務 5年(1550)8月三石城を発ち摂津に出陣し,細川肝元の勢と戦って
いるうち,翌年d月ついに天王寺の合戦において,従士約 500人とともに壮烈を討死を遂げた.
(a) 浦上氏の滅亡
村素の遺子政宗 (嫡子 )･策景 (次男)の兄弟は,父の後を継ぎ武威をふるい,赤松氏の白旗城を
落してからはますます武威に募9,家臣とともに播州壷津城に移 9.三石城は兵を派して守らせた.
城甲は繁昌したが.しばらくして兄弟不和となり.宗馨は備前に帰って和気郡天神山城に移ったO天
神山城主素食は ｢浦上遠江守と号 し,備作両国を押領すべき其勢猛処にひとしく･- (中略 )- .
備作の諸侍皆太守を敬ひける｣ (天神山記 )とあるように.字音多画家その他の桶野を得て,東の赤
松氏,西の松EI氏が共に安えた中でひとb勢力を振い.やがては播潜西部の5都,備前東半国,費作
2郡を領有したが.家臣字音多直家は傭 ･捕 .作押領の野望をいだいて浦上氏の威亡を謀ったので.
寮母は直家を蔑嗣しようとして.天正の初めかえって直家のために天神山城を追われた.
一方,政宗はこれよ9まえ永線 7年(1544),赤松晴政のために昭殺されたので,ここに浦上
氏は滅亡し,これよb備前は字音多氏を中心に転回してゆくのである｡
このように応仁の乱後の中匡地 方東部の勢力は.赤松氏からその家臣浦上氏へ,ついでその家臣享
有多氏へと推移してついに統一されたのであるo赤松氏の守譲代として三石城主となった浦上氏は,
則宗の時とくに応仁の乱を通じて,以後赤松氏の被官として威勢を誇 9.赤松政則の死後結.赤棟氏
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に代ってその儀国支配の実棒を握った｡つまb赤松氏の守護領国体制の甲で,赤杜氏にとってかわっ
たのであるが,それは赤松氏の守讃領匡1制の鋼塊を意味し,以後新しく分国大名領形成-の適がひら
けてゆくのである｡村宗の時代には赤松氏と対立しながらもついには赤松氏を倒し,しだしっにその領
国を形成していき,宗嚢に至っては ｢偽作の許侍皆太守と敬ひける｣とあるように,浦上氏はすでに
赤松氏を超越して,自己の領.国を形成拡大し.寮長と在地の武士との結合も進んでいるようであるO
こうして自己の武力によって,新しく武士と轍園大名との癒合の上に分国大名領が形成されてゆくの
であるoLたがって浦上氏は,赤松氏の守捷債国側から字音多氏の分国大名餌形成-の過渡的存在で
あると言えるoその意味で応仁の乱後,暫く中執東部咋帝を唱えた浦上氏は,その背紫として裁たび
か大小の攻防戦が繰返され,或いは播 ･億 .作の中心としてその武威とともに繁栄したであろう三石
城とともに忘れられ夜い存在である｡
参考文献
｢三石町史｣ (刊本 )
｢和気郡史｣
｢備前三石城史の研究｣ 大饗利正著
｢岡山市史｣(第2巻)
｢備前軍記｣
｢天神山記｣>(｢吉備許軒集成｣ 第5巷)
Il
(万代博子 )
第 5章 近 世 の 三 石
現在の三石町は近世においては,三石村 ･八木山村 ･野谷村 (元卸年間に野谷新B]と合併 )･五石
谷からな9,全村の 9割以上が山という谷あいの村であった｡山陽道が北東から南西に村を横切9,
三石 ･八木山両村はその宿駅 として鞘け,東に播価の国境をひかえた交通.軍事の要衝でもあった｡
宿駅としての近世三石の姿は後述に誹b .この頃では.三石町役場蔵の検地帳や下札を主要を史料
として,封建体制を第一我的にささえる鼻薬の面から,近世の三石の姿を概括的に言及していくこと
にする｡
なお,ここで現在の三石町,すなわち近世の三石村 ･八木山村 .野谷村 ･五石谷を総括してのべる
場合,三石地区あるいは単に三石とし,近世の三石村と区別するo
l 農村の経済構造と支配体制
(I).土地所有と良民層分解
三石村を中心に土地保有の面から.近世初期の封建体制の階層構成を考察し.封建社会の下部構造
を明らかにしてみようO
太閤検地にはじまる大規模を検地は,徳川政権に在ってからも幕府および諸藩において所在的かつ
広範に行なわれた｡ これは単なる土地の文宜ではなく,新しい領主権の確立を意味し.従釆の複雑な
土地所有関.係や年買収取関係を単純化するものであったC
岡山藩においても.地組利隆入封の翌年座長 9年から領円検地 (和気郡では池Bj忠雄による寛永5
年の検地が最初)が始められているO利隆はこの検地を施行するにあたって,その方針を5ヶ条の条
令として公布しているOその 1条に｢前々よりひかへ釆B]畠たDといふとも,当毛の小作名うけ可仕
候野o｣とあり,有力姓民が支配権を有していても,それが手作地でなく他に現実耕作者がいる場合
は.この萌芽耕作者を名請人として.検地帳に記徹 しようとしたoこのような事悟を理解した上で,
寛永 5年 (= 28)(慶安 2年(1449)改)の三石村馳畠検地帳 (三石町役場蔵 )をみてみよ
う｡
三石村の検地帳記救人数は65名であるoその うちム1名は現実耕作者であるが,他の2名は ｢右
工門分神四郎｣｢孫三郎分源五郎｣と ｢分付｣形式で記救されている｡ この2名の ｢分付｣記叔はい
かなる意味をもつものであろうかO従来の名主 ･隷席典民という中世的隷属関係の葬存を示すものか,
近世の村落形成にあたって,｢村切9｣によって村の区域を定める場合に,居村の土地は自己の土地
として正式に検地帳に登録されるが,他村に土地が分割された場合,その土地は仲村の検地帳には
｢分付｣の形で登鎖されるOとのことを示すものか,あるいはまた,2匿且の検地が実施された時,
古検地の名言J,7人と新検地の名詞人が異なる場合,｢分付｣の形で示しているのか,この検地帳だけで
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壮をかをか判断しにくい.しかしいずれにしても,≡石村の姓氏吐,藩の魚民政策(騨長手触 条令な
ど)から先進地域の凝村にみられる,中世隷尿良民の本百姓化がかなb進んでいたとみられる.
ここで上記のことを確証するhTi一つの作葵とL-i,鼻民のBj畑所有反B卜を検討してみると.2町
以上所有する音曲と思われる者が 5名いる｡しかし全体的にみれば,良民層の分化がみられないoL
表5- 1- 1 E]畑所有反別襲 かし,窮 1参上身長故持ち人数との関係を比較すると,検地
名 声育人 虚 数持 数
1 畝 夫 潮 人 人7 2
1 畝 ～ 5 畝 8 0
5 畝 - 1 反 5 5
1反 ～ 5反 8 4
5 反 ～ .5 反 10 5
5 反 ～ 7 反 占 5
7 反 - 1 町 6 ム
1 町～ 1.5町 a A
1.5町 - 2町 4 4
2 町 以 _上 5 5
昏)簡永5(鮭賓 2年改)三石村EB
いうこ雪等懲管誘 警雪祭警ともかく
帳に登良書れている土地所有者 85名のうち,屋敷地を所有
しているものは56名と半数余 Dである｡｢また5反以上のBj
畑所有者は. 10割近 く塵敷地を有しているのに. 5反以下
の田畑所有者帆 かよそ5割強しか屋敷軸を有していをho
このことは.検地帳に記赦されている姓民がたとえ現案耕作
者であるとしでも,そのことが即本百姓であると定義し難い｡
すをわち,現実耕作者として記肺されている鼻民すべてが,
土地と屋敏を持った本官姓ではなく,｢作聯｣すなわち耕作
樺は換地で野められたものの,従来と同様に穀尿的支配から
完全に壮独立してい老い小鼻民が,夜か多数葬存していたと
近世前期における三石村の農民の階層砕成は,村の支配層た
る有力本百姓をいし本官姓, 5反末柿で屋素地は持っているが完全に本官姓に軒化しきっていをい辛
ば下人的′｣､良民,そして屋敷のをい下人的隷属農民の 4帯席に大月r.FできるOそして,名主 ･五人細頭 ･
判頭をどの村役人をはじめ,村の運営 .用水の管理 ･入会柿間罵等は,もっぱら家屋顔を所有してい
る本百姓層によってなされ,下層の農民は村政参加が軒されなかったのであろう｡
いせまで三石村における,藩体制確立期の盤民構造を述べてきたのであるが.ここで崩壊期におけ
る建民構造を野谷村 ･五石谷の例をあげて述べてみよう｡
表51 1- 2 日｣畑所有反別表 野谷村は ｢谷相也｣(享保 8年 (1721)備限記)とある
五石谷 五石谷l野谷
要望 ) 天保14年不 .ヲ濫
1畝未満 人 人 人8 0 0
1畝～ 5畝 12(2) 12(2) 14
5畝- 1反 占(3) 5(2) 7
1反～ 5反 1占(2) 15(3) 55
反～ 5反 8 8 10
5反～ 7反 1 0 1
7反- 1町 1 2 8
1町～1.5町 0 0 0
1.5町-2町 0 0 0
2町以上 8 0 0
計 44 42 56
荏 )五石谷,野谷村の畝並帳よb
()円は出作bの人数
ように.山防適からはずれた半島半山の純戯村であ9.五石
谷は近世前期に開払された谷あいの新田村であるOしかし2
相とも前期の状陵を知る史料がないので,その推移は言及す
ることができをいが,現存する天保期の畝並帳よb,当時の
様子を大まかに推測してみよう.
野谷村で綻,天保 15年(1844)の畝並帳配弛人数
5ム名のうち. 5反収上の田畑保有者はただ 1人.残りは5
反未満の所有者である｡つまbこの村においては,良民層が
両棲に分化する方向をとらず,皆一杯に零脚製となっている.
五_石谷忙ついてみると,天保 9年 (1858)と天保 14年
(1845)の2冊の畝並帳が現存しているが,わずか5年
間では,土地所有に野著を変化はみられないOしいてあげる
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と.天保 9年6反 6畝25 15歩所有の利書跡が天保 14年には, 8反8畝22歩,利吉と売って,
7反- 1町所有者が2人となっていることである.しかしをがら,全体的に盤民の田畑所有両横は′J､
さく,良民分解の進行をみることはできをい｡
このようを両村の共通の現象は何に起因するのであろうか.まず盤民層の分解を助長する条件を考
えてみると,商品作物の生産や生産力の向上による余剰生産物の取得であるo しかるに野谷 ･五石谷
両村は.谷あいの小村で.農家 1戸当りのBj畑所有面積も狭く.生産JJも低い土地で,彼らの中から
多くの土地を所有する経済力を持った禽慶の成長をみるととはでき浸かった｡す表わも1村だけでは
農民層の分解がおこなわれず,他村の有力を雷曲闇の成長のもとで,それと一体とそって,そのJf部
構造を構成する貧点屑に転落していったものと思われる｡これらの島民の多くは.奉公人や客柵小規
模商人,魔英貨労働者-と転化して,ますます農村社会の変質を促していったのである.
下札は免状ともいい,近世における-Ji村の徴税令覇であるo三石町に現有する下札は三石村の
209通 (慶繁 2年 (1649)～明治 4年 (1871))･五石谷の 142通(元碑 6年
(1695)～明治4年 ).八木山村の 168通 (延宝2年 (1674)～明治4年 )･野谷村の
212通(東応元年(1652)～明治4年 ).野谷新出の 161通(元線 15年 (1702)～明
治5年(1870))の892通であるC
免状は普通下記のように甘かれているO
和気郡三石村定土免之取
直高 六百弐拾三石七升四合
有 五百七石五升六合
又高 二百五拾四石宅斗五升九合
EB島高 弐百五拾弐石九斗七升六合
寛文拾宅年敢闘下島 九畝廿九歩○
高 四斗九升九合 同下々畠 二反弐畝
弐拾四歩 高 六斗八升四合 又高之円
四拾四石八斗六升七合島方
高合 七盲六給電石弐斗宅升五合
円
三石宅斗弐升六合 寺飯島方
五拾八石三斗膏か九合 年々 池川成島
六捨石九斗弐升六合 有内 聞Bj畠高
弐石六斗七合 指次残分荒高之円
五石弐斗弐升五合 畠方
飯高 六百九拾八石七斗七か
めかわら御免
年々開
一･42-
Bj福 四拾弐石壱斗七升九合
畠高 三拾五石六斗大計九合
巴高 大給電石九升四倉
島高 六捨石五斗六升宅合
Eij高 七拾膏石七斗五升六合
畠高 八拾五石三斗弐升九合
馳高 三拾大石九斗菅合
畠高 四拾弐石膏斗壱封入合
･Eb高 四捨石弐斗六升八合
畠高 三拾八石壱斗七升三合
日高 盲五拾大石四升五合
畠高 三捨四石六斗七石七合
物成 三首七石膏斗七升九合
免五ツ五分五厘関川
同四ツ六分
同四 ツ七分土師神根
同三ツ七分五厘
同五ツ亙り宿
同三ツ五分五リ
同玉.ツ七分五 リ甲村
岡四ヅ六分
同五ツ七分五リ舟板
同五ツ三分五リ
同≡ ツ五分五 リ福石
岡三ツ三分五リ
円
三石壱斗五升 樋守給
五石弐斗四升 十刊喪給米
八石四斗 町並繕
弐斗壱升九合 寛文五改福石分
売畠高 大斗五升三舎 物成引渡
弐拾壱石 橋石新馳加損円三石
巷七三石助右二門三石-出官姓二弥平-追
残物成 弐百六拾九石膏斗七升
円麦成 三拾五石三斗五升 新品高 三給四石六斗七升七合 引葬高安免宅ツ三分五厘
夫米 拾六石膏斗五升
口米 五石三斗八升四合
定米 弐盲九捨石七斗四合
又銀 百七拾五匁弐介 自山役
又鎖 拾匁大分四厘
土足遺上着立毛無甲乙令割付釆･A箱月中皆済町仕僚若
死失人於有之者襲為百姓納所可仕者也
寛元拾壱年
渡辺助左ユ門
花押
｢
五月什六
B三屋首旅申
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免状は,村の年貢高たけでなく,石高 ･物成 ･免そしてまた村の耕地の変遷や豊凶等を知る上での重
要な史料であるoいせ三石村の 2□9通の免状を中心として,野谷 ･八木山両村のも姦三考忙しをがら
考察していくと,5月26日付で郡奉行エbその年納入すべき村の年貫が定められて,EE屋TE]姓宛て
の免状でもって知らされてくる.そこで庄屋 ･五人組頭 .,｣＼百姓 .入作に至るまで写す合で甲乙なく割
付せられ.皆が納得の上で記帳調印して釆る 11月中に皆済するOもし死失人があれば,鼓bの百姓
で賓任をもってその土地を耕作 し,納入 しをけれげならない｡といった意味のことが免状の最後の部
分に締めくくDとして膏かれておD.これによって当時の年貢割付の仕方 .上納期限および年貢取立
ての厳しさなどをうかがい知るととができる.
(2) 免状と在地支配
三石村の朱印高は殴宕 4年 し1651)(三石村の免状のうちJi-古の且の)エb点字元年 (1684)まで
_507石であったが ,貞享2年(1685)上り457石ム斗 5升に渡少して,それ以後同高で明治4年 に至っ
ている｡野谷 ･八木山両村とも貞享期に高の滅少をみて.V,るが ,この原因については定かでない.
高は上記のようであったけれども.その後の閑El畑によb地高は近世前期に著しい増加を示してV}
る｡これを免状に昏き入れたのが ｢又高｣で.駁安～喪応年FE封にかけて大規模を群田が行なわれたら
しく,明暦 5年 (1占57)の ｢又高｣は294石 2斗 4合で,以後漸増 し貞草 2年 542石 4斗 5
升 5台となb明治まで一定しているOそして商と又高を加えたものが ｢二□商｣で.又高の増加に伴
って天和期頃まで執増し,貞享 2年の 708石 1斗 5合よb安定を保っているOすなわちこれは,大
規模を開EEJ畑が近世前期以後行なわれなくなった三石村の様子を示 している｡また,他の2相もこれ
と同様なことが言える｡
この二ロ高よb｢寺領畠方｣｢池川成畠高｣｢年 立々兼高引高｣などを差引V}たものが ｢残高｣で.
実際の貫租紘これにかけられていたO竣高は永荒に上る引高の増加によって次第に淑少をみるが,宝
暦 6年 (175占)よbの ｢年々立兼高引高｣の大巾瑠 (延宝元年 (1675)から宝暦 5年(1755)
まで75石 7斗 2升5合O宝暦6年 118石 4斗 9升 7合 )によb急激し,それ以後変化なく明治を.
向かえた｡
致福にかかる物成は葬高と同様の変化を示しているが,物成よb樋守給 .十村肝肇給 (名主給 )･
町並絶 ･救米.それに加損米 ･毛見Tなど差引いた穀物成は.年によって差異がみられるO拙守給.+
村肝前絵 ･町並緒は一定であるが,加損米 ･救米 ･毛見下夜どは.生産丑の細 で敦 しく変化してい
る｡特に文化財には,急静を加持米の増加を示し,鼓物成は息就したのである｡
年貢ktこの残物成に付加税としての天米 ･国米 .糠藁代を加えたもので,それらを総称 して ｢知=米｣
と呼ばれていた.三石 ･八木山両村は宿場であったので,近世を通 じて糠輿代は免除されていたOま
た,夫米 ･国米は残物皮に6労 ･2%の割合でかけられたのである.第 1図 ･第 2回をみてもわかる
ように.物成は近世を通 じて一定であったけれども,残物成とそれに伴 う定米は,不作凶作による年
産丑の変化によって,すなわち,加損米 ･毛見LF.永荒荷引 ･免斗代T(宝暦 6年の免斗代改帳に上
畑 14斗を下々畑 7斗代下と記してあるO )をどの称々の減免指値によって,そのつど変化している
のである｡
- 14-
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このように近世後期における年貢の滅少は.その多くが相次ぐ水害や早-'k'たどの天災に上る滅収に
起用するものであD.さらにこれが姓村の荒原にもつをがってしつくのである｡
その他,年貢には米納する定米に加えて,鎖耕する ｢自山役｣｢請薮代｣などの ｢万請代｣が加わ
っていたQ
農民に臥せられた年式上納の轟務は,農民にとって最大の触心各で,これが果たせるか否か忙全JJ
を傾注していた.しかし近世後期になると,藩財政の窮迫から藩は年賓徴収に躍起となD,｢前略,
農民之遂一本#-Iヲ･他畢二不レ寄心日々耕作而巳二打はせb･心力ヲ尽候儀勿論之筈三傑｣ (天保 4
年 (1855)5月の法令 ･法例集後編人草門)と.勧飴が当然のことであるかのように杷超 してい
たのであるが.現実の放村は相次ぐ不作凶作によって,B]畑の生産力は低下し,また商品経済の浸透
に伴って奥村の人口析出(商人や奉公人 )は激化し,定折を上納することは非常な苦労であった｡
このような近地後期における没村の疲輿状態を地勢銀には.｢和気郡山林之畢文化 11年三石村山
保坂自林地領預･i之畢｣の項で,｢私組合美辞石村之円福石分寺山分共.土地柄不 宜貧者多之場所レ′
にて通年及ーEB酌 鹿渋仕に付,近来倒加持米拝借等被_仰付 得央兎角行直不 中二付 (後略 )｣レ′
と述べ,福石寺山地区が村の甲でも舟もひどく抱卵していることがわかるQ
｢土地柄不 宜｣と笠産性にその因を思いているところに注Elしていせ少し三石の土地生産性につレ`
いて調べてみようo備陽記が各村の地形的特徴を ｢山寄セ｣｢谷相｣という言葉で表現していること
表 1 Bj畠寒按Bl劇合
石 木山由 谷
_上 _A . 珍 % 珍47.7 12.0 19.a 29.2
甲 14.4 20ー9 5.0 51.9
下B] 57.9 d7.1 7iO 58.9
上 白 50.2 0.24 285
畠 19.CI 0.55 15-9
荏 )各村の給田数に占める比率単位570
畠の場合も同様
衷 2 三石村の字別免
.誉環電文 11年 文化5年出 免晶 免巨 免 負
舶 川 ツ分鹿ツ分 ツ分厘ツ分厚5.5.54.A.O5_占.D4.占.0
宿 5,5.05,5L5～L7.eI.U5505.5.0
守 石 5.7.5 4ーd.o5.804.占.0
船 坂 5.7.55.5.5J5,.号.0.5_4.8
症 )免状よb作成()円は悪Bj畠免
でも祭せられる通 D,E]畑川ま狭い谷に沿って開けており,決
して高い生産性をもっているとはいえない｡検地帳および畝
並帳よb,上Bj･甲田 ･下EB以下の5つに分類 し,畑も同様
に分類してその比率を翻べると表 1のようになる｡上Ei]は村
全体の畝数の 5D%を占める三石和が最高で,他村のそれは
敬めて底峯である｡特に五石 ･八木山両村では,70%前後
のBjが下田以下のEhによって占められている｡これは,畑に
おいてよD醗番にみられる現象であるQ新田村の五石谷払
畑の 99970以上が下畑以下の畑で占められてお9.三石 ･野
谷村でも.509Tc以上が下畑以下の畑である.とのことから
して,三石全域にわたって土地EF.産性は低いといえる｡さら
に,三石村について字男物 土地生産性を知るために,土地条
件を基敬的賀料として決められている免を調べてみると,表
2のようにな9,時代による差鼻はそれほどみられないが,
字による免率の相迎ははを杜だLho文化5年(180占)
の免峯によると,守石 ･船坂部落はEtJ免 5ツ8分 ･FEl.免 4ツ
d分 15ツ4分と最 も高率を示 し,鵬川がELI免5ツ4分,良
免 4ツd分とこれに抜き,いせ問題となっている福右部落壮
Bj免 5ツ5分 ･畠免 5 ツ5分といずれも救低率で参る｡すな(⊃
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ち同村の全b畑の約5占･476を占める上Bj畑払 その大半が関Jli･守石 ･船坂部落に集中していたも
のと思われる｡
近tt前期から,土地生産性の低さ.加うるに軽骨両群の狭ノ1､という.困窮化の基本的要因をもって
いた三石が,後期に至って経済的な動揺や相次ぐ天災の前に.ますますその度を増 していったのは当
然の帰結であったろうO甲でも最も条件にめぐまれてい凌かった福石紘,梶草食にみえるように.加
損米や救米制匿の適用では復興することが不可能をけど諺過してきていたoそして ｢明和 ･安永之頃
より追 御々百姓所持の自林賂敷赤穂領へ売渡.或は鼓_質入 払方之手段に宛.銀主-相夜中様に棉
飢 自林所持之者あせ9無 之年 困々窮弥増申様子に相見中食｣といわれるように,福石地区の生活レ
は明卸 ･安永期を境として息譲に下降線をたど9.借金に苦しんだあげく,自分の持山を売却した9.
頻入れして流れたD,借金の抵当としてとられたbして,自林がどんどん赤穂領-所出し,この蹄乗
がますます田窮化を深刻化し.一方 ｢御税目近所は一円に赤穂領の者持山に神成,三石 ･神浦両村之
者は一向入込 申年中従_先方 入込胸中に付,松木鈎定法も不l相弁 狼に伐荒し申様子に付,不
レ′ レ
図後 年々に至御境目紛敦及争論 に儀も群 計.甚恋人種 相々考様子乗合候処,先方には慌成証文棉レ'
渡居中争乱 今更容易に戻し趣にも無_御座 (経略)｣ (娘要叙 )と,国境一帯の百姓自林が赤税
額の者の持山とな9.両村のこの地区の良民は赤礎慣となった自林へ入って伐荒しているOこれでは
国境紛争に発展しかわをいと東成している｡農民から臣なく入るととができるように交捗を措'け.蘇
局 ｢村々-相渡居中山林不 葬一旦此方江指返中二決.古証文悉硬_婚戻候 -J<,其山々を半分符レ′
唯今迄之持主共江預ケ山に致,証文面元銀之内半静狩返,葬半卵は半山預ケ料として,此方借用致患,
追て預ケ山被_指返 候節は,右借用元銀致_達弁 食棟数_決談 (後略 )｣ (摘要蘇 )と,つま
b赤穂傍に渡っている全山林をいったん当方へ証文ともども返却してもらb.その山の半分を赤穂傍
の持主-預け山とし.元静 (借用銀 )の2分の1紹 辞 し,葬半僻は半山河け料として当方が併用し
預け山を返却してもらう時,いせ借用した銀を支払)｡ということで両者の間に了解が成立しているo
このように,複雑尤手続きを必要としをければならないにもかかわらず赤穂傍へ自林が締出していっ
たのは,福石 ･寺山地区の地理的条件に起因するところが大きいと思われる.すをわち福石が三石村
の中心部よj頼経れておb,婚姻や社会生活に上る軽食匿が,三石村とよDも赤襟領の各村々との方が
強かったことを示すものであるといえるD
段階的に旗民を鞄窮に導いていった主因として,茸せ中期以錠起こった相次ぐ災苦があるOこれを
三石 ･野谷 ･八木山の5村の ｢永末高引帳｣と免状とを参考にして考夢すると,まず享保 2年の定米
の大巾減が目につく｡三石村は277石 1斗 5升 6合と前年度よbI5%o#,その主因は ｢当年末日
畠高引｣ 57石4斗 2ヲ丁5合であ9.野谷村は58石 2チIS合と40%の域.また八木山村は49石
4斗 5チ†1合と2070の澱と,この年は5村とも共通して定米の減少をみている｡これは,水音に上
る結果と推刺しうるOつぎに.宝暦から安永期にわたる速度的な不作頑ながあげられる0着も神等の
敢しかった八木山を例にとって述べると.元文 2年 (1757)に加持米は一挙に24石に坪加し･
定米松前年より409も余も弾じているCこの状態が宝嵐 明暦期を通じて鮮続 し･明和 8年 (1771)
に至って.定米は 19石2斗 5升 8合と10石奴上の狂少を示し.その要田は加持米 15石 1斗 6升
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6合. ｢早損EB方立毛無高引｣ 14石 8斗 1合で.この年は辛苦による作柄不振であったと思われるO
そして.八木JJ村の定米は以後50石代にとどtA.鹿足化してしまうのであるO
ノ＼
56l
丈
化
え｡
_ヽノ■
???
??
?
?
???
??
??
?
?
??
?
?
???
?
??
岡 T-/-3 克ち札わ務丸の渡歩
また.三石村にかいても宝暦d年改 ｢永末田島｣は1町9反5畝 15歩半とな9. ｢年 立々釆万引
高｣は前年gE-よ940敷石増加して118石4斗 9升 7合となっている｡｢また.享保期からあらわれ
た加損米が年 増々加し,天明の凶作期には48石余に遷し,文化4年 (1807)には 177石 1斗
6升 4合となb,同時に定米は 105石 2斗 9升 2合と近世前期の5分の 1忙淑少してしまった｡天
保期になると.三石 .八木山両村壮もちろんのこと,いせまで被害の少をかった野谷村でも定米の減
少を示し.天保 7年には｢E出方徳殿下｣ ｢貧者作相方不勲成之円 2分通御救｣がそれぞれ 18石 5斗
1升 4合. 11石 る斗7升 7合認められている.この天保初期の大凶作以乳 定米は5村ともわずか
夜がら回復の傾向を示していたのであるが,蔑永6年 (1855)の三石全域にわたる大草箸は.令
までの災害の規模をはるかに越えるものであったため,この年足米は著しい淑少をあらわしたo僻に
八木山村は被害が甚大であったらしく｢田方早損無毛地物成引｣ 24石9斗 4升 8合, ｢相方損皆無
物成 5分 1引｣ 8石7升 5合,加損米 17石2斗 4升が認められてお9,定米はわずかに5石4斗 5
升 2合であったO以後10数石の加損米と検見下が続き,定米が50石代に回復するのは文久年間に
人らねはならなかったO三石村も, ｢払方徳取下28石9斗 5311合, ｢畑方早拭皆無物成 5分 1引｣
17石4斗 6升 4合, ｢払方無毛地物比引｣ 27石 6斗 1チ11合で,定米は 150石 8斗 9升 2合と
前年の約 567To滅,定期定米最の 50%弱であるOまた野谷村でも若干の ｢畑方早損普物 成 5分 1
引｣や加拐米が認められている｡
5村のこうした状況を通じて言うことができるのCi･相次いだ不作凶作は･農民の耕作意欲の渡退,
そして柴村の人口流出をどに直接転びつくものであ9,封噂鹿村を下から動揺させていったO農村の
困窮化.荒醇化は辞政をもかびやかす結果となD,上からの諸統制の枠を越えて,その必然的な変宕
過程を促進してVlった0
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(3) 新E]開発
近世の新Bj開発については,わが岡山藩においても数多くの例をみることができるo新田開発に際
しては.社倉米制度による利米 ･利銀を朗発経舞などに充当していたことは全国的に知られているo
この新田開発の目的を考える時,それは単なる年貢特番のためばかDでなく,′J､典民自立化の併避;,
すなわち.太盲姓を広範に成立さすことによって,幕藩体制の基礎である澄村の安定をはかることを
意図したものであるということは十分考えられる｡それでは,三石にかける新Bj関野の状況はどのよ
うなものであったろうか.われわれは町内に現存する下札 (免状 )を中心に訴べることにするO
現存する下札は.三石村の209通 (顔安 4< 1651>年～明治 4< 1871>年 ),野谷村の
212通 (東応元< 1652>年～明治 4< 1871>年 ),八木山村の 168通 (延宝 2<1674>
年～明治 4< 1871>年 ),野脊新巴の 161通 (元敢 15< 1702>年～明治5< 1870>
年 ),五石谷の 145通 (元醸 占< 1695>年～明治 4< 1871>年 ),計 892通 (酔安 4<
<1651>年～明治 4< 1871>年 )を数えるが.碇安 4(1651)年という堺有最古の免状
をもつ三石村を中心に.新Bj開発の梯子を調べていくととにする.
先ず.7札において新田開発の指標となるもの払 ｢又蕎｣という記軒であるC又高の起源は.明
暦2(1656)年以後は,新臥 改出の石高をBIlに｢文有｣とV,うようになったようである.そし
てとの又高のうち.｢尉方｣とあるのqi.天和 2(1占82)年以後のものであ9. ｢新開方｣は宝
永5(1706)年以後のもの.さらに｢新々開｣は享保 17(1752)壷以後のものといわれる
ようであるが,明和 5(1768)年からは,すべて新開とよぷようになったといわれているC
三石村の朱印高は,元醸如上9457石占斗 5チ†て明胎初年まで一定である｡これに比して又高の
方も,貞草2(1685)年より,542石 4斗 5升5合で,その後まったく変化はない｡このこと
からも三石村における新B]熊襲は,ほとんど元線以前に行なわれたことがわかるoこのように近世初
期に新出開発が著しいことは全罫的現象でもあD.三石村もその例にもれないといえる.又高の記軒
は明暦5(1657)年上bあらわれ,おおむね貞享 2(1885)年号では漸次増加の過帝をとD,
その後,明治4(1871)年の田畑改正までは一定という状繁であるOこうした又高の推#,から,
新出開発の行なわれた時期が推定できるC この時軌 において,国艶がどのように行夜われたか松下札
にみられる ｢年々開Bj晶高｣｢新Bj大朴樋年給｣.｢新田首姓故米｣等の記静からもうかがわれ.ま
た新包開発に対する藩の保護政策も十分 )かがえるのであるoしかしながら,≡石村について,｢山
寄七町並馬次也｣,あるいは八木山村について ｢山用qT並商圏街道｣ (備陽記 )という記軒からもわ
かるように.全般的に山がちで平地の/少をいとい5jLtB的条件の下での新田開発はおのずと限界があ
D.規捗の点からいっても,五一そらく大塊故をもので仕をかったであろうと思われるOまた,備陽記
の記軟にみられる多数の池結,溜池としてかんが叫亡利用されたことがわかるoたとえば.三石.八
木山は各 8つ.その他の村 (五石谷.野谷,野谷新由 )には各 1つの池があったと記されてか 9,こ
の溜池のほとんどは,顎存している｡岡山啓での薪由的緊忙本格的に新手 した光政は,電永 15
(1i58)年に簡円で新田として開発すべき妙所かあれは,見立てて上申するよう郡琴行に命じる
など,軒極的な散開奨励を行浸っているが,これらの新開発掛策が.地方的に波及,浸透 した結果と
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考えられ貴いだろうか｡
新出開発の類型は,｢殻には.藩営,民営に分けられるが.民営はさらに,士穀開発.百姓請負.
町人甜負などに細BrJされるのであるが,ここ≡石村における新出熊発が,どの型にあてはまるもので
あるかを証明する債科を欠くが.下札その他少数の資料から.′ト頼模夜民営のものではなかったかと
推察される｡
上述のどとく,三石村における新Bj開発は主として元疎以前に行なわれ,八木山,野谷両村におい
ては,元碩年間に入ってからも.多くの開塾が行なわれたようであるoたとえは,野谷村では,元篠
目 (1698)年の又高は.d斗 2升 9合であったものが,元締 12(1699)年のそれは,
50石 1斗 2升 4合へと急増し,この陶の又高急増の大部分は,新Bj開発の桔菜と考えてもさしつか
えあるせい｡
五石谷.野谷の両新曲については,現存する下札はすべて元線以降のものに限られるが,この2村
についての数次は,備陽記に｢五石谷の石高76石 5斗 4合,Efl畠畝数 8町 2反7畝 5分,戸数 20｣
また野谷新由については,｢石高4占石,Bj尉畝数 1町7反 占畝 1歩.戸数 4｣という記静がみえる
が. この備陽記の編範年代は享保年筒といわれている｡そして,両村の下札において石高が決まって
くるのは.五石谷にあっては学保.野谷新Bjでは宝永になってからである｡したがって,前拓の怖陽
記で畦,両村の草保年間の状況をあらわしていることが理解できる｡これらの村の石高決定以前の下
札においては,他の三村,すなわち三石村,八木山村,野谷村にはみられない記都用語がみられる｡
それは,｢徳取米｣あるいは ｢徳米｣という用評であるoこれは新田などの新 しく開墾された土地に
ついて,V,まだ石盛の高の定せらない村などに課す物成高であるoそして石高決定後には,用いられ
なく夜るが.石高が定まった後も何年か並行 してみえるという例もあるということで奉るが,ここで
は並行しては用いられていなho要するに,このニケ村においても,新田匪発は元棟を中心に行なわ
れたものと思われる｡また,下札に｢焼払云々- ･｣の記動がみえることから,山畑などの除数に
紘,焼払いが行なわれたことも知bうるのである｡その他,鍬下年季をど新Bj夜ど忙特徴的を控除対
象のことばがみえる｡
桔論として,三石村における新Bj郎発は,年代的には,だいたい元締以前を主として,あるいは遅
くても元轍年間において行をわれたこと,これは近世前半期に新Ej隣発は多いといわれている｡全国
的を現身に逆行するものではなかったこと.そして新島の開発方法には多く｢焼払｣といった方法が
とられたこと,また,山岳が多くて,平地が少なく,したがって耕地の大半が山間に介在するため.
何派の沿岸を除いては,溜他を掘ってこれをかんがい咋利用したため.今日も数多くの御地をみるこ
と.また,光政を甲心とする新Etl出発への意欲的施策の反映を.ここ三石においてもうかがえるれ
やはb当時として,先述のような自然的条件下にある三石においては,大規模夜新出開発は考えられ
夜かったものといえよう.
又亮の変化の状況は,おおよそグラフ 〔1]の ようにあらわせる｡
一見して,≡石村の一部 を除いて,漸次増加の傾向は三村ともに記められる.また.三石村におけ
る又蘭の宜は,他の二村とは比べられないぐらい大きいことも気がつくOこの又高の順番でいくと,
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三石.^木LlJ.野谷村の順に六きいが,これをもって.その和の規模の大小を一概に決定することVjI
できない｡さらに.三石村における明暦5(1占57)年のヌ高294石2斗 4合から,電文 5
(1日 5)年の又高24占石4斗5ヲTd合の渡少変化について比,その原田を明らかにする資料を
欠くが.その間の事情を ｢岡山県姓葬土木史｣比次の上うに述べてあるO｢電文 4年の当席代新田岬
の石高には.歴長9年の改出高を含む例すら見出され,或は何らかの政治的配慮によって当御代光政
時代の新Bjの実態がそのまま報告されてVlなかったのではないか｣.このように又高の記静についてJ
ち,いろVlろ問題があるようだ｡しかし.この点を除いて.三村とも又高は漸次増加し.そして一定
の過程をとっていることからして,新由開発は.それぞれの村に上って規模仕異をるが行なわれ,≡
石村については貞草2(1占85)年以後八木山村比元敢 2(1889)年,野谷村は元締 12
(1占99)年以後.又高はそれぞれ一定 してくる上9であるOこれは,三村ともにその新飽開発が
主に元線以前.あるいは元蕨年代にかいて相当行なわれたことが推穿てきる｡
音(′`"'吾(I"o'誉仰亨,,E･d圭'/"I) 善 く′叫
倒∫-/-ゲ 享方･人丸J'･粗 の三村における又高の彬 (T礼よI))
(4,1近世三石の垂菓
商 事
｢在方｣の商事は15の在町を中心としてかこをわれていたが･近世中妙以後･商品経済の農村部
への浸透とあいせって,新たに萌道筋 ･港場に｢在廷茶屋並之所｣｢浦辺海辺之在所｣といわれるよ
ぅ夜准在町が随所に形成され.また ｢ざるふ9｣などの寄紳商人の出現をみる忙至ったo
天明2年 (-1782)公布の法令に｢往還茶屋∬之所も･旅人指支-無 之宥之商ひ向払 是又同レ′
前たるべLo｣(法例集 )とあ9,｢在遭恭歴訪之所｣は ｢浦辺海辺之在所｣とともに･以前よbい
くぷん商葬活動が認められていたとみることができる○圃知のとおb･三石 ･八木山両村仇 山陽道
に面した宿場であb,当軌 旅人相手の甫葬が行なわれていたと考えられるOそしてまた･卸繋郡酷
(三石村の頃 )紘,｢当時運輸交通の不便なるに係らず･栄西従兼の衝に当るを以って山間の-′｣､市
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衝をなせ9.半商半盈多く,旅龍屍英数最も多し｣と幕末維新期の村の姿を伝え.明らかに宿場とし
ての特徴を空かした商集の発展をみるととができる｡
いせ八木山村の去永 ･安政期の商い願 8通エ9.商薬形態および商品の種類を述べると,うちd通
紘,旅人当用の品の販売と休憩所を兼ねた糸屋商い願いであるOしかしながら,これら茶屋商い願い
のFPに,旅人の直接必要としない ｢豆腐務諒｣｢粂椀酒｣の商品を販売するこ･とを願い出ている者も
あD.他の 1通は,雑穀 ･煙草を扱う居商願いで.近世末掛には,単に旅人当用の晶を故う ｢茶屋商｣
だけでなく,種 の々品目を販売する店が街道筋に進出していたことがわかるO文化9年 (1812)
の法令に ｢在中往来筋へ家建商ひ等いたし候者多有 之様に相聞中食｡此上増長致し僚ては次第に作レ′
方人数淑少いたし偉様相成可 申,尤此度商人御しらべも有 之候碍ば,最早相増償義も有 之蘭敷レ レ レ
候得失,己釆駅所之外径釆筋へ家建候義指留候o｣ (法例集 )とあ9,街道筋の商昇活動の発展は,
目ざましいものがあったといわ友ければ75:ら75:い.そして ｢己釆駅所之外往来筋へ家建僻鼓指留候｡｣
と,駅所はこの法令の適用からはずされておD,ますます商業の発展をみたといえる｡
最後の 1通は,出商 ｢古つぎ貫｣の商い願いである｡商人の数の上では,このよう75:出商が トップ
を占めていたと思われる｡和気郡誌にも,｢(前略)半商半怨多く(後略)｣とあり,耕作面疎の少
ない三石の良民は.農村の窮迫化が深刻となD.商品経済の発展に伴って,到底鼻茅だけでは生活維
持が嗣難となD,このよう表出商に進出したものと思われるO このように,零細集から蹄著に折り出
した出番は,化政以後激増の傾向をたど9,-万における在方商茅の坦い手であったO
このように,近世末期にかいて三石では,街道筋に店舗を補えた居商と,半商半農の零細を出面と
の2種の商菜形態の存在をみるととができるのである.
蝋石葵
三石の蝋石について,その起源は,慶長年価,八木浄産なる僧が蝋石を紳=し,仏修を輿作 してい
たという記録 上bはじまる｡その後の様子については.驚政9年の貫,野谷村と八木山村の越路須通
で,｢生異なる石専ら有 之,是埠石なる由｣(凍要録上巻 )とあ9.蝋石が発見されているOきっレ
そく岡山薄は9月にこの山を狩猟.伐採その他｢斉禁止とし,足軽をつかわして管理しているO登
10月には,和気軌北方村有吉右ヱ門を右肺役に.三石村五人組敦.野谷村判頭両者を石守に任命し.
蝋石の切出しを始めたのである｡
文化 5年に至 9,｢此石伸匡l売捌の義を,上退部倉缶村三郎左ヱ門和気郡和気村孫三郎両人.泉州
堺町人帯屋利兵術 と云著と掛臥 堺之働役所江願出候処.厨之過敏_仰渡 己釆i皐送致居候(後略 )｣
(祷要録 )とあるように,ある樫の商業的取引を行75っていたと思われる上道郡倉田村の三郎左ヱ門
と和気郡和気町の孫三郎の両者を,岡山離側の売捌き坦当薬者とし,一方,堺側の奏者常置利兵衛な
る商人と組ませて,蝋石の領外版表を計画した｡その計画が堺の役所でも喪許されて,堺と岡山雑と
の陶で牧石逓送が行なわれ,販売が始まったのであるが,蝋石の販売実績が思うように伸展せず.逓
送軒もかさんで赤字経営となったので,葵老壮溝-中止を申し出る結果と浸ってしまった.そこで軒
としても仕方浸く文化 12年 (1815).大阪留居役が耕｢繭役所｣-.｢山より石多く切出候へ
ば雨索の度毎谷川へ土砂所出田畑損亡多候付 (後輪 )｣との理由で,蝋石切出しを中止する旨を申し
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出ている｡近世中期以後帯財政もようやくいきづせかの色をみせておA,市財政の収支の均称を保持
する手段として,蛾石の歯列販売を試みたものと思われるが.それも成功し凌かったのである｡
しかしここで拝目すべきことは,藩が岡山側の捜当尊者として.上道郡倉EB村三郎左ヱ門と和気郡
和黄村孫三郎を選んでいることであるQこのこと&,すでに農民のうち上屑部の古魚層は経済力を蓄
頼し,それを典薬外生産つまり南勢生産活動へ転化し5る能力あるいは条件を有していたということ
がわかる｡｢ざるふ D｣のよう表出商が出現する一方,農村においてこのような一部の古典屑が,商
品作物の生産およびその販売,余帝陸産物tZ)蕃棟をどから牲力を蓄え,鉱山の開発や新田開発.商品
蹄通の面で新しくその勢力を築いてきていたということがいえる｡しかし,この輿石販売にもみられ
るように.いまだ領主の樺力を除去するほどのもので比なく,その権力による保藤下で自己の利益を
はかろうとするにすぎたかった｡
藩は文化期の販売計画が失敗に終ったその後,文政2年 (1819),石綿役石吉宗左工門を解任
し.新たに藤野村大庄屋八郎右三門を任命し,彼の努を凍取して再び牧石切出しを始めている｡彼の
案比,
覚
- 須通いLはb夫巳釆村方受忙中付候畢
一 荒石掛目-1打日に何代僻四匁五合定
内
三匁 上納
七分 村辻江被下
四分五座 元帝人へ被7
-分 自林山喜へ被下
一分五座 名主へ神下
一分 五人組頭へ破T
LB,石之晶相に断て値段高下有之節は,右削合に可准勢
- 御用石の分にても,右定の通代銀倒立可 禎 下唇℡レ′ レ■
但,磨右裾_仰付 候節は.抑J.人作料一日一人に何藤一匁四分,道具換料四分
都合-匁八分宛立被 7僻事レ′
- 有釆石楊番所小鼠繕屋根茸替共,是迄之通御上立
一 石釆石像′｣＼屋繕屋根茸替共,向後村方櫛
値,相損侯節建替入用は御上jI
一 石出口場所堀b口惣担b垣帯,向後村方構
一 石所望有 之節は,元請よ9望首数注文厨宙匹.村役人を以大庄屋-精出,夫 改々方の輿郡印
レ′
形を軌 石甘付 以毎唐十一月元受よb勘定持出可 中春ヲ レ′
という7ヶ条からそっていて,帯と村請との役部分払を行ない,管理体nJlを砕立して,生産の円滑化
をはかろうとしたものであったDすなわち,右裾人夫は村受け,石の価格は原石 1貫目に何代朝 4匁
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5分そのうち,藩70%.村方 1550/0.元諸人 10%,山主2.210.名主 ま570,五人組頭 2.270
の削合で分超され. この比率は価格が上Jfしても同じであるoまた藩が注文する石の場合もこれにし
たがって代敏を支払うこと｡磐石の場合は紳=人の作科.道具換科を加卦 して支払 うこと,帯は石場
番所小屋の修繕,屋根茸替,破損した建物で種春を必要とするものについては,いっさい今まで通b
おこなうこと｡その代 D,石出口場所堀タロ惣廻b垣.今まで藩がやっていた石荘′J､屋の修繕 と屋根
聾巷は村でするCそして石が必勢を時は,元諸人が注文算数をそのたびととに村役人を通じて大庄屋
へ指出し,それぞれの奥儲印判をもらって.その番類をもって毎年 11月元請人か ら勘定を指出すこ
と,という主旨の規約であったoこれによって.帝からの委託によって石切出しが行われることにな
D.文化期の形態よb一歩前進 したものと考えられるo
Lかし.こf)しておこなわれた轍石姿も.Llせん′｣＼横桟零細的なものにすぎず,また.この轍石
を利用した二[二薬 も,｢年釆堆石細=仕居申候(後略)｣ (触単軌 高水 4年三石良右ヱ門轍石綿=御
用の頃 )とあD,職人生産の域に酌っていたことを示し.その上. ｢飼扶持破 過釣棚工人二被JEPレ
付 候-J<-# 有事 存候.左様に御5'候-は5.1用之品等被_仰付 候節仕.弥以出精仕手簡科等引レ′ レ′
下ゲ指出させ可 申候.万一右之通被_仰付 債穀難_禰成 恩召候-JI,御細=人之名日計御免被レ
仰付 僚 ノ､バ . 在所倒隣国境二居中仏工付.他所向江之開等も宜御匪候故.何卒御免被_成Jf 俣様
申上皮専 有候｣(撮要轟,前記の負 )と.扶持を支給される藩直属の細工人に召しかかえられるよレ
う忙願上げ.これが認められれば.藩からの注文品の品男の向上および価格の弓憎 IFげを実施するO
もし認められをい場合でも.三石村は隣国との境をひかえていることもあD.他所-の帥えもよいか
ら名目だけでもよいから俸細工人にして欲しいと,細=人の良右ヱ門療育に.三石村組合大庄屋北方
村弟治の口上部を添えて患上げている.こうしてみると轍石細工芽は.亮永 4年 (1851)という
期でさえも,まだ潜の保敵指恩を要求 しなければをらない段階にあD.新形式の=努的生産の萌芽す
らみられなかったといえるO大規校友&,:山頻発,=賛化とも明治を得たねば怒らをかった｡
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2 山陽道 と三 石
(1)三石宿の町茄の構成
三石の町は大きく ｢宿上｣と ｢宿甲｣と忙分けられ,町並は太陣,脇本蹄を中心として道路沿いに
東西にのぴてVlる.｢天保九成年御巡見便様通行之衝認之,和気郡三石村往還筋絵図｣三石町役場所
京によると,天保九年 (1857)には家屋妙 (下等所を除 く)110で,そのうち一般住民の家数
(本陣も含む)は106軒である｡そして ｢畏応元年十一月,三石宿暑絵図 (松平備前守領分備前国
和気郡三石駅往還筋家別絵図屋敷取調番上 )三石町M .所萩に上ると家屋敷は 120軒であb,その
うち一般の住民の家は 109軒である｡ 27年間に健かではあるが家数は増えているOそして便宜上
1)宿中以西 (関川),2)宿中, 5)楕上,4)晴上hJ東(榎 ･船坂 )に分けて考えてみると次の
様にをるo天保九年には, 1)24戸,2)55戸.5)25戸, 4)52戸であD.慶応元年には
1)50戸.2)52戸.5)26戸,4)50戸と75っている｡央張b宿甲が中心である界には変
わDがないが,術中以西の戸数がかなb増えているQそ して反対に宿上以東は減少しているO西方に
向って町Bt;が伸びたと言 う苛は.国境間雷との園係があるためとも考えられる｡また宿駅の設備が宿
の町並のどの辺にあったかを上記の町並区分に対応 して考察してみると.乗 5- 2- 1のようになるO
表 5- 2- 1 区域月l一宿駅設備
下場所 出張所 本陣 .脇本韓 jl 問屋場 .用場 御用頭舗 茶 屋
注 教字は天保 9年,()円は歩応元年のもので,それぞれ ｢天保九成年飾巡見便様棚 行之節智之
r卸東部三石村往還解食図j｣I｢旋応元年丑十一月r松平備前守備弁償前回和気郡三石駅在遭
触家Br.;絵図畳款取折衝上J｣によって作成した○
表 5- 2- 1によると,宿駅の公的設備仕循甲を甲心として存在してお b.下場所 (下F･所 )は本
陣のある楕甲からいえば町の東西の周辺にある｡そして他の宿と同様に宿の中央にあった本陣 ･脇本
陣を中心として町並が構成されているO三石村の家裁吐慶応元年 8月には 157軒あD,その円 120
軒壇でが緊急の際には往選のための宿舎として使用7!れているO
つぎ忙三石宿に於ける家屋について.そ
れがどの程度の枕進をもったものであった
かを老察するために.各家屋の畳数を区域
別に示すと黄 5- 21 2のどとくであるo
関川 ･楕上 ･複 ･船坂で技 16塁以下の
家が殆んどを占めるが,祷中では16畳以
上の家が多い.宿中は軒数も多いがそれら
のうちに大きい家が多い蚤は,矢張b宿酔
としての甲心的役割を果たすための必要か
表5-2-2 三石宿における部落別家屋の常数
餐 関 川 宿 甲 宿 上 榎.船坂
o(窟4農 ) 0 0 1 0^
8曇以下 18 4 占 ll
1d l 7 7 9 15
28 ′ 4 5 5 0
25 ■ 0 5 5 D
50 ■ 1 6 1 1
51介以上 1 5 1 1
合 計 29 50 241 2占
部三石駅雀丑筋家月日絵図軒数取粥郭上Jによっ
_,こ 作打
らそのように逢っていたことを示しているO
(2) 三石宿の椿館
宿駅の鼓硬としては拙速 Dと休泊とがあった.先ず,休泊について考難しようO往還の幕府役人 ･
諸大名連はあらかじめ休泊する駅を告げておき用意させておいたoそして,その先触忙基づいて食草
の用意から下宿の割り当てまでするO休泊は幕府の高級役人や大名は本陣または脇本陣に休泊し,供
の者はその周りの民家に休油したのである｡
ここでは,その中でも代表的な本陣と八木山の′J､休所について述べてみたい.
o本陣
F'拡要録』の巻 12の57の ｢三石本陣脇本陣共｣によると.｢和気郡三石村三郎宅之内座軌 先
辛- 農芸蓋被仰付仮払 江戸衝役人様jj並御大名様方御招倒用意に座敷之分作争出来仕候由O元疎
十六年殿様兵庫よb倒揚b視僚逝&',三石宿に而爾三郎宅に御一泊禎遊候｡其後燈地触在来被成候飾
倒休之御宿匿 破々抑侯｡三石村長並之所.六年己前出火仕,大形焼失仕候o弥三郎宅は町並を離れて
間速く御座候故葬 り申候. (中略 )御宿家弥三郎宅計Dにては何卒故障御座候節は其節相貌.甚右循
門座敬二夕鞄程之入用僻衝郡方よb足し迫申候付.(甲略 )弥三郎宅は町並エDは程近く座敏之円温
御座候付,名主甚右術門方に大形一宿被成候O (中略 )迫tも倒巡見衆御座候節,御宿家三軒無之候而
は成串間敷,右名主甚右衛門家 ･弥三郎家 ･今一軒重三郎と申者之家心当仕置備付,(中略 )とあるO
そして同じく庁､楯要録｣に｢文化元子年,和気郡葉津石村前脚本陣治助方よb安永三年七月十五日韓
出火仕,御衣陣は不及申前脇本阿藤兵衛其外家激三十一軒考酔窮仕,剰右治助家門不葬焼死断脆仕候に
付,翌末年御本陣屋激替被逝御者諏被仰付云 ｣々とあるO
即ち.三石村三郎宅の内座敷総点草五年 (1688)に好添させて.江戸の役人ITEぴに大名の宿と
して桐意させ,出来上ったものであるというから,これが当時本陣であったわけであるOそして元徹
1占年(1705)に殿様が海路帰匝途上兵庫 よb陸餅通行のため上陸して通路した際には三石宿で
は弥三郎宅に一泊された｡その後は領主,陸路を往釆の折はここに休憩や宿泊を度々仰せつかったo
erjiTEはd年前に出火して大方焼失したが,弥三郎宅は印から敗れていて座敷は残った｡休泊に弥三郎
宅だけでは故障がある上に座敷も湿気があるので,名主甚右衛門宅の好感を二間轟飾耶方よb付け足
し,以後はこれが本陣 と在って大分の通行者はここに-宿され,巡見優が来られた時は,宿泊に三軒
を賓するので,名主の甚右衛門の家と弥三郎の家ともう一軒重三郎の家とを心当てしておいた.もち
ろん後の二軒は脇本陣であった｡ところが安永5年 (1774)7月 15日の畔に本陣の治助方から
出火し.本軌 脇本陣を含めて51軒が炉暁 した｡治助の家族はこの時家族全員が焼死して断絶した
ので.登 1775年本陣屋敷の普網を仰せつかったQこのようにして往還の宿駅としての機能を果し
うるように変化していったC
また.八木山村は宿場ではなかったが,休憩所があった外に,叢相継飛脚の鮮所でもあった_o次の
『楯要録』巻 14の5 6の記単はそれに駆するものといえる｡
o八木山村′J､休所
掌保十九年寅三月
-5ムー
八木山村五郎左ヱ門勝手不作雛に付居宅崩取申匿厨之極東属僚,往還新砂御輿嘩渉にも庶可申忙
仇 居宅之外御座単二夕樹種昏申償碍丸 本家丘巨門長屋を朋候へは御座数 とはなれ申候軌 是又崩
取候様に可視仰何僻我｡別月鴫 囲之通に御座候｡倒先代横巳釆終に併入被逝候券も無働座僻付奉辞
儀｡以上
三月 ′｣､堀彦左ヱ門
右窺之通風嫡僻楯に被仰付
即ち
次に,三石指の継i*bの上での撒熊についてみよう｡
江戸時代の通行は大きく5つの類型に分けることができた｡朱印人馬無賃柄行 (｢紡 )･蜂す人馬
無骨通行(二級 )･飽用人馬御冠労銀通 (三級 )･許併夢中人馬御足賛辞通行 (四綬 )･庶民人馬相
対賃鋲通行 (五級 )であるO ここで取カあげようとするの紘一級から四椴までの特権階敬の通行であ
る｡これらの特権通行の継送 りには,宿駅の人馬で不屈表場合,阿山群の場合Qj:その宿駅の扉する郡
円から必築売人属を出すととく定められていた｡これは付近の住民連にとっては大きを負也であった｡
三石梢の功合,かかるいわゆる助郷irlどのように出たのであら)かO三石宿の坊合,割内を5つのブ
ロックに分けて,通行規模に従･Dて仙役ブロックをgLめて人馬を出したのである｡ 5つのブロックと
云うのは,北方細 (滞水舶 )･東片上組 (奥書原細 )･E3宣下細 ･矢Eh細 ･厨野親である｡ところで
第 5表は浅口軌金光町大谷 ,金光克典氏fyT蔵の和繋郡冊水村大庄爵好本家文官によって安政 5午
(1858)から駿応5年 (1867)までの三石駅に放ける通行とその緋送 _b人馬について表托し
たものであるが,耕5表から先ず判ることは.5つのブロックから出る人馬の艶は一様では毛いと云
う串であるo大低の場合.北方組と粟片上細がその殆んどを出しておb,葬 Dの 5紳からは時折しか
助郷として出ていない｡前者を定助概とすれば後者は大助番であった0｢また,三石は北方机に犀する
が.北方榊人膚とは別に三石にて買_上げの人燭があるoこれは予定の人数が集らなかったb病寅の者
がいたD,また先触人馬には記されていないが息に入用となった場合に臨時に相対賃鏡で撮われたも
のである.この三石にて買上げる数 も大きな比重を占めている.北三癖即ち日笠下組 ･失Eb細 .藤野
舵が人馬を出している時を見ると数百人から千人にもき上ぷ六倉の人尿を要する時である｡その外の
場合は大政潜水組と奥書原板と三石酢での買上げ人馬によってその任に当らせていたO北三組 (日笠
下 ･矢Bj･藤野)は地理的にも三石VL遠 く不便なので小さな通行には殆んどの穆合南部の2軒が担当
していたのであるD従って,定助郷 ･大助郷という称吐使われていないが,南両顔にt足助姫,北三顧
は大助郷に相当する伊能を果したものと云 うことが出来る｡馬の場合按殆んどが三石で買上げている
が.他凱からの寄せ属も多いoLかしこの寄せ席がどこから寄せられたかは判らない｡班別に見ると
一都多く人馬を使っているのは5枚の ｢長崎専行｣であるOこれ杜仲の宿駅でも同析K多くの人馬を
使っている.文久2_年には人足を1017人も使っている｡和気郡円でこれだけの^酢を塊めるのは
可成力大変であったろうと思われるO藩主の江戸参軌 または江戸から匡1.元-帰る解合には.軒甲の
上で国境まで送 り,せたは出迎える者があったたb,&･送bとともに併用人馬壮かな9多くなってい
て,その使用教からいうと叔多数の継送b人烏を零し郎 所行といえる0 1級 ･2級は5緋の長崎碑行
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とは継送 9人席数の上では比軟にならぬ積,小規模の通行であったO
(3) 宿駅に対する燕の援助
三石宿に対して岡山藩の援助があったが.それを示すものとして次の様なものがあるo
r鮮法典Jl岡山藩 (千 )の往還之部 90に ｢往還村糠薬代米御免｣があるC賀永五年 (1708)
子十二月
-､長崎御荷物皿送御状箱近年通り切二有之二付.御野郡往遭四ケ村糠薬代米,上道凱和気郡往蛍
村々之通御赦免之凱 ｢年貢之部二出｣
同じく往還部九一 ｢同立釆米被下｣賓 永六年丑十月朔日 ｢賃銀留｣
-､近年長崎よb之僻荷物又は送 り状,往還通 り繁 7有之二付.(甲略 )和気郡三石村仲傍 よb之
請取渡之村こて,別て事多物入等も有之由当年エb米三俵宛立釆帳こて村方諸入用二立甲被迫
侯
以上のように往還御用に対して藩はそれなりの援助を与えたのであるO
また.『梼要銀J第 14巻 45｢駅所継属加足米｣によると宝永 5年(1708)閑正月十四日
｢笹遭筋′J､荷駄鴨所持仕儀者次窮に渡 し申候.只今所持仕候属荷物憶に付け申様成も少々成荷物負兼
申様に成候由御座候(甲略 )往還筋先年 と逮唯今は往灘繁 く御座候へば馬弱く有之候はは旅人の指支
に成可申と奉存僻(中略 )播州薪馬持之様子番台申候処馬一匹に馳地毛反又仕叙米領々よb多少は御
座候補共倒補ひ(下略 )｣とあD,次いで ｢宝永六年三月五日,三石片上藤井三郎の不勝手之属持は
かbへ毎年大豆二乗発破下(中略 )宝永七ih:止月廿九日,三石馬持十六人tZr去年は大豆被7倍へ共今
年は米被下 位内十二^四俵宛三人三俵宛三人二俵苑(中略 )和気村馬持江加足米卯年よb二十八俵
宛毎歳被下(下略)｣ とあるo以上のどとくF掘賓蘇』によれば三石宿に限らず馬を継送bに出す村
には加足米が与えられている.これは馬を持っている者に対する補価であった｡恐らく和気郡は馬が
以前から少なかった為でその保持のための配慮であった｡この事は第 3表に於いて他部寄席がかなD
の割合を占めているととからもわかる｡
また,r揺要録』巻十三の四十七の ｢町並米石教徒避米飛脚米石数｣は,次のととくである｡
町並米宝永三年 (170a)ヨ1)郡方受二放
啓慮三年 (1占54)
往還米一海陸通解御公俵為入用米僻子所 々留置庄屋頭首姓裁判可申付旨右森応三年午十一月命令
飛脚米貞苧元年 (1684)
一海陸往還筋米銀葬置申俵諸奉行扶持鹸分残債遺ひ可中手
和気郡 (甲畔 )
三石 八木山村町並繕米
三石村町並繕米
(以下略 )
この様にして ｢駅馬加足米｣ ･｢往遭米｣ i｢飛脚米｣･｢町茄繕米｣ ･｢糠魂代米御免｣等の形
で米や大豆等が与えられたb,年貢の-⊥部が免除されたbしている所を見ると特称通行の支払う1滴
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では宿駅としても助郷としてもその労に対する相当額忙及ばなかったことを物帝っている｡即ち,こ
れら総労働相当額と通行者の支払賃鍵との間釦負担の一部を藩から支給 したものであった｡
往還に対して藩からの援助があったものの.県民にと.,て助郷として出る琴は大変夜負担であった.
1級 ･2歓の無骨通行以外は労働に対して骨髄が支払われるものの,それは約定ft鉾で人足1人61
文‥馬1匹 122文であった.当時の物価は第 4葬に示す通 りであるから.人足1人dl文.席 1匹
122文と云うのが如何に低常雛であったか判るoしかも,それが必ずしも支給されるとは限らず,
今仮封に50人出たと仮定すると20人分位の音節が支払われると云ったぐあいに大審の場合.助郷
に出た者の受けとる額は規定料金以下であった. 1静 ･2寂の鮒 通行に至っては出役人馬は食料 ･
宿泊費等は全て自分持ちで無併労働に出かけなければならなかったのである｡そのため農民にとって
負担は重く.病気峯を装って出-/=かったD,また時には逃げ出した少までしている｡そして,そのた
めにも不足の人馬を宿駅で買上げと云うことになる,しかし助郷制は明治 5年7月20日,太政官布
告第204号をもって,同年8月末日阻bで犀止される盲で般民連を苦 しめたのである｡
(藤井正夫 )
乗 5- 2-4 米相 場 一 瞥
米 1升につき銀
1644年(正 保 元)
1占49 (挺 安 2)
1654 (桑 応 5)
1占59 (万 治 2)
1占74 (妊 宝 2)
1占79 (延 宝 7)
1684 (貞 享 元)
1694 (元 疎 7)
1704 (宝 永 元)
1784 (天 明 4)
1789 (貰 改 元)
1799 (寛政11)
1884 (文 化 元)
1814 (文化11)
1819 (文 政 2)
1824 (文 政 7)
25.8(伐こ)
20･7(I)
24･7(n)
50.A(I)
占2･1(り
4エ5(I)
2ad(I)
5 1.4(∫)
57･占(')
106.5(I)
59.2(P)
da5(n)
ム2(')
75.2(N)
45,6(t)
占0.7(り
(備考 )r翫史僻要Jの ｢金節米銭相場一覧｣エb作成
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衷∫-2-3 三方駅 に卦 ける嵐行数型剖及札場 数一転
一 生ノぺlLILT+RI k + .& 茄 1').TI)JLl万丈1主 JL九一.ー +汁上AB E]*TAL 九可此 &叶 岨 Jt爪与.ち ▲ ナナ
′▲ ′坤 一rJr,f+屯 t7巾 三I甘たどLThL 千-人rlJ) ′oTA(-)屯 /Tタヤー ｣′27.Z3
i ∫.ノ 久山 内妻 上 /7 ト) /oo(18) /Ll(/) }t/ (3/)
Jよ /^.).r †J,事か i IP (-) /og(-) /(2 (-) 174 (-)
γ . V.LI ′トあ九人Jf 上 /03(a/) /fl(-) _zfr l}/)
∫ 九(2.3./i 一 九 歳 L爪 一丁 - (12) 37(-) /√7(-) - (■) }yt r}I)
ヽ ∫ T.4● 布^$77 上 ∫ (RI)′♂′(-)/71(-) 313 (}S)
? ～ Jlt土R.萩ヰ 中 ⊥ 23 (-) - (I) 一 日) }/ (,})
I九碓LST_け A f 止 放 浪 十ヰ ′F /ol(-) /CL (-)
● , YL7 ･ tf1机か 井上才をAI 上 )0 (a) 70(-) /Zo (2)
+( ?.P■ * ･蜂 戎 寸 J4. 上 23 (-) So (-) 7(-) ′√ (-) ′√ (-) 22 (-) /〃√ (-)
IJL′′スス1.2.7･AW扱ヰ4t Fgq+5キ ? I 7 /tJ (/e)
′∫ F′′ かえすtt 押 fTを.S寸 ? - (}p) /72(-) ノ71 (}0)
yJt/Jええ′./.iJ巾叫(4FtAn)七本JI拝す払★事 上 ZE(ll) ld(2∫)
JV 1/p t叶 + 什 木 も X拝す T ′or (S) /71()) /03(-) I7 (-) /01 (}) - ()I) 774(37-)
ノr /0.J/ 岡や 一枚カサ ⊥ /10 .3∠タ√ 77 73 fjC(73)
′ 大AL.JIZaル1人叶 汗 々山井♯Jq- ∫∫(JA〕/17(-) /7#(-) 373(31)
/7 TJ+A舟 tq 未 払 よ 作 ヰ I - (/′J′′′(-) /77(-) 72 (-) ′♂古卜) 7g (刀 - (25) lf/(}f)
/1 巾′.JJ 大人耗11年 T - (?) }ol(㌔) 27((-) /∫_i (-) /70(-) //3 (4) - (Jj) /o/7(+C)
ttt)ノr大入/JP.JI細巾一人 ? 上 - (′o) /′1(~丁) /)I(.1/) 77 (-) 73(-) 87 (¢) fZjL(JI)
･いう∫′ /OJ/ ● 7 + /oc (-) /I/(-) /ノ∫(-) 72 (-) タ′(-) 73 (-) 312(-)
y NL/タifJif/J〟乱事iAJ}生え 息女人為布地 九) 上 // (-) /0 (-) 1/ -
ユー iL./T鵡1 仰山 . 地 中*ま T /′′(-) /p3(-) /FA (-)J78(-) /}/ (-) d}0 (-)
}/ 2JT一 寸 州内. げ脚 衣すi称 上 ′′(-) // (-)
/ ⊥) 3,/In伊 生山,I もーは朗岬も鼓 I /√ い) /I (-)
JI )./P 叫千 九年, 泉T点上寸dふ // ()o) // (30)
.〟 ).JJ rt井 本 F, ～ 谷ポEX奇 脈 下 ノ (ー-) ∫ (-)
JJ ).2T 杜甘 L正 一 糾 iJL爪も.棉 † /♂ (-) JVO(-) 17(-) /07(-)
I I (3 t& 鼻､′ 入内A.柑九才 上 7 (-) タ (-)
･ }/Ⅰ J.A&* 東 山,阿布け放す正人 ′ /1 (-) /} (-)
■ ∫′ F/メ 1 榊 tntLq組 7 p†(▲lj /JL7(-)_ 31(-) 73(-)､6∫ (.Z) - (∫♂) jZjLlJj
)7大人′3./T JLjr車も . 一一A甲*々 止血 P }1(/+) ★∫ト) ro (/o)
◆ J`一 〟,/1 A+■オ◆A:LtA#キ一■且 上 /trJl) /r(_23)
● ∫/ JAlC Jt甘3才 . ･ト土J句古瀬1叶 I /o (/I) /♂ (〟)
● )1 <}! 4*胡JJ, rー市 T稚す J I /( (}o) - √一) - (′∫) /I (37)
)3 I,/3 4* nん, タと 可 Jt丈 T /40(-) /rI(-) ′/βr-) 54 (-) /PI(-) ∫′′(-)
〟 ノ■ 7/1 よせ舶用一 叫 T■車RI71j* ′〃(-)74(-) ∫♂(-) I/(TJ) +7(-) - (∫/) }oJ(I/)
ノ∫ 7./) ヰiGJ).払十一鵬 才女71 上 - (′′) Jr(-) I/(/I) }f(-) }T(-) 32~(2) /}7(70)
5L /Ct// yL*せ4. 榊 脚 恥 l - (/p) TT(-) /′タ(〟) JS(-) 87(-) ≠ア(〟) J/3 (}3)
一 ノ7 /0,/7 l PlR ' 一主ヰ舶 t.+l淡 - (〟) ′〃 (-) /I≠(}′) 77(-) 3} (-) 77(JiE) - (30)Jj/(グJ)
I ノJ大スL.3:/3 袖十市か 地中拝止すJtヰ T /p (/I) I+(-) ∫′｢-) Lo(一) 8/(-) /∫(-) /Jj (/T)i
● 〟 J;/7 b 廿 A. 爪dS甘す長上 lo(Y) /∫(-) jJ (7)
■ PA ∫/I ･ 内申.Jf山山ヒ寸長丘 ■ Jf(/() i/ /I(/13
I I/L3/.I.304号 同山' 3Ad 沈丸 上 (}J) (′′) (37) 4〆〃(Jr)
I ▲∫ /).LT df 崩山一打一仰i廿捕ま甘 I - (′′) I/(-) lJ(-) //Y(//)
I 93i,Af/.)./ 妬+ 一打L.巾榊 .I.ヰLtも T - (T) /I (-) ノ′(-) 42/ (タ)
〟 〟 ∫.Jr ･ 束月 l Jl片 土1..ち 上 jt (I)
◆ 〟 .).}/ ′J*L.*土 dlT辞すlL ′√ /d lY)･叫 ノi(itJCJ-AL/土止伽▲仙人史書 i 上 /r (,I) J'}ぐ1 ′√(-) }7(-) 33(-) ≠I (/I)
･(r)+7 ∫.メ′√L&如ArL月 歩､+Ji竹井 Ji ∫′(′ク) /IL(N) /I/(17)
一(.)〟 /V./桝人J.上人一k､ i 上 〝 ト) - CJo) - (3) /i (}3)
+7秋 }●JL)4外 棚 hX * q七JL+ 了 ≠√ (-) 一∫ ′-)
i.y A t一十 7 上 LJ (//) ? (-) jl(//)
イ ∫∂ )./0I●､山モJA此 九 中共■小N九 ■y tI) ′′ (-) ∫′ (∫)
･伽 〟 jXJJ-1グ叫佃 伽 1. 千 T }ー (-7 ll(-) _27 (づ }L(-) }8(-) /}7(-)
ま冶〆ZJ3 丸 句よ r1 人 7r(-) 7I (-)
一L 2 713袖柵 仲t尤 it可 JT犬 /.LT /J7'√J∫)
′ 3./4 丸 dJよ れ i ′7 lf (?)
･払 .I:) i.21巾▲JL▲ーlL上 F]丈 政 市 上 13(-) J3 (-)
I(')∫ タ.7向▲i仲 春尤 止 やT兼 T 30 /o (i)
･α* ∫ jLkJ(/./稚J求まt ー 上- (}1) /1 (-) 18(-) タ′√2Z)
A(.)I+尤Jli ノ.∫一十長点一kせ ? - (′Q) ′ (㌔) .Zメ(-) 32 (/0)17 /7.I伺JJk 尤ー 3L q 長 A J､ ノ jjI
(4,船考亘峠と茶屋
一備前匡1卸素郡三石村ヨリ播 赤穂郡船析村江二十五町三十二附
佃円 三石村東家列レヨリ由境船坂峠迄十町五十五簡
船坂村商家外レヨリ国境船坂峠迄十四町三十七筒
これは.｢搬要録巻之十二｣の ｢偽新国境四方弊儲儒分RFil改巻大略｣の項より擁粋したものであるo
｢元醸十三年御国絵図改二付肺同村役人立会町師相改取替一札南如左｣との前昏さがあるところから
元穣一十三年 (1700年 )以前よb.船坂峠が.備前 ･播磨両国の境界を示す拠点と定められていた
ことを知ることができる｡
この国境船坂峠には,当時,三軒の茶屋が設置されていたO
仕上･^菅物之争
一三石村之円船坂之出茶屋三軒江此度御田地自林風附被成僻村.私茶屋一軒分に中EI二畝十九歩甲
田四畝廿四歩下Bj一反四畝什二歩Bj畝合二反二畝五歩同村船坂之仁右術門Bj地之円此肝御買上茄
衝院畑四畝,入相野山之内山畝膏町面永代茶屋附被為仰付群有奉存僻｡然上は私秦仕不及申子々
孫々に51迄教屍守得不仕僻か,又は如何跡之晶にて他所江引重電申候共.右之御田地自林共無糊
差1取出可申僻O井時一首之御断申1簡薮僻.為艶日官物如件
舟坂茶房守 孫四郎 印
宝永元年申五月十八日
･- .･(経略 )
(掩草魚 巻十四)
この史料は,宝永元年 (1704年 )以前よb,船坂峠に茶屋が存在したということを示していると
ともに, この年.系屋附El地自林が定められたことを示 している.
ところで.近世の茶屋について,和歌蘇太郎民税峯のr日本歴史学典 』によれば,｢菟適における
輿蚤所から発して,近世湯策の接待,大福 ･凧餅 ･駄菓子 ･名物 ･/J､料野などを商 う輿熟店をいうo
街道筋の眺守の上い場所に設けられた礁客の休.%.所としての月伸し茶屋,名所 ･遊帯地の見物客に対
する掛糸屋,市中の盛 り場に給仕女を雷いて飲食物を商う水糸屋,また静客を対蛍とする芝居奈腎 ･
角力茶屋 ･引手茶屋等があったo｣と述べられている｡
船坂峠の三軒茶屋の場合,その位置 .功境などからして.和歌菜氏の云われる ｢見醸し系昏｣に相
当すると思われるOしかし,斬述したように,｢洛犀附馳地目林｣を与えられるなど,かたb政治的
を背骨をもってお り,単をる ｢見附し茶屋｣ではをかったとV,うことが,うかがわれるq)である.
この点について,児玉幸多氏著F'近世宿駅剛節の研究J第三章第二節 ｢宿駅 としての粁静Llによる
と.｢宿駅の任務の一つは,休泊に尉する施設を貯えて流行考の便利を計ることであった｡休静の施
設としては茶匿があり,宿泊のためには旅節屋があったが,道中奉行所としてその節の指定などを行
うことはたかったO ･I.･･(後略 )｣
船坂峠の糸屋帆 宿駅三石の任務のひとつとして,旅行者のための休管施殻 として設麿されたと考え
るのが妥当であろう0
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また,前記 ｢鵜要録｣には,｢糸屋附Rj地山林｣の史料に引続V,I,次のようを史料が梶鰍されてい
る｡
厭訴訟留 元文五申三月
和気郡舟坂之秦昏三軒共去冬よb亭主無御座候O御境目倒p(リ乱数又は旅人の難義御座候付亭主を
入思中皮吟味仕候処.人家手速井上山上にて少々の作物可仕的所 も撫御座別に働も無之場所故,娃渡
世雛成御座候付可能越者無菌座候臥 扶持助成として一軒江米六俵計も奄歳破遣候- 罷ゝ出中老も可
有御座鼓左候- ,ゝ往還繕入用米之円を以右之過敏遣.徴発兎醐亭主入置倣様仕昏奉存侯｡尤近辺に
人家無舶 さ僻間三軒共同様に被仰付候様仕贋奉窺候以上
三月 下方覚兵衛
三月七日身後殿江伺申渡
但前々よb付釆b之出畑自林井貫感付被下
下之茶屋 三石村 作右衛門
中之茶屋 同 村 尊 介
上之茶屋 同 村 佐 五 郎
この中で, ･印を付けた部分,つ壇B｢飼境目倒p(b慈薮｣とある部分は,注目を要する点であると
思う｡旅行者の休憩施設としての役割をもつとともに,この茶屋は,国境の見張b蚤的な役割をも果
していたのではをいかということが推察される｡
前記した F近世宿駅制.gの研究 』の中で.児玉氏がとbあげられている幣科の甲に,
｢････- ･(前略 )
-茶屋商売之俵,明ケ六ツよb暮六ツ迄二可仕候,日募債て一切客差健申間数倣,たと-日之円たり
といふとも,うさん成者茶屋えよせ申間数暴,
･･- ･･･(後略 )
(倒触啓簡保集成通甲筋之部 )｣
というのがある(178頁 )C
前半部に述べられている,茶屋の営第時間については.船坂峠の茶屋の場合.明確を史料が見当たら
ないので.この ように行なわれていたかどうかは定かでないoLかし.｢うさん売る者｣を茶屋-育
せては}･7:ら夜いと命ぜ られている点,｢御報日脚F'り悪敷 ･- ｣の記述と考えあわせて,国境船攻
峠に位思する茶屋の重要性を推軌するととができるのである｡また,この元文五年 (1740年 )の
史料をみていくと,当時の船坂峠の糸屋が,いかに辺郡を堵所に位即していたかということを知るこ
とができる｡
次に.こうした茶屋の家構えについて朝地にて見出した史料をもとにして考えていこうと思う｡
和気部三石村御用家改帳
倒凱方作畢
三石村之円船坂峠茶屋
一三軒喜茸坪教合四拾九坪九合雪隠
一･62-
三ク所とも菅軒分桁行-FともPtI蘭半′｣､間半弊行下共三脚,表通 b櫛半瓦庇附円軒四間二仕切,静聴
次之触長三間板蕨附茄床押込付
上之糸屋
座敦四畳半敷板天井
一塁 四愚半
-雨戸 五枚
一勝障子 三枚
次之間四畳半敷 板天井
一板戸 ≡枚
一 腰障子 弐頼
納戸四畳半教大和天井
-板戸 壱枚
勝手四畳半敷大和天井
一板戸 三枚庭表裏口とも
一腰障子 壱枚
雪隠
-挫戸 壱故
上雪隠′｣､用所 天保十五辰年新出釆
-板戸 弐枚
中之茶屋
座敷四畳半敷板天井
一畳 四E･半
一雨戸 五枚
一腰障子 三枚
次之間四畳半敷板天井
-板戸 三枚
一腰障子 弐枚
納戸四畳半敷大和天井
-板戸 菅軟
膏所四畳半薮大和天井
一板戸 三枚座乗英口とも
一勝障子 壱故
雪隠
一挫戸 膏放
下之茶屋
一占三一
座敷Ll.ti畳半教板天井
一畳 四itL半
- 雨戸 五枚次之RuRl境 とも
一際町子 三枚
沢之陶四畳半敷板天井
-板戸 三枚
一腰障子 弐枚
納戸四費半数大和天井
一板戸 宅故
老所四畳半寮大和天井
-板戸 三枚
一腰障子 奄枚
雪 隠
-挫戸 壱敢
右之if)改僚己後,有釆之外円間作廻啓,並.屋激円江建物等自分二仕樺候義も月Ij段及働軌 倒欄届之
1取斗可Efl候｡比段可被申移僅候己上
天保八 †酉年十二月
粕･n仁兵衛
三石村名主
治右衝門殿
右之通.和気郡三石村釣用家畳篠兵御改之後諦取帝位申仮以上
三石村名主 治右衛門
三石村名主 情兵衛
右之通相遼無御座候己上
大庄屋 神根本村 崇三
相賀仁兵衛 様
天保十五年辰年鰍郡医者御屋敷替,並船坂上之茶屋上雪隠′｣､用所新出釆二付.地腹御
番抜替被仰付,月日静振7 1)手人数候0倍兵衛訴印同年十月.=出ス (朱昏 )
右之通帳面丸写二此輿奇相認許状差出.尤天保^酉年薗止渡帳二被行候｡当子八月相渡健二付当年号
月日二而詞帳認出スO且船坂御茶屋三軒敢蛙替-天保九成年二而動座候
附 1),御殿二軒文化十酉年新種二被仰付債券｡御本陣脇方陣倒仕様礁右同様丸等二両諏航差出,御
上渡帳-両人-預居則論取郡取澄
子八月
名主 治右衛門
これによれば,三軒の東屋は,それぞれ上之菟昏 ･中之糸屋 ･下之糸屋と称されて卦9.ともに,座
-占4-
顔 (4庶半･硬天井 )･次の間 (4畳半,敬天井 ).納戸く4粛半,大和天井 ),勝手 (4畳半,大
和天井 )･雪臓から成っていたことがわかるCつまb.称管の上からbi,三軒ともに大芽をくほほ普
しく扱われていたと考えてよいであろうo
現在の船坂峠は･その下を国道二号瀞の隆適が灯油 していで.交通畢散在とが舟発 し努適の難所と
なりつつあるが,近世にあってはそれとは異なった苦味で旅する人々にとって.この峠はかなりさび
しい難所であったにちがいない｡三軒葵屋のあった某所は,国道戟散の際に切れ射されて.今はあと
かたも凌hoただ.国境を示す塚石のみれ 風雨に耐え.おい茂る茸木に囲まれて静っているにすぎ
をいのである.
(示)播傭国境問題
前項末でとbあげた,国境の壕石について,ます考辞してみよう｡｢操要蘇｣巻之十二にo
備前画境項石
舟坂峠項石
和気郡三石村円舟坂峠御匡l境之石元級十六年蛙之
と記されているととくとの壕石は元疎十六年 (1785年 )に建てられたものである. 265年間を
経たにもかかわらず,石に刻み込まれた ｢従長南備前陶｣の六文字は.今 もはっきbとよみとるとと
ができる｡
ところで,この,播磨 ･備前両国の境界に関して壮古くよい′-ろいろ夜間鰐が去､こっている.ここ
では,そのうちのひとつである文化十一年(1814年 )のものをとbあげてみることにする.
三石村山
保坂自林他鮮預･)之車
文化十一成年
働円意口_ヒ
私組合美津石村之円祇石分寺山分共土妙柄不宣貧者多之場所にて,追年及因弼離散仕僻付近釆御加
損米拝借等被仰何倍得共兎角行直b不申に付,折人で吟味仕僻処両所共播右赤磯村 手々近にて御節僻
処,去^明和安永之歩よb遥 倒々百姓所持の自林鯵敷赤桝 へ売渡,或は致質入払方之手段に宛節主
-相渡中核に相成,自林所持之者あまb舞之年々甜窮弥増申輝子に相見申僻Q計中点林は御Bj地と藩
働年貢無倒座もの故御他伊江売渡候ては土地を渡申通裸にも桶当 り申凱 倒境目近所は一円に赤穂帝
の者持山に相成三石福浦両村之黄は一向入込不申年甲従牛方入込働中に付.松木御定法 も不神葬狼に
伐荒し申様子に付.不図淡々年に至御境目紛敷及争許停鉾も准所甚恐入静々棉考梯子乗合僚処,先方
には焼成証文相渡居中In故今宵容易に戻し申趣にも無飾彫工付,去々春費津石福浦役人江申何軒文一
写々破せ候上.御首姓日和無慮汁こは枝打も相成不申,振合他国-相渡伊中山たb共狽伐塀際- 山ゝ㌻及
吟味御崎申上僻問其旨相心得僚樺申渡債処,井朝雨村上b赤僻 -相移松木伐指節僻処,先方にも行
当り村役人よb大EE犀三宅頂左ヱ門-申出僻由.私円柳 生村庄屋太郎右ヱ門私方-肝卵,符市寺山
両山之松木劇指節に相成候由数年釆御凱居申蘇静甚Bl軽故障臥 碑手次辞働棉成僚棟数掛弁呉伊-と
申(KI付 ･･･- I･(後略 ) (鮎夢藤巻2.三 和弄凱山林之部 )
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これは,国境論争に至る以前に,将来論争がかこるであろうことを予想して未然に防止 しようとした
旨の口上を電き記したものである｡このように,当時の国境線は,ともすると,あいまい夜ものに夜
Dがちであったと思われる｡
そして,uJl砲を匡巨境の定められたのは,明治時代に入ってからのことである｡
明治十六年五月五 日 岡山県勘案鉄二於テ戸長武本正郎代理役場用掛三村長久吉受領ス
播磨匡赤穂郡 卜備前国和気郡 ト-係^EEJ界囲
地理局第廿七号
兵凧県管下挿敵国赤穂郡梨ケ原村及商山村 卜岡L)腺管下備前国和気部三石村 ト-係^国界ヲ定ム^
左ノ如シ
ー 既定国界字名尻,御境 ヨl)足長谷.乗馬ノ春,東深谷,奥山,深谷,境ノ尾,桜ウB]場.ノ数処
ヲ経テ手広谷既定国界二接ス^図面黒瀞ノ通
円務絢仙 Bj節蘇
右円務弼ノ命令-ヨ1)比図ヲ製シ官印ヲ捺ヌル者也
明治十六年三月十七日
地理局長円務大官記官 桜井 勉
さて.この国項があるために,近辺の人々はどのような影解を受けたであろうか.このことについ
て,国境にもっとも近い,船坂部落のかたがたにか許をうかがって碑た驚料をもとにして.近代から
現代にもかけて実射してみようc
o経済圏 (購買圏 )
日用品 - ･近 くの/｣＼売店,三石からやってくる行商人から購入
買廻品,専門品 ･･･ほとんど岡山で,一部姫路 ･赤幾で購入
男物はトビとてするかという点を甲心に研査 したが,衣服類 ･家具類などの買廻品,時計 ･テレ
ビ･発券 ･嫁入通兵などの専門品は.ほとんどの家庭が,岡山市まで出かけて月ぎ･■ト入する｡ ｢赤穂
よbも岡山-｣という傾向が強いように思われたo
o婚娠願(通婚圏 )
宗門人別帳.戸船津など明確な蟹料が祷られず,開き取b弼査のみによる結果であるが,岡山県
円との綴練み,兵庫鬼側との緑組みは.ほぼ相半ばしてかD.兵庫県の うちで帖上郡との軸 が
多い｡
o通学E盛l
学区がはっきb定められておD,上郡の筒寧学校-行 く人はほとんどいなho教育面では.国境
の存在意義が確定していて,学区制が践守されていると思われる｡
o労働力の妹散
三石駅における ｢通勤及通学状況師｣の うち,通勤の分を表 5-2-5にまとめると次のように
なる｡
-占ムー
兵 庫 県
㍉了.須 明 姫 ■ 竜 相 有 上 辛食煤 ′｣､磨 石 路 千 野 隻 年~ 郡 計
8 51 6.ll 5 1 1 1 44 50
54.5.20 1 1 2 1 占 5 1【】9 125
55_5.18 1 1 02 占 1 1占0 171
37, 5,1占 1 1 2 4 5 117 128
5a 5,15 1 1 2 1 4 18占 115
59. 5.20 1 1 1 14 5 71 1 92
4'0.5.14 1 1 1 2 3 占7 5 78
42.ll.8 fI 1 占 占占 75
岡 山 県
発駅 =ヒ口 和 熊 万 瀬 東 I岡山 冊 磨 倉 玉 金 ′J､ 令年.月日永 気 山 普 戸 山 淋i 薮 島 塞 計 計
S55,a.ll 99 224 50 18 12 占 43 452 482
54.5_20 114 185 44 25 20 5 27 414 537
55.5,18 148 254 87 54 25 占 2L 578 749
57.5_16 141 505 148 55 45 12 37 4 1 74d 874
58.5_15 148 229 88 45 48 21 23 2 596 711
5?.5.20 81 175 88 59 22 5 35 1 444 55占
40.5.14 115I 142 85 51 27 5 22 ll 1 1 4占占 544
この表は,三石町にある会社 (主をもの帆 三石耐火煉瓦RR.三石星煉瓦RR,三石粟野RR,大
阪葉芽RRをど)に通勤する労働者たちが,どこの駅か ら.何人くらい乗車するかを示 しているo絵
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数において帆 hq山9'.l-側が圧倒的多数を占めているが.兵庫県側の上郡の示す値は注Bを要する｡
以上.いくつかの面から,国境 (県境 )の存在意義を考察してきたが,近代から現代にかけては,
国境があるために特に分離されているようなものはみあたらず,土地の人 の々青線の中に｢間山腹人
である｣という自覚の強くあることを知b得た｡ (樋口貞子)
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第6章 近 代 化 へ の 胎 動
1 地方自治の展開
近代El本の地方 自治制は,明治21年成立し,55年頃塔立したといわれる｡その後変容を経てき
たとはいえ,それは地方自治の原型をなすものであった｡それゆえ.地方自治のあbかたをみる前に
その制鑑がどのように して政立してきたかを.更VCはその成立通巻忙おいて三石町が誕生するVE至る
までを辿って行きたいと思うO
先進EE]からの圧迫と国内の取乱を感じた明治維新政府は,強力な国家をつ くbあげること.その基
礎としての地方別巌の整備を求めた｡ところが.当時の地方自治親船は次第に領土制的階雁構成の朋
境vcよって自主的性格をもつようVEなって舟 D.孤立分散的でもあった｡政府はこのような地方自治
粗放に対処して,自らの普請に適合させるよ)に地方制度を改選していかねばならをかっ転 政府の
貿求が一方的に耳徹されたのではなかったけれども.一面Ki,-いて旧来の地方組粒を打破 して行財政
上の一つの単位VCLようとし,他面におい ては租税裁収の使宜上また維新政府の支持基盤確保のため
に旧来の相帯構造をできるたけ温存しようとするD二つの矛盾した要求が腐み合いながら展開された｡
それは.大区′｣､区制- 三新法制- 明治 17年改正- 明治地方自治制とhF)政策体系の変速とな
ってあらわれている｡(lJ
(1) 大区小区制
明治 4年.備前毘細孔 各村が59区に分割され.三石村･八木山村は第 18区 5番/J､区VC,野谷
村は第 19区 1番′｣､区に鵜したO明治5年4月.太政官布告第117号に基づき.旧来の大里正･里正･
員代 ･市井長の称を廃して.戸長 ･劉戸長と改められた｡このように大区′｣､区制は従来の部一組一町
村の組織を否定するものとして新たな地方行政単位女鹿定したOしかし.その意図は自然発生的に成
長していた村落自治体VC対して-方的VC貫 くことができず,寧ろ混乱に陥ったとみられるD(2)当初は
区戸長を最末端礎朗としながら,美顔vcは村役人a)敬務を具す者を認めざるを樽なくなってくる｡
同年7凡 岡山県管内に16の会議所が設けられ.臥区長各1名, 2- 5大区に一兵の割合で区長
がかかれたが.その下には1- 2/｣＼区につき2- 5Aの正副戸見 1村/lcl名の保長, 25戸に1名
の甲長が-かかれた.三石村 ,八木山村は那 会議所(第 17･ 1 8区管軸 ),野谷村は第7会襲所(第
日 ･20I21区管細)に属したOここにおいて,大区小区別の背教は,中央集権化の方向を浪こ
うとする意図をもちながらも,施行VC艇しては旧来の町村紐皮を雛認したとE'-ろVT-あると-LJえるかも
しれない｡明治 10年 11月にはこれらのものが悉く鮎止されて,区薮所が錐 されたDbと第17
区乃至窮21区に属した&.n気部には, 西片上村に区癌所が匙かれ,6戸長役場が設けられたQ^木山
村 ･三石村は第2戸長役観 野谷村は第4戸長役場の曾緬であって,各戸長役職 2名の戸島と英に
八木山村 1名.三石村2名,野谷村(及び金谷村 )1名の副戸長が定められた｡
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(2) 地方三新法の庇立
地方三新法とは,郡区町村編成法 ･府県会規月U.地方税規則を意味するO町村自治に滋も膨呼を与
えたものとして郡区町村編成法曹とDあげてみると,これは明治11年 7月.太政官布告第16号Kより
定められ布達されたものであった｡同年 9月,蛙布達甲第 11･0号を以て,郡区町村編成がなされ,那
役所の位伍が定められT7:069カ村管軌 和気区役所が西片上にh･.7.かれ.これに伴い周年12月副戸長に
代るものとして各村 1名の戸長が町村の公選によって任命された｡これは府県会規月rJと共に,新地方
自治制度の体制化菅示すものであったれ 公選地方議会を設促し民選戸長に村落自治体の長としての
資格を認容しつつ,他方で末端官僚たる部長の権限を強化し.戸長を戸長戟跨概白によって番冥上従
如せしめる.という二面的性格をもつものであったO (3)
(3) 明治17年の改正
自由民権連動の敢化に対応して,昏法制定む卑債の一散としての地方自治制を整備するために,明
治17年三新法体制の大幅を改正がなされた｡恥仙 膿では,明治16年2月.県布達甲第15号を以て,戸
長役場区域を拡大し.戸長以下の配直方式を改め.戸長民選別を官選制にかえた｡和気郡89カ村は28
戸長役場の管帖となD,三石村 ･八木山村は葡山村と共に第 10部戸長役場に.野谷村は金谷村ほか2
村と共に第11部戸長役場に属した｡
(4) 地方自治制の成立
明治21年の市制町村制碓行の前提として,町村合併が行なわれた｡ これに関して象 10部戸長役場戸
長が和気郡長VC宛てた答申は次の如くであった0
才口気配三石村八木山村
以上 2カ村三石村
右者町村制実施二付有力村造成ノ為メ合併汝称ノ轟各村村会観良ノ内-御諮問ノ上答申審御示相成
勲考ノ処前記ニケ村ノ外野谷村 ･金谷村-往昔ノ関係及地況ノ便利 二依 り三石村 卜併セ-ケ村 卜致
度旨各村村会義貞ノ内答申差出居候通野谷村′､三石村八木山村 卜接近白々.人民往復モ不砂其風俗
及生活1ノ如キモ大差無之候二付野谷村ヲ加＼三ケ村ヲ以テ合併シ吏二三石村 卜改正相成可然 卜見
込侃 尚金谷村 卜雛モ同村ノ肇望二依レ/､併セテーケ村 卜相成モ差田無 卜存候此段答申申候也
右三 石 村八 木 山 村
戸 長 三 村 長之吉
明治21年11月16E]
和気郡長 大 森 安太郎
これによると, 村の合併は ｢有力村造成ノ為メ｣であるD こ こで.明治22年の各村の次第と明
治25年の古併後の三石村の決算とを比叡してみると,下記のようになるQ
明治22年
三石村歳入決算
塩 魚 5907ddd
･諾 収 芸 5986:,8,d…
八木山村歳入決算
総 観 6071占9
(若役敬 付金 7'152税 55,017
- 70-
野谷村歳入決弁
絶､ 観 1047001
(昌兵役軸 戻金 4.942枚 99.059
明子鯉5年三石村
円
松 観 1D62449
雑 収 入 115860
(村 税 94… 9
明治22年旧三村q)歳入合計は 745.856円 であるが.明治25年 1062.449円と古併後大幅に歳入がO-)
ひている｡｢有力村｣とは先ずこのような内容を示しているのではないだろうか｡しかしこの歳入1)
増加は村民-q)村税負担増大で可能となったものであるDでた,各申中に述べ られている ｢往昔ノ関
係及地況上ノ便利｣,｢三石村八木山村 卜接近日々人民笹復モ不砂其風俗及生借上ノ如キモ大差無-｣
は.隣保B]鮭の旧慣を基礎として自治制を樹宜しよりとする意図を示すものともいえるのである｡(4)
市町村別施行cL)5'I碇としてqT村苫肝が半銭軌的VC遂行さn.数個q)部落を合した新たな町村が創出
された｡その過程では.人民の壇抗を綾部するために.部落有林野の旧相識へ の残存 などの過汲的持
直がとられ るQ三石村では旧三石村を除いてその財膏は町村有となっていたが,各部に財産取扱要点
を定めて,旧村落との結びつきをととめる形をとったQ三石村長三村妄'G が和気部長に宛てた ｢村 内
各部財産二関スル挙動叔攻方見込申｣K:よると次Q)上うである｡
大字八木山村.大字三石ノ内福石･土師神横 ･渡触･帝石 ･関川 ･宿 ･船坂 ･五石.及び大字野谷
に於ける田 ･畑 ･部村宅地.山林原野がそれぞれ示されてい て
右各部 トモ従来其区惣会 ヨリ取扱要点ヲ選定収支共委員二於テ進退到来侯姿見ノ任期 1ヶ年.lXノ､5
カ年ニシテ各区 トモー体ナラズ
右ノ暫偵二依 1)将来モ右ノ通規定相成然 ト
ー､各区-財を収扱委員各2名ヲ故
二､取扱委員任期 2ヶ年トス
三､取扱委月-其区住民ヨリ選挙スルモノ トス
匹､取扱史用-其区区食-ヨ1)支出スルモノトス
五 年末- 1垣J村出決算ヲ村長検閲シ尚区住民-報告スルモノ トス(以下略 )
三石村長 三村歎 吉
明治廿二年八月六日
和気.,郡長 大 森 安太郎 殿
とあるQ三 ･四において,旧村落共同体の性格が)ち出されていることが入られようQ
さらに,新町村自治体が住民の本来的な自治に基づくばかDでな く.行政機親の末端に位直してそ
れを下から支えるものである限Dにおいては.旧村蕗の秩序が何らかの形で亀有され,利用されねは
在らなかったというのが男鹿であったのではないたろうか.地方日給制か成立した段階vcかいても各
町村に行政区を誌め たq)がこれで.三石村でも旧釆Q:)各村落が行政区として設定され.区会が設けら
れた｡三石村長三･ftI財吉か勅気部長に宛てたものPCよると.
明治廿四年三月十七日熟三一一号ヲ以テ､本村各大手三 区会殻笹ノ件具申候処仝年四月七 日敗甲第
七五号ヲ以テ条例御添札 本村会二於テ適否禍査意見世申候複軸示達相既本村会開会熱誠候処大字三
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石ノ内元五石新田-明治7年盲tJr現今q)大字三石ノー区 ヲ為クJL,モノニシテ合併ノ当時ノ記鼓二依り
各運輸ヲ殊ニシ旧村阪9所有ノ財藍及営造物専有之仮粂前脚日村各村二区会設瞳セサJt,-カラサル意
見二有之候他別紙条例意見首相添此段申候也
とあD,大字単位作者鮫することは三石VCおV,ては適当でないとい 9意見で.三石村区会条例意見苛
が添え られ′てV'る｡
第一粂 三石村大字八木山大手動各大手三石大字五石ノ内元五石新田ノ各区二区会ヲ設ク
暴二条 各区会議負ノ定点ヲ定ムル番左ノ如シ
八木山区二於テ- 四人
野各区こ於テノ､ 六人
三石区二於テノ､ 八人
五石区二於テ- 四人
第三粂 区会議長-廿五大区公民中選挙権ヲ有スルモノヨリ之ヲ選挙ス
但町村制第十五条第二須ヲ適用ス
第四条 区会議長ノ選挙人-臭階級ヲ升クス
第五条 区会-其区こ所有シク ル財産及営造物こ幽スJL,串件並二区戴ヲ支弁ス-キ鞭 ヲ議定ス
窮六条 大字三石-蘭スル事件(第五条 )ノ､三石区五石区会議長ヲ以テ襲定ス
第七粂 区会-前数条ノ外総テ町村制町村会ノ例 ヲ適用ス但区会-矛盾スルモノ-此阪-アラス
農三条.爺四条は.区会が市町村制をこ77すことなく.禰鎖し,下部秩序として部落共同体的秩序を
利用する とい う性格をもつものであることを示しているQこの意見審vC返して和気郡役所から三石村
長にもたらされたところVCよると.
区会設置二関スル意見本月十日付第匹六七号ヲ以テ御復申相成候処区ヲ画スノレ細分ニシテ却テ錯雑
ヲ致シ労臭ヲ加ウル等ノ草有之候テ-区ヲ静クルノ旨趣ニモ不相連予テ其筋 ヨ1)円訓之次第モ有之
候-付可成大字二止メ侯様相庇監宜候第六条-甚不凝当 卜相談メ候条此段御調査之上訂正差出候様
相成慶依テ別紙相添此段及御府会健也
和気郡役所 庶 務 課
明治二十四年四月十六日
三石村長 三 村 f久 喜 殿
｢細分-シテ却テ錯推ヲ致シ｣とあるのは.市町村別遂行の立場からいっているものであろうし.そ
QI)意味で. ｢区を殻くるの趣旨｣は区会を町村の足場として利 用しようとすることであったと解せら
れ.る｡
① ｢E]本歴史｣近代 5. F地方El鞄jt大石島一郎 )P229- 281 岩波%･店｡
(む 前掲脊 F地方自治』 p257- 25U｡
@) 大石･#-一郎老 ｢E]茶地方財行政史序説｣(L､茶の水巻bi)P790
@)同P598- 90
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(5) 表8- 1- 1 財 政
歳出予井額 財 源 役 場 費 教 育 史
依 存 自 主 内 用丁 村 我
明治24年 円 円 Pl 15.品 (9'吻 円 400,dnOOー(24.%)1.161.544 15,280 1.ム49.091 518.1506(512aJZ,)
27 2.159.150 15.084 1.156.724 1P14.h54(849 ) 459590(5&4 ) 475,190(59-8)
50 1.75♀452 19.408 1.721,Odd 153?.724(988 ) 774,800(44.5 ) 641.480(56,9 )
55 2.811.282 95.992 2797.679 2.40窄 7ーe5-7 ) 887.646(51.a ) 1.465.516(51,1)
56 i944.811 425.9ti8 4.010,252 i552770(a4.8 ) 1208.161(50.a ) 1.796226(45,5 )
59 4.450.906 258.757 6.761,884 5,75739咋 4B ) 1,46?,499(55.2 ) 1.855.D59(41.8 )
註)1 町村会議事録予算啓に上って作既O｢寄島町史｣
2･ 依存財掛 ま.地方税(県我 ),補助金.交付金.寄付金等を示すO
エ ( )内は全て,歳出予細 に対するIEI弁盤を表わすO
町村新施行当初ま財政が貧串で.国庫からの補助が殆んどなく.大部分が村税VCよって飽かれてV'
た｡例えば明治51年 ｢上申畝伺鐙｣VCよると.
明潜 1年鑑ヨ1)向五ヶ年簡多徹ノ村裁ヲ裳スル-有年 9月29日非常水害VC雁 リエ責ヲ為サザルベカ
ラザル 卜継続草葉トシテ来年旋ヨリ砂防工邸ヲ施スコト-依JL,本村-田畑少ナキ山林多キ村落ニテ附
加税地価割-地奄七 分ノーヲ瓶鰍スルモ戸別削 -一戸平均二円九十巌地方税戸数割ノ九倍ヲ練シ常葉
刺-匡献茶税ノ五分地方税ノ七 分ヲ課シ此上右二鉄日二地線スル-其権衡ヲ樽サJL,モノト認メ製途最
モ重かレBg係ヲ有スル土地則地価二増錬スル所以ナT)｡
とあるように,非常水害で大 きを被等を破むっても.それは村税の賦課徴収によってうめ合せるとさ
れたのであるOまた.明治25年から44年までを平均すると教育史50鯵,役場虫 28･5%で高塾となって
いる｡教育史 ･役場砦が大 きな割 省を占めていたとい うのは,匿政事務の負連の大きさを物給ってい
る｡自由民権蓮如 ･姓氏暴軌の教化の中で.松方財政は地方財政の国家財政VCよる収奪の強化によ9
人民を困窮させ抵抗を和らげようとした意図をもった｡地方自地利が基本的VCはこの要求VC応ずるも
のとするならは.町村は固有学務だけでなく国政単音Ytも目己の穀用を以てするよりに定めらn.経
髭の殆んとを:町村税で賄っていたのも分るD賄い切Itぬ韻号や特別の場合の経掛 ま公借金によったO
これらについては,明治27年歳入出予算に例 をとってみると下qL)ようであって,村税の踏板が歳出絵
亀の84.9%を占め.国県の交付金は底か1,5%である｡打公債女と共VC財政の 幽扱きをみる｡経穀の円
盤も高額なのは教育費45.5% .次が役場費28.7%であるO医助を招くためとか伝染病流行に対処する
ためVC衛生髭43Vvか苦しい財政の中から出されていることがうかがえるO
表6- 1- 2 明治27年歳入出予算
歳 出
第1款 財産 ヨリ生スル 収入 84.470(711) 声 1叡 役 場 吏 459,510(58･4)
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歳 入 歳 出
第 2款 使用料及手数料 200 第2款 会 議 蛍 11.150( OrP)
第3鼓 雑 塀 入 8 2.200( 6.9) 那 款 土 木 史 5.000( 0.4)
第 4款 前年 度 練 越 金 15.000(1.5) 第4款 教 育 費 4 75.190(59.7)
第 5款 国 庫 交 付 金 5.780( 0.5) 窮 5款 衛 生 受 51.ODO( 4.5)
削 款 地方 税 交 付 金 9.284( 0.8) 第 6款 救 助 費 24.600( 2.1)
第 7款 村 税 1,D14,854(84.9) 農 7款 督 備 発 1.GOO( 0.1)
1. 地 価 削 204.659 第8款 勧 業 貴 6,577( 0.5)
2. 営 業 割 88,290 第9款 諸 税 及 負 担 56.555( 4.7)
5. 戸 数 割 721,905合 計 1,21.788 第10款 村 公 僕 Al. 8 4.470( 7.1)
第11款 予 備 史 21.080( 1.8)
合 計 1.19565 100.0
註) 1. 明治27年三石村会論争録により作成｡
2, ( )内は.歳出総額VC対す る百分登であ-る｡
(6) 町議会の展開
維新政府においては,町村会規則制定は時期尚早とされ.三新法制定時においても見送られ る｡ し
か し明治8年地唖改 正反対一番続発VEよ 9この政策は変化 してきたし.明治9年かCllD年 にかけては
地方長官の町村会開設が急速に多 くなってきた｡
明治 9年5月19日乙第80号 ｢岡山県管内の区々村 々VCお い て会議を起こきしめ｣ とあ9. 5月25日
区村会議仮J山等が 定め られた｡同年 7月 7日県区町村令の発布によ り毎 月榊設されることになった｡
温良は公選で.その資格は.25年以上の男子という制限かつrTられていた7t'けであった｡諺長は戸長
などが充てられてい て.決議事項は会議所を経て県庁の指揮を得てのち施行されるものであったo明
治10年乙第18号′｣､区惣代人選挙心得軌11月町村会規則改定によ9小区惣代 は直接税 5円,町村惣代
は12円50銭を納める者の つちからあてられ.鼠色につい ては1P4F以上の男子で地租を納める者は選挙
被選挙の資格 を有 した｡ この惣代人制は.区戸長の専 断を抑え,戊民の蝕嬢を刺 ;,げよDと する意図
か ら&rLrTられたとみられ るが,決定的な制度ではな くて, 2月 には早 くも町村惣代人か廃止された｡
惣代は区 町村民の代理者として民費の取扱い,公租公課の負担VC換ってい て,公的行政 を私的縫蹄か
ら分離した意味で画期的 なもの であった｡ これは町村会に受け継がれてい った｡明治15年 4月太政官
布告第18号で町村会法が定められ.町村会は町村の公田代詠機軸と して認められた｡
明治21年 4月法律農 1号で町村 軌が公布され,附山県では6月 1日から施行された｡ 6月20日dI村
会鼠員選挙が行なわれてから,町村議会が本噺 に展 開されることになった｡ 当時の選拳制鼠をと9
あげてみると.選孝 ･被選挙権か25オ以上の男子で一戸をかまえ地租もしくは直接国我年数 2円以上
納入する者に限 らn,等級遠拳制が援用されていて,節税勧め多少によって速番人 ･遠 出重点共vc2
級に差別された｡ 選挙資格を雨する者は明治45年 ｢町村会池貝選挙権 ヲ有ス,L,人員数調査表｣による
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と一級有権者25人,二級有極者245^ であった｡
大正W年の町村制改正に伴い.町村会鼓長盛革靴象は和親額vcよる制限かなくな9,等級通巻紗jも
徹廃されたOそこで農 5表をみると,大正 9年の8.さあから16.?%へと2倍に伸びている｡大正14年VC
は普通選挙乾が実施され町村でも15年に改正されて25オ の男子で2年来の住民であれば選挙権が得ら
れる ようになった｡大正10､14年平均17%Z?から15年の10%,昭和 2年の2a6%へと選挙権は拡大され
てレヽった｡
参考文献:｢三石町史｣第2部
｢日本歴史 近代 5｣ (岩波沓店 )地方 自治｡
大石凝一郎蕃 ｢日本地方財行政史序説｣ (御茶の7JC昏房 )
｢寄島町史｣ 第五車(六)～ (八)
表 6- 1- 5 選挙権保有者のirJ昔
(木野房子 )
証) 現勢調査乳 ､｢衆駿院慈負･県会監由.£会議長 ･町村会艶邑虐尊人員｣及び.岡山県統計
年報(税住人ロ )によ9作丘も
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表 6- 1- 4 町村会議月の収菓別負数
??? ??? ?? ???【
??
?
???? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
??
?
2
1
2
1
1
1
1
1
???? ???
?? ?
????
? ?????
註 o三石町役場 ｢吏負町会鯨学劫安貞
名浄｣vcよる｡
○工業 (鉱菜 ･工兵 ･会社員 .会社
重役 )
oその他は,林葉 ･理髪葉 .国鉄職
員 ･郵政局長 ･司店番士.神rgi･
僧侶 ･無職5･示す｡
o脂和22年は.自治法施行第一臥
臨時改選｡
o大 正 2年～同14年の各年の歌集別
人 □割合は下6)通 OO
2 産 業近 代 化 の 萌 芽
(lJ 三石町に封丁る蓬莱近代化の概観
幕藩時代までの三石は,備前藩の支融の もとで山相通の宿場町として発達 し.鶴道交通に重要 在位
鹿をしめて きた.
一方,産集 にも･いては.その中心 である典菜をみると,耕地の狭いことと丘陵性のため零細であ9
新田筒先が一部でおこなわれたことぐらいで.他の村落と比べて槻 すべ きことはなかったといえる
TtLろつO
ところで,明治維新から100年 を樫 た今Elの三石qL/葉栗はと)であろ)か｡ ろ)石粟と耐火煉瓦ユ
粟とクレ-エ菜が辞 の中心であるoそればかDでなくて.東備工菜地区の原料供給地的役割をも果
しているOそこで,明治以降産粟 近代化の萌芽はどの ように進められてV'ったかについてみていくこ
とVCLよう｡せず概観してみたい｡
#藩時代には,ろ う石の深謝は,池田侯の用山のためをとによっておこなわれていなかったC たた.
慶長の昔に八木浄段がろう石を発見し自ら彫刺し.その彫刻品は三石宿場の名物と して知 C,れていたQ
ところが,明治維新後,払下げが許され.以来ろ 9石山である台山が息に注目され.三石の産葉は
こq)ろ う石にi:って転換してい くことVC凍るのITある｡
明治初年頃は,ろう石 は文具･蒸器･印材･放物その他の細工物と して市販されていた｡やが て明
治5年の学制発布後′J､学校q)学童用晶として石珠の常套が増加するにつれ.石輩の製造に着眼したの
那,三石qL)庄屋で酒造葉を営んでいた加藤忍九邸である｡彼は種 々研究の結果石並の製造に成功し,
やがて明治16年に｢校用杜JとV,う石峯会社を盈立した｡ そうして石集製造が発展していったのであ
る｡
また.そのような石輩救造過程に出てくる石秒や くす石の利用に,加藤忍九郎が腐心 していたとこ
ら,彪商務省地質調査局の巨智部(こちべ )思蔑博士が三石QJろう石山の地質調査VCやってきて.｢三
石q)ら)石は刺火レンガ原料としてきわめて俊秀｣と艶らし.三石ろ う石が耐火レンガqJ瓜料に適す
ることを初めて知ったのである｡それによって,加藤忍九郎 はろう石耐火t/ンガを試作 してこれVC比
功し,明治25年には ｢三石煉瓦製造所｣を設立し製造を開始したO これは,やがて.明治50年VCは,
｢日本耐火煉瓦株式会社｣. 明治54年には ｢加藤耐火煉瓦並進所｣と改められ発展 していったのであ
るoこGJことは石錐生産が耐火煉瓦二葉形成の臭礎となってV,たことをよく示 しているれ こ Tuませ
た明治25年に山儲鉄道が三石まで延過酸静されたこと,および当時わが国では茸舘 ･適職二葉部門VC
おいて秘めて大足の鉄材を必要としてか17,丑鉄用資材としての耐火 レンガ二Ⅰ二乗形蝕の賓凶をなした
こともあわせ考えをrTれば ならない｡明治之9年に鴫 ｢三石耐火煉瓦力感 告発会社｣ も殻立され,こ
の二社で小規模をが らかな9良男の浪晶を生葺し.釜石 ･八幡両刺鉄帆 呉栃軍ユ軌 阪神地区をと
に出荷され ていた｡( 師 山県の歴出 621貰KJ:ら )0
さらに,ら )石からク レー 穀進がおこったq)である｡わが国vcをいては,明治研期頃から英国童ク
レー を輸入してV'たが,そq)後製紙葉 (拝紙 )が最遠するにつれて,その堀科で あるク レー 製造が店
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目され,明治29年頃岡山県三石のろ )石をLR'科としてクレ｣が救造されるVE至れ ｢三石ク レー 株式
会社｣ (社長は万汲忠治 )が設立されたo これが.わが国クレーユ菜の職矢といわれているo以来,
立地条件の良好 なこと.胤料たるろ う石の焚伽 機 雷たこと,企葉が比較的簡単VC出来ること,用途
の拡大 椴 の増加などの理由によ り,明治末期から大正年代VCかけて岡山県を中心に大巾に発達し
団円はもとより遠く南米 ･東南アジア方面に紡鰍用 ･製紙用として輸出するようになったのである｡
こq)ように,三石a)ら )石を原料と して.石森工粟 ･耐火レyガ工棄 ･クレーエ粟が誕生し.三 石
町の近代化VCかける主賓竜嚢を形成していったのである｡そDLで.良薬はいっそう副菜 ･片手陶と
在り.鉱 ･エ薬中心q)産葉構造となるととも作.その鉱 ･工葉も横板化 ･金型化.すなわち近代化が
すすんでいったのである｡
L2) 産粟別構成よ9ふた蓬莱近代化の萌芽
由) 辞 別人口および戸数構灰の推移
明治期の蓬莱碑Bk:管.明治初期･中期 ･後期とその推移を資料に上ってみなければならない那.復
籍め文督しかみるととがで きなかったOます.明治58年以降における藍棄別人 口および戸数府政から
入て入たい｡
表6- 2- 1 蓬莱別人口･戸数構成
- 幾 英 漁 斐 工 費 商 集 そ の 他 合 計
明 人 口 男 1.225 - 79 196 52 1.550(総数) 女 962 85 14 4 185
冶 し人) 計 2.185 - 144 510 94 2.755
生藍人 男 745 48 121 55 945
十 (A) 女 558 - 56 48 25 645
年 計 1.281 - 82 189 58 1.590
戸 数 (戸) 457 - 51 75 24 667
明 人 口 罪 598 - 255 151 525 1.525(総数) 女 56 40 17 448
準十 (∧J 計 1,154 - 488 291 1.040 2.975生産人 輿 548 - 147 88 21占 799
五 (人) 女 555 - 141 84 207 765年 計 681 288 172 425 1.584
戸 数 (戸 ) 250 - 10占 65 255 652
明壁 *SL撫 合計 専粟蘇 合計 尊菜 瀬棄 省計 叫蛮 兼蛮 合計生産人 男 428205 855 205 418 621 1占5 189 552
十七年 (人) 女汁 41482 1915 6 805 - - - 1960 40622 602 156519 1725 1 528
4 258 4 1 8 ,225 a 680
戸 数 (戸) 18 87 27 89 181 270 71 8 149 692
明 生産人 局 511525 656 - - - 57? 412805 155 180 513 1
治 し∧J 女 298509 ム05 561 591 791 12占 172 298
四千 計 8076341241 740 805 543 29 552 6 1
備考) F域勢弛査鱒第-奄身よ9作瓦
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この表からいえることは.曲葉における生産人数と戸数が狭/少しているの忙対して.工業における
生産人数と戸数が増大していることであるO良東戸数をみてみると,明治50年には457戸であったの
那.明治41年には 156戸になっているD一九 =葉に分ける生直人の推巻を･みると.明治50年には82
人であったのれ 41年には 740人 (専粟 )と激増 している｡
(b) 生産総価振構成g)推移
次に,大正元年から昭和 5年までの20年陶における生産捻伽免税既の推移をみてみたい.
表 ムー 2-2 生産総価観棟成
農 産 占5,25占 円 48,410pj 97.18曲 95.955円 94.88卵 55.29ひ円
盲~ 産 2.140 958 2.445 4,001 5,8砧 4.28占
林 産 4107 501.578 39も851 412.421 522.521 545.459
喪 産 2.041 4.478 5.651
エ 蓉 518､054 805,751 489.115 75&904 占96.112 729.245
省 計 587.997 1.154.522 985.595 1.25i古04 1.525.占以 1.555.?ll
備考 『製造襲』 よ9作私
産葬近代化の 萌芽 を追求するためには.明治期にかける生産総価街構成の推移を明確にすることが
必須であるが,資料不軌 ため表に記入することができなかったC
この表から言えることは.20年間に盤産総価額が停滞しているのK対して.ユ産総伽静 ま2倍以上
に急増していることであろうO
(C)産薫別生産高構成の推参
それでは次に,鉱 ･工産物と巣蓉物の生産高構成5:みてみよう｡特に,石並と耐火 レンガの生産高
の推移に注EIしてみたい.
表 ム ー2-5 産罪別生蔓高価成
.忘を竺 明 治 29年 明 治 59年 大 正 元 年 昭 荊】元 年 昭 和 0ー年●昭和 50年
栄 1,578石 2.127石 2.2占7石 1.748石 2.207石 1.850石
麦 1.544石 1.284石 1.244石 1.005石 1,022石 1.205石
ろう石及び枯 土 ? 5.945,880貫 9.040.987兵 55.545.677E 69,451.5□8其 175､deB屯
ク レ ー 48,164ff 176.000負 851.47OLr725.744茸 1.占28.700負 7.294屯
モ ルタ ル ? 1,910,051rf 4.145,885虫 ま712,997丑 7.579,954fl- 14.400屯
備考 『三石町史jよ9引札
この表か ら言えることは,石輩の生産高が敵就 しているのに対して,伽火レンガ ･クレー ･モルク
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上
〟.ろ9石及U粘土の生産高は激増していることである｡
(3) 鉱二葉の形庇と近代化Q)迎春
糾 石垂粟の萌芽 ･発展 ･衰退
鉱工薬の形成と近代化の過程をLりくわしく分析してい きたいのであるが,まず蛙初に脚光をあひ
た石軽葉からさぐってみよう｡
舌見 ろう石は文具 ･茶器 ･印材･直物その他姓Jtの細工物として市販されていたが,そのろう石
が白玉Q)重婁産物とされだしたa)は.学制餅布の明治5年からであるoその翌年の明治6先にウィー
/で開催されたオース トリア博覧会VC.岡山県代表物産15個中.和気部野谷産ろう石二箱と八木山産
滑石匹個が出品されたが.この意外のものの登場忙大 きな反中をうむことになったOその説明番には
次のよ)に啓かれていた｡
○轍石 所蓉 和気郡封各村貌通各
地壬 末広友太郎
橡主 末広仙次郎
開山 凡ソ七十ケ庄
出産高 三-b十二賀九負六十 日 壬申正月ヨリ六月マテ
代価 一文二付 永七十五文
o滑石 白石 所産 和気郡三石村大山
紫石 地王 武本正郎
稼主 花房恭息
開山 凡ソ二十四･五年
出産高 二千五白^十二貴四百五十E] 壬申正月ヨT)六月マテ
桜代価 一五二付 水四十七文五分
右白石大材 凡ソ三尺以下
同夜二穀方 面凡ソ三尺以下
筒当今紫石-至テ稀少殊二大材ノ､碍勝ク白石 トAtLモ大材-･偶々採1)当り候畢ニテ常二碍赦ク牧石
ノ分モ同様二御座候 細工 ･文具 ･茶器敷 ･花生 ･男子器 ･酒妄ノ具 ･形物･箱物 ･放物 IETJ材類
尤モ白石之分-当今石缶二挙ク製造数候
(F他山頻拍記畢j よ9枚革)
これは細工利用q)珍石として,また大理石代用品として着 日せられ.西洋人向きと考えて出品され
たのであろ う｡ こq)博覧会出品はむだではなかった｡その触石出品qJ用件で,野谷村の戸長だった加
旗忍九郎かた7fたま岡山県庁に呼U'出され七いるうちVTL,｢石鎮｣の話を耳忙し,その実物を臼にす
る機会に思まれたのである｡これが.山中の-寒村 ｢三石｣をE]本の柏舞台に乗り出させる磯蝕と在
った6)であるO
『三石町史』は.続いて次のように説明しているO .
加藤忍九郎は,持ち戻った致茶の石銀を見茶VEそq)研究を鞘始したが.製造用具のこと,朝潮の入
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手も容易ではなかったo Lかし,奔走しているうち托.三石で r白石山｣を手VC入れること忙成功し
たのであるo(政友磐太郎から)｡また.救造器械にb確信がもてたしたので,いよいよ鐙初の石銀盤進
が始められることになった｡その年代につVlでは･ F知東部果』には ｢明治七年加藤忍九邸創始す｣
と響いてあD,加藤忍九郎 鴫 歴では ｢明治五年｣とある4種々考え古わせて見て.七生誠には荷担
出来ないo五年説が正当であろ う(三石町役場には何 も記魚か ないが )O 伺よ9も r岡山県胎記事j
qL)明治八年分物竜岳の中に.
石韓七 白八十三万三千九包八十九五(比の金高一万九千五台六十三円二十三鼓 )
とあるq)が動かぬ証拠で.わずか-カ年陶にこa)数字の生産能力は考え られないからである｡
当時三石はも銀ブームで飽き,石登一正弐亀五度とvlわれているB石隼は学童用品としてしだいに
その静翼が増加したので.畢粟Q)払盛を賓することとなP.彼加最忍九餌 ま商号を ｢佼用社｣と称し
(現在6)加藤徴山軟式会社Q_)前身 ),牧石の細 と石血の製造に専念することとそった｡
それでは.この加藤故山株式会社の沿革を適して.当時の触石 ･石撫 q)萌芽 をさ('って九より｡
『三石町剣 Q)｢町内各畢菓場q)概況｣として.牧の上りに記されているO
-､明治九年四月.当時の/J＼学校用品たる石掛 ま.A･q)大部分を倫人に符つの状態 なるVE蕗み.覗
父加慮忍九邸が当地馨の牧石を利用し.国産化に着眼し.種々考究の結果之れが炎造忙成功 し,
触石の扶掘忙番手す｡当時q)商号を校用卓と称T｡
まもなく,加藤忍九郎は三石 の関川 VC隆名鹿合 ｢日石艶｣ と称して(明治20年 ).敷石q)採掘およ
び石盛の救道政充を営んた｡こqL)よ)に.石盤製造は置名組合としては ｢校用社｣ (野谷 )と ｢白石
館｣ VCかいて.また個人としては桑原丈四郎をとによって営まれることになった｡
やがて.加藤忍九邸は石鍵の販売の鞄係上 .大阪- 出席した｡ こq)ことは,学用品界に大きを波紋
を殻げた｡石範の注文が山嶺みするばかPでなく.破む人柄を男われ 工場の大拡販を聞達から迫ら
れるに至ったのである｡たまたま政府の勧殊でプラyスa)バTJの万国博覧会に ｢佼用社｣の石缶を出
品したところ,礎状 (ほ )じよう )を受灯(明子酔2在 ).つVIには.受動的に ｢大坂石車合資会社｣
鮎 リ立せねばをL,なかっ私 こ6)｢大阪石尊号督会社｣に粗放を変更したのか明治26年12月である0
これは.かねて向屋飯とメーカーの冒同会社券立を提唱した梶本定吉(大阪の著明学用品問屋 )の肝
入 9で,岩井文助その他の大阪の人を勤務し加盟したのである｡つで9.大坂の問屋筋の要石と三石
の加藤一貫の経験とによる,金と技術q)合併苛零であった｡したがって.常葉所は大阪 に赴き石蕗製
造正びrL石粉 ･耐火原料 ･切石 ･石材かi:び原石の採払要道,あわせてその敗亮とV,うことになって
いるが.石蛙の灘迄が主 なる目的であった｡資本出女金は 5万円で.岩井文助ほか11人であった｡開
店してみると,あまり儲か りはしないが.将来有丑を寄集で あることに気かついたOそ うなると各人
の帆VC意見oI)相適が出て来て.やかて問趣が幽鬼した｡ そ 5Lて.つい に分碗することに なるOそれ
では.大阪方と加藤一家との触突Q)腺凶は何であろ う恥 それは.たぷん.耐火レンカ野道が腹囲で
あったといわれているOその証拠は定款で. ｢そa)他ruか薬は-耽 れ-をp為さず｣と耐火レンガ判じ
込みに一茶釘をさLてL^ることである07fた.組私変史と向時K.-2もなく加膿一派が並行的に ｢三
石耐火煉 瓦熟慮乳 51･blは し引触ぎ賢二工場増設丑と･･挑発行為に出ているQ)か･この消息を物缶っ
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ているといえよう｡とにかく.耐火 レンガ製造に朗して ｢大阪石銀杏紫会社｣円にお家鮮血か起きて
遂に訣別し7tのである｡ ( 『三石町史』vcよる )
さて,三石にかける石並生産高の推移をみると. 明治29年次には 500万本 であったのが明治59年状
には527万五に減少していることが表 5忙よってわかるOこの よ9忙滅少した原軌 よ何であろ うか｡
そa:)第-紘, 日露戦争後VC石缶が学登用として使用禁止となったことであり,7fた石轟製造に使用し
得る適当なろう石産出が漸次叔少したこと,さらに耐火レンガ工乗 ･クレーエ粟が勃興してきたこと
であろう｡石範は学童用具としての使用禁止以来.主として鉄工葉に使用する6)みとなって今 E]K至
っている｡昭弁口50在次の生産高は85万本とな9歳盛期の占分QJ1にも淑少している｡今E川Eかいては
三石町vtかいては製造に換わるものも1.2VC止ま9.5t'挺工葉として狂産 占,7万オこ程度となって
いるO石地産業は衰退してしまったのであるO
それでは次に,こq)石軽索にとって代 った耐火 レンガエ素とクレー 1菜の新芽と近代化の過程を追
求してみよう｡
(b) 耐火 レンガ工業の勧寡と発展過程
耐火 レンガは明治初年頃は輸入されていたれ その臓人品 には文郷や印鑑の粗裁品ももったい振っ
て目玉VE持込まれ法外を値段で売られてい7t｡E72B:ではじめて耐火レンガが工場制工業によって生産
されたgJは.明治初年.西村勝三か伊勢勝白煉瓦救造所(現在の品川白煉瓦株式会社の前進 )に剖ハ
て.アン リ･ベル クランの指導のもとに製造を開始した時点であるとされているo
それでは,三石ろり石を原料として耐火レンガ製造がはじまったのはいつであろ )か｡これは酌述
した通 り,加藤忍九郎が上等のろう石をもって作る石輩の辿進では早晩採算のとれなくなることを予
見し原石の利用に腐心していたのであるが.たまたま外国から輸入した耐火レンカを見たこと,また
明治18任に鹿商務省地質調査所長巨智郎(こちべ)息泉博士が三石ろ う石は耐火諸原科として優良であ
ると説明したのを附き.旋集で耐火レンガの試作をし乍ところ好成続を収めた｡したがって,ろう石
を腺料とした耐火レンガ炎道の最桝はこの時の試作成功であろ うOつま 9 ,加藤忍九邸によって明治
18年だといえるだろう.そうして.明治25年には ｢三石輝瓦製造所｣が創立されて.多丑生産が始め
られて任々驚貴が拡大されたOや:がて明括20年代後半期には.地場軽本の手で中小規模の工場設立が
三石 ･伊部地区にみ られたo
それでは,こ6)耐火レンガエ葉の萌芽期を現在の諸会社6)沿革をさぐることによって明らかにして
みたい｡ (年を追ってみた )
o ｢加藤忍九邸は明治18狂にかいて耐火煉瓦の試作に成功菅見て居ることは.当町今 ElqL)繁栄の鍵
を築いたものといえる〔｣
o ｢(太平鉱山)は明治2D年台Lrの開坑に創まるO同25定離 ･cu白濁-が立つ忙及び,匪名組古太平
鉱山専務所を創立したoJ
O ｢明治26を.姓商務省臨時製鉄番兵調査安月余に於て.当地産轍石む娩科 として製造せ られたる
耐火煉瓦の既統俊秀なるを訟貿せF,るるVTL至9.第卓立も漸く増加するに皇るO｣
oJ｢当倣山(有限会社軒脊湖山)の業務的始の初めは古く明悌8年で.北川作太郎q)i川東忙始T2a ,
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当時I拓蜂6)原料を主としてV.た｡登29年頃から*･.火煉瓦 ･ク レー 等に多く使用せられる横になっ
て.年を握るに随い無妾は均大したbJ
O ｢当社は(三石耐火煉瓦株式会社 ).明治25年11A,開通 1年後の山軸線三石駅西隣の地政円に.
高さ150凡 八角面の嘘突と共に.三石庶科山を及脊し,資本金5千円也で誕生しました｡ (其の
後段料山をB峻 社として分離し･耐火煉瓦斗進に専念して今 日に及んでいます｡)｣
0｢明治8年故加藤忍九邸本社(三石耐火煉瓦加島盲キ会社 )qL)融身を創始し.じ兼幾変温 明治
59年7月20日,三石耐火煉瓦力藤 吉負会社を際立し,じ来八十有余年連綿として営薬を継続して現
今に及ぶC此の間明治10狂内国勧棄博史会に鈎牌を重態したるを初めとして････｡五社は公称資本
金少なDと鍵も(資正金を万五千円にて創立 )(明治初年創始以来数十年の久しき忙亘り.終始一
月工場の刷新拡張を図り.現今Vこ至るJJ
o ｢創立時(明治50年 )エ9社名(三石高級紙火工薬株式会社)の如く,-般耐火煉瓦の外.廃紙
耐火物の動進に蘭目し.特許梅田式キクボラ(血石蛎結用 )及び牧式蓄熱式高恕焼成窯を創典し,
重油燃焼vtよる高尚度を以て.所兵術)高紡晶裁造忙庇功,他面之れ忙要する成型方法もレバ-式高
圧ブL,スを使用し.乗界を兼かせた｡又 これに平行して一般耐火煉瓦の製造も品質QL)向上と虻 の
改善をはか9.籍賓の増大を来した｡｣
以上の沿革の説明文( 巨 石町史貞よ9引用 )Lク.現在存在する耐火レンガエ柔会社の萌芽期を
知ることができたが,当時他に特毎すべき会社は存在しなかっただろうかo｢会社衰｣(明億51年d
月51日現在 )を訴べると.日2E耐火煉瓦株式会社の名が発見される｡そこで明青野 1年現在せITの耐火
レンガエ秦の創立をまとめてムたい｡
三石耐火煉瓦加藤台東会社 M 8- -Mる9tlrj立
-三石耐火煉瓦株式会社 姐25創立
三石高級耐火工菜株式会社 M50創立
El玉耐火煉瓦株式会社 M50創立
さらに.創立時の史正金 ･株式状啓を会社表に上ってみよう｡
表6- 5- 1 耐火レyガ二葉萌芽期の会社表
会社名称 主要製品 会 社所在地 創立年月 費 衣金 観 資 本 金払 込 高 疎 立 金 一株鞄 最近利益配当割合 秩主人A 社 長
三石耐火煉瓦株式会社 耐火煉瓦 三石村 明沼25年12月 100,000,000 47.242.580 8.100f]00 58.000 1割 88 加 藤忍九郎
備考)明治51年占月51日現在,三石町役場貴科にエ9作表o
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この表からわかるように.三石における耐火レンガエ発散芽期の代表的会社である三石耐火'bi九株
式会社とE1本耐火煉瓦株式会社gL)明治51正規在に封 丁る社長とか株主^負などを知ることができるO
三石耐火煉瓦株式会社q)社長は加藤忍九恥 資本金徹は10万円,株主人員は88人であるD E]茶耐火煉
瓦株式会社q)社長は石野某平,虎本金鞄は14万円.株主人月は46人であるQ
次に工場巣によ9労働状況などをさぐってみたいQ
表 ムー 5-2 耐火レンガエ菜萌芽期の工場表
工 場 名 称 工場所在B1:市町名 持 主 名 創菜年月 主要製品 1カ年就菓日数
三石耐火煉瓦株 式 会 社 和気岩E三石村 三石耐火煉瓦株式会社 明治25年12月 耐火煉瓦 555日
加藤耐火煉瓦製 造 所 和気部三石村 加藤 琴次 明治54年5月 耐火煉瓦粘土 550日
1自戒菓噂数 職 工 人 見 j敢工1人 1E]のTif銭 労 働 人 天 数 石 炭 消 魚 苗
10時陶 14オ以上男55人 14オ以上男45銭 男 50人 4.242.554斤
14オ未満男占人計41 14オ未満男15銭 女 2 0人
10時間 14オ以上男20人 14オ以上9342重宝 男 10八女 2人 5iO.占25斤
そ の 他
汽機 機関赦2.冥馬力 18t4
備考)明治57生12月51日現在
この工場表より, 1カ年就菓目数 11日就泰時数 ･載工人鼻 ･磯エ 1人 1日の貸銭･労働人夫数･
石炭消敢為･機BB数などを知ることができるQ この会社表が20年頃,50生坂と年次を送って残ってい
るとその変化 ･発展を追求する うえで有益であるが,役場資料中VCは残存していないよ9忙思えたa
さて,ここで酎壊してふさわしくないa)であるが,もう一度もう少しくわしく耐火レンガヱ葉畝芽
の突放奇追求してみたい と思う｡ 以下は 臣 石町史JKほとんどよっているのでことわっておきたVIQ
(『三石町史』 521頁よ9)
先史時代はともかく.耐火煉 瓦の形式を採Dだしたのは大砲鋳造用反射炉の建設に由来するものと
いってよいだろ )｡従ってE)本でも舶音に数示されて.韮山(伊豆),佐乳 鹿児島;水戸で反射炉
か築造 されたとき艶造されたものがその嘱矢であろ う｡
岡山藩でも元治元年に.上道部大多羅村火打山に反射炉を築き.庵幽滝右術門という棟梁が大砲銑
造忙既功しているOその地名が示すように｢大多尿｣は往古著名の飴瑞ふき戟鉄場qJ所在地たったと
向時に.耐火監Q)強い粘土q)あるのでも知られてレ､たO
明治維新後,大坂造幣局rLて軸 叔迫を企てて失敗(明治2年 ),続いてエ部省製鉄賢か旧の韮山
彪柑炉使用原料建地である伊豆削 雌 部組 村に耐火煉且ユ 壕を静けてようや く灰功しTt(明治 6年Jo
(dJ=j漁1占年知嚢米鹿が払下げをつけたれ 避搬不晩QJ理由で佃もなく農薬となった｡)
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明治12年工部省深川工作所分室にて'手津宮が瀬戸(尾張 )a)木節粘土 を用いてその製品の改良を
試みたが'成果があがらず,よって翌年(明治15年 )西村康三に同工場を払下げて研究に宥手させた｡
(西村勝三は野州佐野轟士として鵬学を学び砲術家として知られ,明治維新後商工業に転じ名を･なし
た｡)西村勝三はすでに明治8獲以来上州高野地方産出qJ耐火粘土を使用して,東京瓦斯局附属で(芝
浦 )煉瓦の製造工場を営み'相当の既納を九せていたので'蘇川工場5･ここに碓 し,｢伊勢勝白煉
瓦炎造所｣を抱け一大裁榛を耐火煉瓦工場として粟9出すことになった｡ (これか幾遊転して今日の
品川白煉瓦扶式会社にたったのである｡)
これと前後して東京 ･大阪 ･名古屋 .盤妹･三石o藷地方に耐火煉瓦の工場が起って来た4 (前者
はその無勢の舶保で廼b,後者は戚科産出地として始められたものであるD)
しかしながらこれ三浄土不完全で劫確だったことはいりなでもなVIo｢試験時代｣｢研究時代以前｣
と宮 うべきであったかもしれ′たい｡
三石もそうであった｡鹿田新三郎氏の ｢岡山県下に甘VTる耐火煉瓦工等｣(感科協会簸第十番 215
号 )の中に｢県下では明治8GEに加藤忍九郎氏が三石町VCA'J殻されたのが最も古い｣とあるが' これ
は加藤合資会社の ｢某歴督｣に拠られたものと想懐古れる.一万加除忍九郎愈略歴には ｢明治18年戊
商務省地史調査局技的巨智部 (とちベ )/皆､東氏q_)現地出張により,三石蝋石が耐火煉瓦の戯料に斎す
ることを知る｣とあるoそこで鹿田氏の ｢明治 8年｣は ｢1｣が落ちたのではをいかとも考えられる｡
しかし加藤合資会社芸歴脊中の ｢明治8荘故加熱忍九邸正社の前身を創始し｣とあるのは見過 しては
そらない｡その理由は状の二つの文献が連帯しているからである｡( 『三石町史』 ｢第六節 耐火煉
瓦｣P521よD引用 ･参考 )
それは l稚 児新触』 (明治14年8月5E]付'岡山 ･西中晶の噂暫社発行 )に｢奇妙な発明｣と勉し
て取っている記事と他の一つは 陶 勧業怖悪j (向上為右卿幣 )である.前者の ｢稚児新鞘｣には
次の ようVC記されているo
･･･岬｣地 (三石 )名産の蝋石を以で崖棲瓦を劃すれば.出火6)際その火が拡がる′Ljy亡がないとCL)
軌 これは世の為め人の為めに是非製造所を掛けねはなるT2いと'さる物敢9先生の指図のもとに
これは飲です食わずKでその発明とかに打tl込んでいる物数奇(もa)す き)がある趣にて･三石と
はよくよく変 9者の住みつく所なりと-･･
また r備前窯陶軸 には･
明治7年晦の娘商顔奄鍵魂局官吏衣立椿院(商圏の大家政令備中倉敷出身 )帝国視察QJ軸途岡山
に立寄9,敢地q)見恥に塞き,和気部八木山の白土を譲り来b･伊部6)某にて牧石煉瓦を触きたD｡
El茶VC於ける励火煉瓦の舶 な りと伝うo
これによって,耐火煉瓦以前に防火用の噴石 を血道した者qJあったことは臆記 してよいであろうo
それは的LUか伊部か三石かよく判らないか,描かに就鼓起直か企てられたであろうことは明らかなよ
りである｡酌にむいた ｢力雌 忍九郎明治八年LnJ触軌 在とも,牧石瓦との鈷寛か･その姦凶とな｡て
いるQJであろうO
ここに於て三石の面映 煉瓦の殖生には苦触CL'｢敷石耳｣という陣如時代q)存在していたことが掘弘
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されるQ
F稲垣平衛尾灯(久米龍川私 岡山県入社発行 )には ｢稲垣煉瓦｣に幽して次のように記されてい
る｡ (以下も F三石町史』よD)
明治17, 8年頃,蜘ま実美振興の気遊戯D,離 工業の発達に伴いて耐火煉瓦の秘事漸次増進し
たるも,未7号門地には生蓉する能わず,悉く宙列よ9抽入を仰ぎたるもの なるが,平衡は曾て備前
三石布地石山と称するものあ9て古米その産石は ｢火力に対する力極めて強大を9｣との記憶を喚
起し,東京行きの序でに凝商務省地質局長和田維四郎氏に就き,協議調査を遂げ,後目ら其の重石
数種を採石し,地質局に分析検査を求め,一万焼窯a)荷造輸入品の分析成繍等に射し,狭く研究す
る所よ9,和田局長はいたくそ6)熱心に同情し,指抑 効砂からず.彼q)明透なる頭脳は早くも其
の要領を把握 して樹県,原料山に立ち砲9,当初は姫 か失敗を重ね,具VC辛酸を嘗め,砂からぬ
資産を協尽し,一時は堪え袖ざる苦境に洗愉したるも,明治仲年初春.初めて適意q)晶を艶出し得
出商務省に提出,試験の給采,非常な好成畝にて,その耐火度は外国品に遜色なしとの証明を得て
大阪 ･東京の各方面に試訳をなしたるrL,何れも品質良好.ldl格低廉なDとの好評を悔し,進んで
高田商会を代理店とし,陸海軍省に納入することとな9,滋に初めて』産耐火煉瓦の基礎を偉さた
るもq)にして,耐火煉瓦の内地製産の可能性と有利なることを一般vc知らしむるところとたったの
である｡
明治22年,仏京/:リー の万国大仙覧会に故商務省の勧告によ9出品をなし,-年来金牌智得,そ
の後国内博覧会VEも数回の出品をなし,銀牌並びに有効車軸牌等を授与せられたD
上の文章中三石産の轍石が耐火度強大なDという記憶を喚廻し･.･.QJ集りは些か不袴姿債であるよ
うな感が深い｡これは ｢かねて研究中の加藤忍九即の言葉を患超し｣とか ｢････牧石工場を祝賀し,
加藤忍九郎忙教示した巨智部,但東博士の言葉を思い出し････｣とか補足すべきものであろうと思われ
る｡
加藤忍九郎の立ちあが土日ままことにス ロー モーショyであるD耐火煉瓦の製造なんかも世間がさわ
がしくなった明治25年の5月VC,やっと御輿をあげてい るのだDその代9日清戦争後の反動ノミニッ
クが来 ようとどクともしなかった｡ 8年間の研究と陰忍自重の瞥性を生かして寧ろ其qL)政局を先腹q)
一路に振り向けているようであったCそれは三石牧石の木頭を悉知してい るからであろ )｡独特の配
古を創案し'かつそれに対処する特異の薫を輿構した為に,低コス トで俊秀な製品を焼き始めること
が出来るよDVT-なったq)であるOこれが対抗工場の背馳奇尻白に,如なく危機を脱する ことを裾たも
0')と去､もわれるD
さて,『和気部果』vc｢明治27年2月三石製瓦古史会社を加藤琴冶創立し･･-｣ とあるo(加藤
琴治は忍九郎翁の耽男であ9･もっぱら翁の山の万6)仕事に従箪していた｡ )この記串で創立者が孝
治となっているが･(如 ;らく試験製造をやってVlた ｢牧石瓦｣ を ｢耐火煉瓦｣vc転化しようと )忍九
郎翁が企画を進めたも0)と考えられる｡果してこの ｢三石製瓦｣は明治50年VC｢E]茶耐火煉瓦撫式
会社｣とな9･ 54生に加藤耐火煉瓦避造所と改められ ているD こ こででが耐火レンガ工業の別業糊
といえよF)O
これi:9三石をはじめとする向山腺東備地区における耐火レンガ工熊か興隆してくるo企菜形態か
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らみて産業革命舶 とくに日露戦争前後か時点で,既存企託が 耐火レンカ生産を開始した9,中小企
業の形成が入られてい る｡ついで鉄鋼生産が飛EG的rE伸びてくる大正初掛- 第一次大戦期に小企業
か立的V(C典故されると共に'品川白レンガがET玉井集併皆といD形で三石に進出し,全国の耐火レン
ガ生産の中で地域的独占を確立するに空っ私 (日石無築株式会社は備前陶器株式会社の後身であ9
備前陶器は明治29年VC伊部において備前軌 改良を日田に設立されたのであ9,備前焼を技術的基
藤VCしたものであった｡)こgL)品川白レンカ進出(大正 5先)6)簸よb東備地区耐 火レンガ工業の中/LJ
は･三石から片上-彩っていったoまた伊部には岡山煮本に J:って帝国窯饗が創設され(大正 占年 )
さらに八幡に本社工場をもつ九州耐火が蛸西耐火を併合して進出してきた(大正 7年 )DここVCいた
って.東傭地区の全国における古布塾は76%に適し7t(大正9年現在｡生産高全国首位 )
さらに昭和にはいると'片上に甘いては地場準正忙よる中小メーカI (中村窯業 ･片上納火 ･興赴
耐火工菜など)がBJ業を別始してい る｡やがて大手の企亮 である専業 メー カ-黒崎寮藁が大豊耐火を
併合して(昭和17年)進出してい る｡ こq)期には日生にも耐火 レンガ工業がか こっている｡この期
は大手メーカ-の出先工場の進出がÅ られるという常傭地区全体の特頚をそ の昔で反映して,El生に
かいては中里クラスの大阪窯業(昭和 11年 ),川崎炉 材(昭和 1 9年,日生耐火併合 ),目茶鋪菅
炉材部 (昭和 15鑑 )がそれぞれ連出してきてい る｡ (以上,『地域研究第九斡 加子浦の工業化一
一岡山県日生町o場合--』 151頁を参考 )o
このよDに,昭和に入 り就州都変･日支事変 ･更に窮二次世界大戦など軍備拡張強化によって需宴
は急増し,工場は増加あるいは生産設備の増強が腐られて きた.岡山県生産量は4 5万屯と なった )
(昭勅 14年足)0
第二次世界大戦による直接の彼等はなかったが,倒火煉瓦の主賓産業部門である鉄鋼'その他の工
場q)被害,あるいは終轍直後の混沌 とした世情下にあって,生産倍加は低鋼そCL)もので'耐火 レンガ
に対する幣要も敵猟を余能なくされた｡
以上が,耐火レンガ工業の萌芽から第二次世界大戦直後までである｡ この節は萌芽を追求すること
が壬婁白的なのでこ こまでにしておきたいが,kl後に,東備地域における工場静立の推私のうちで･
とくVt:注目されるのは次の諸点であるO (高田正成巻,人文地理第19巻第6号抜刷,昭和4 2年12
月28日発行,『耐火レンガ工業の生産構造- と くに｢地域論｣ と朗差して-』 86頁- 87頁
よb)｢まず明治 20年代後半期に地場資茶の手で中′J､親齢 工場を立が,三石 ･伊部地区に入られ
ている｡ついで鉄卵生萱 の飛鍵的発展のみられた第一次大槻期には,大手の品川白レンガが既存の目
茶窯業 を併合する形で三石に進 出すると共vc,あいつい で地境資太による工場創設がijlLすすめられ
た｡しかしながら,耐火レンガユ炎地域としての構成5･とる忙至る時点は'例えは備前陶静- 日本
窯業が品川白レンガに吸収合併されるといった動向に示亨れるように･地場中小企業の再編成が進む
時点 でもあっ私 農三の画期は,日中戦争から太平洋戦争期 にかけてg)昭和10年代である｡戦時経
済体制の展観と牌応する鉄触牽薬の放長と独占体Q)重畳占有率gL)拡大がみられた｡これと併行して耐
火レンガ業界では中小メー カー の巌一主とみたとはいえ'生産典疎の基調をなすものは外来大メーカー
の進 出であっTto大版籍耐 ･品川白レンガの新工韻設立,EI太銅管炉材部･川崎炉材などVCよる中′J＼
メー カーの鼠収 ･併合が進行し,独占体による耐火レンガメーカーの再編成が展開されたのであるO
この ような企業形態の変化は目玉資本主義の成長殴縛に牌応 して出現したものであるが,エ藁立地
の一形態も明治期q)三石 .伊部から企策qL)再編過程Vt恥 己して.片上 ･日生をとq)臨海地城に生産q)刀
点が移行してい くことが琵 白される｡さらに葬太 .技術といった側面から立地変動を再検剤してみる
と,明 治期g)立地は三石の ｢石軌 ｢ろ )石瓦｣工賃や伊知の ｢陶器｣｢土管｣=某を基盤VLして創
設されたエ勧 ;多 く,大正中期以降,と9わけ昭和前期の外来資本にi:る工壌創設は汲料指向性よD
も交通位低のよい臨海地敏-qL)指向性がよ9裁く鋤いていたと判断 されるJ
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(C) クレ-工業の萌芽と推移
クレー 工業の起源VCついて訴べてAよう｡F三石町史】 (第 7節クレー･528頁より)には次a)よ
うに記されている｡
我が国のクレー萄策的起源は.明治半は喚VCあるという｡1㌧1-も明治半ば以前でも或はクレ-忙対
する寓費は何かの形であったと想像するが,それまでは外国から輸入していたと伝えられてV,るが
如何なる地域のものであったかは評かでない｡
しかし,かかる前時代的なものが我が国VCあったとしても,それ以後に我が国で洋紙の落掌が急
増し,その製造のためVC不可欠の脱料として拾萌したq)那,現在Q)我が国に於けるこの種の憂薬の
先償 金なITと伝え られている｡しからば,如イ可なる却佃でその先駆があったのか｡王子劃紙が三石
の牧石の粉砕に着 白して,d)]冶29生娘に盛商務省の姪助を得て.三石クレ-株式会社 (社長万改
忠治氏 )が明海29狂5月殻立 したのが最初であるといわれてい るO
現在の冥倍からも想像で きるように･そCL)轄輩は洋紙のみでなく可成当時でも宜は 少 い なが ら
他の方面にも鯨要はあったと思われるし,また洪紙業といえば王子劃紙のみではなく.粁/J､の紙工
場もあったか仁,その舘穀vc応ずるために三石ク レー 株式会社の外vc他地方にもあったかもしれぬO
轍石自体についても知られていたので,これが劫機vc前記の三石ク レー 株式会社の設立と洋粁 ＼
の需要に着日されたと想傭されるが,三石の耐火煉瓦が.他人に注 白されて,これとの幽係で益々
原石への注意を喚起し,製紙業界ではク t/-VCついての細心も深貰っていったことは否定できたVIo
また,F岡山県のク レー 工業について』 (岡山県クレ-=業協同組合触,昭弁口41年 4月 1EI発行
｢Ⅱ クレー工業の発達および推考｣2頁より)には次のように記されている｡
わが国vcかいては,明治相生頃から英国産(Clay)を輸入していたが･その複製寂薬(洋紙 )
が発遵するにつれて,その場料であるク レー製造が潜目され.明治29年頃岡山県三石VCクレ-工場
が設立されたのが,わが凶クレー 工業の鳴矢といわれている｡
さて.ク レー 工業の発達を利敵したところの三石クレー株式会社の設立は重要視されるであろ )0
現在の三興クレー 工業株式会社の鮭歴 (r=石町剣 489頁 )より,三石クレ-株式会社の変週に注
白してムたい｡
-､明治29先 5月 1日,三石クレー株式会社としてBIJ立
二､明治50年 5月 1E].三石クレー耐火煉瓦株式会社に社名変更
三､大正11年 4月 1E],三石山EElクレー製造所と社名及び組政変吏
四､昭和5年 4月 1日,三石クレ 炎ー造所と社名変更
五､昭弁口6年 7月22E],英傑村柏木クレー】貼墓所を見収.昔水分工場とす｡
六､伯和 18年 11月 18日'鉱山部として親在の元山鉱山採触開始
七､伯和 25年4月 1日･三石ク レー エ某株式会社と社名及び組曲を変史
八･昭和50年 5月8E]･三輿クレー工業株式会社と社名を変史現在に皇るo元山碗山を訣虻分離
この変遷過食をよりくわしく調べてみることVtLLD｡ ( F三石町BJ550頁 )
それは新設の登 50年 5月に･他畑音筆太氏が会社告訴 9受け,三石ク レー 耐火板瓦株式会社と
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と改称し,耐火煉瓦の虫通も併せ騨薬し.その後明治年向上9大正10年まで其qJ業を継続してい
たところ,たまたま大正11年4月.三村廷他 山田虎之助QJ両氏が会社を譲り受け,耐火煉瓦と
分取して縫線変良 三石山田クレー盛造所と改称.共同経営で引継い7t'q)であるか,昭和5年4月
1日.三村延抹氏が山田瀕之助の持分を議9受け.三石クレー我造所と改称(昭和6年 7月,吉永
町柏木ク レー 製造所を周収.三石クレー 穀造所書水分工埴 )し.更に昭和9鑑 10月には.新工場
を三石の円苫円町に建設して.築城を益 拡々搬 営することとなった｡昭勅 25年 4月･名称及び
細線変更.三石クレー工業株式会社(社長三村侃二氏.三村延傑氏長子 )更に昭和 50年 5月'名
称組級変更≡興クレー 工業株式会社 (社長三村キク氏.三村延保氏令髄 )となって今E]に至ってい
る｡
この表よわ産業近代化の萌芽期vcおけるクL,一工費の実状を少し知るととができよう｡労働条件は
実にきびしかったといえよう｡
(尾 崎 明 )
(資料か上び参考文献)
C)三石町役場資料
Or三石町史』
or加子浦の工業化一 岡山県日生町の場合 - J(岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会)
C) r耐火.L,ンガ工葉の生産構造 - とくに ｢地域論｣と関連して- J(人文地理第19巻第占号
抜刷 ,昭和42年12月28日発行 ,高田正規蕃 )
C) r岡山県のクレー工業vcつV,てJ(岡山県クL,一工業協同組合編.昭和41年 4月1日発行 )
O F大平鉱山概況｣
〇 『岡山県の歴史｣
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第 7葦 三 石 の 経 済 構 造
1 農 業
けじめに
三石町は,総面朝 55,957平jJキロメートルであるが,おおむね,山獄岳陵性で平地といっても
軌 友100メートル前後に適して,掛地仕,中央部 ･西部 ･南部の河川流域に細長くわずかに存在す
るのみで,経常耕地両称 (昭和40年 )も82-ククールにすぎない｡又,鉱工典の発展とも相まっ
て,)i-:家か比 258戸,うち,林業とするものは5戸にすぎず, 1-クタール以上桝作するものの非
IX'忙少をい妹祝である(昭和40年 )0
そこで,姓家の+弟比,鉱山 ･工勘その他の事業場に労務tnT_従耕して,片手間に段薬の手伝いをす
るくらいのものである｡
(1)農業技術と生轟力の発展
明治初年以来,新しい農薬技術の導入によ9,今日まで農業生産力は発展して来た｡その主たるも
のは,品種改良および多肥鼻薬への転化であろう｡
表 7- 1-1は,三石町にも吋る米袋の作付面W(･生産高および反当収_Fiであるが,ここでは,栄
作を中心にして考察してみようと恩う｡
明治末年に到って,各地域にはそれぞれの代表的品種が出揃い,ほほ大正年間まで同様の分布を占
めしてVlる｡岡山県では,統一品種｢神力｣が主要に栽培されていた.この時代はあたかも浦風の大
豆柏が大jTlに職人されて,このために西日本では,かなb施肥料が増大した時期である.7-1蓑よ
りみれば,大正 7 ･15年を除いて,明治末から大正年間にかけてかなり高いそして安定した収稜を
あげているのがわかる.したがって三石町もこの例外で4｢とないのが理解されようO
これらの統一品種は大正末湖に-さらに有利な,｣､晶確の栽培が如められ,岡山妹では,｢神jJJVこか
わって｢日の出瑛 ｣が栽培され,昭和期への晶稚交替朋にS･いて橋わたし的役割を果してい くことに
なるのであるO統一Efl種 ｢神ブコ｣そして岡山県独自の｢日の出凍｣の品種は,昭和初年 (1920年
代 )に｢旭｣への交替がみられるO これは多収機良質-の方向をたどったものであるということがで
きiう.これは昭和に入 って硫安の輸入かよUl表内生産が増加 して,(昭和5 I6年からは硫安の収入
は渡少,国内生産は急増 ),多血に施用され始まることに対応するものであD,これ仕丁鼠 大正期
の大豆柏に対応していることと比救されよう｡
t･の交替の一つのきっかけとなるものとしては,大正末期から昭和初執てかけて,白米の′｣､売以充
か従来'*丑制から重Li制に移ったことが考えられている.それは｢旭｣の方が｢神力｣よDも同一谷
_Fiから碑 られる白米の重止が 2- 5%大に在るため,米′J､充商がまず｢旭｣を歓迎した｡しかも一皮
試みてみると穣く良fi美味であD,且つ,反当塀lmLfも劣ら毛かったから,生産者側も巻けて｢旭｣を
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採用することは当然であb,米穀検査においても上級合格登が高く,また同等級でも｢旭｣米比 市
域で高価をよんだのである.又,｢雄町 ｣も岡山県中南部で栽培されていたので,三石でも｢旭｣と
同じく｢堆町｣が栽培盲れていたと考えられる｡
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回 7-1-1 山陽地方水稲品種消長図
(｢明治以降における典薬技術の発達 ｣姓菜技術協会発行 )よb
以上のような主として ｢旭｣米の普及と肥料としての硫安 ･過石75どの施肥虫の増加は,7-1-
1表にその影轡がよくあらわれていると思うOすなわち,昭和初年から昭和 15 ･6年頃まで高い収
棲丑をしめし,又高度夜反当収丑 (500-400Kg)を維持し,安定した生産をあげていたことが理
解されるであろう｡
しかし,戦禍が拡大するにつれて,暗い世代とともに農薬も谷間を迎えるO戦争の進展に伴って,
食料不足は一段と深刻化 し,そのために政府の典範政策比食髄の増産であったが,戦時体制の中にお
いて技,諸物叛の不足,労働力等の不足から,三石町忙おいて戦叫はないが,うまく軌道t/Cのらなか
ったと予想される｡
戦後,妓地改革によD,小作地主制の廃止をし曲集).{おける封建体制を打破し,民主化の方向へ進
んだoしかし,一方では,土地の細分化 .農薬の零細 ヒがすすんだ一因vcもなる｡
昭和 20年代の幾英 (特に前半 )について,汽料を得るととができなかったので十分考察すること
が出来なかったが,戦後の混乱期においては,新しい捷菜技術の導入もあせり考えられていないと想
傾されるので,生産力の発展もないと考えられる.
しかし,昭和50年代に入って,各笹の良薬予防の普及,姓英検城の串入,肥料夜開発なとによ9,
大正年間,昭和初期V)高い生産力に回復し,それをしのいできている.表 7- 1-2は,三石町にお
ける捷用機械瞥及台数および牛烏飼育数である｡昭和 55年前後から,牛馬桝から機械耕への転化が
開始されている｡そして,撮近にをって急速夜進歩を占めている｡しかし,この機械化への転化の時
期,普及台数およびそのテンポは全国的には低いものであるということができようOここで,農作業
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にかける動力畜力の組み合わせ別鹿家数を昭和 55年を例にとってみてみると,畜力も動力も使わな
かった漣家が5戸,富力だけ使った盛家 6戸,畜力も動力も匪った姓家 247戸,動力だけ使った良
家56戸と,まだ富力利用が農作業に大きな役割を浪じてVlるというt.とができる｡これは昭和55
年ごろから,米の作付面凍および収秘丑が年をおって叔少し,反当収丑も曲集技術の導入,機械力の導
入がなされたわ鋸にはのぴなやんでいるこの現象とともに,あとの言及する本町における姓策の来菓
化,零細化のためであると推定されるo
表7- 1-2 盤用磯枕普及台数および家畜飼育節数
■ ■ 動 力 耕 適 横 桓 脚 動力撤粉機 午
明治 55年4大正 1昭和 02 * 42) 叫) i(5) 1(5) 151058972155[2]40 594771825
注 1)牛馬の戦前の飼育頭取は｢統計隼雄｣｢凍針｣｢統計表｣｢現勢調査締｣による.
2)戦後の統計は.世界盛業センサス,および中間典薬センサスによる0
5)()内は,共有台数をしめす｡
4) 〔〕内払 乳牛頭数をしめし,前の数字に含まれてVlないO
以上のように,生産力はある程度発展して重たと
はいえ,これは,低鮭のものであれ 米の反当収量
を比較すれば,昭和 41年度においては,全国平均
4OOKg,岡山県 595Kgに対Lて,本町 525Kgl
紘,いかにかくれたものかがわかるであろう｡
次に,鼻薬生産力の発展の側面的見方として,土
地生産性の向上,すなわち,土地の利用形態につい
ての考察を簡単にしてみよう.
表711-5は,三石町における田の耕作形態別
両横の変化を表わしたものであるOこれによると,
年をおって,一毛作田が淑少し,二毛作田が増加し
てきていることがわかるであろう｡これ仕,土地O
利用が効果的に行75:われていることを示すもので.
土地の生産性の向上というべきものである.但し
ここで注意しなければいけないのは,昭和55-4日
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襲 7- 1-5 田の耕作形態別面耕
荘 1) 昭和 40.55,25年 姓,幾菜セyサスの
教科による｡
2) 大正元年から昭和 15年壇では,｢統
計｣｢統計表｣｢統計年鑑｣の資料によ
る｡
5) 昭和 40年度は,町単位の統計を反単
位になおしたため,蘇-けた披,誤差が
ある｡
打の即日'(一毛作田が急激に増え,二毛作F]が鈍少している現象である｡これは,良家における農業生
産に刈する依存度が,米菜化とともに減少してきたことに由来するものであろう.
以上.見て来たように喰後,段茶の隼薙力は,新 しい投薬技術の番人,機械化の進展と共に発展し
てきたけれども,般近,鉱=某の発達につれ,農薬の兼業化がすすみ,以前,投薬がたどって来た処
桝 ヒとi断 する動きがあらわれ,生産力の発展は停滞し,農業の高庇化多角化は,本町においてはわ
TItら九ている｡
(2)労働力の構成変化
良男;における労働力の桝成変化を変えるに当って,まず,鹿家の北美化の動きを背紫としてみてみ
よう.
衷 7-2- 1 梯薬 ･北米別姓家教
年 鑑 総 数 専 業 曲 家 ⊥ 種 兼 業 二 稀 難 業
明胎 45年 281 12占 155
大正 15年附和 2~1 225 118 1I!0589 56 118 115
25年5ー0 502 49 74 1′7929 27 25占
注 1)史料は ｢世界盛業センサス｣および｢中間姓英センサス｣および ｢統計牛革｣｢統計表 ｣
｢統計 ｣による0
2) 'ft料によ9,Bt家の規定が異怒るので,そのまま比較することは雷をえ75:いO
襲7-2-1にみるように農家総数は減少しているOと,同時に,噂熱鐙L家は苦るしい減少をしめ
し､一種氷菓農家も敢威 し,ニ硬灘黄姓家に変化 している様相である【
昭和 40年度にいたっては,専菜鹿家5戸.一種洗薬姓家は 2戸と,もく･け 鎚芙け本町の片手机 Jt
仕串に在ろうとしているのである｡この兼茶化に伴い,ガ1,膿 は′｣､規模化 してい くL,表7-2-2にみ
るi:うに,年をおうに従い,鹿家の経営耕地両横は,零細化している.
表 7-212 経営耕地規模別鹿家数
注 1) 例外規定鹿家とは,経営耕地面税が 57-ル (西 日本 ),せf-.irt, 107-ル忙満たない
ものであb,センサスで｢姓家 ｣となる拝償桝地dn'Jyi･のht砿鋭糾 こ達し夜いれ 調査日前の
1年間の良産物の総販売額が5万Pj以上あったので,磨妹となったもJ｡
IZ)t'蛸 は, 1950, 1955, 1960, 19占5年瓜の世･r,YIE+一iこItンサスによる｡
･･1･L= ｣斗J:Lt:-.たって比 57-ル未満の鹿家が 6㌢･jL く.L山 ), 一日アール_りTr).I,L-,二,?て90珍
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以上を占めている｡1･5-ククール以上の良家が4戸あるが,うち5戸は専業兵家であろうOこのよ
うな袋井の′｣､規模化は,当然,典産物販売街の上にもあらわれてくる｡表7-2-5にエilは,収棲
した盤産物を販売するにたらない農家が,昭和 40年度には,80車近くもある｡これらの曲家には,
鹿産物 (特に米 )を逆に買っている家が多く含せれていることは予想されるだろう.これらの曲家を
良家というか否かは別として,三石町において,ほとんどの良家は,良薬を自給自足的に営なんでい
るといってよいであろう｡わずかに 20万円～50万円 2戸, 50万円～ 70万円 1戸のように,
5戸が,多くの虚産物を販売している忙すぎない｡しかし,これらとて一人立ちできるに十分な姓家
とはいえないであろう｡
襲 7-2-5 出産物販売規模別Bt家数
年 産 総 数 版売なし 3万里沸 5～ 10～ 20～ 50一._ 50～lo刀ロ 2 万円 5 万円 万∃ 70万円
昭和55年 292 1占占 115 9 5 - 1 -
注 1)調査日前1年間に販売したすべての幾重物の版舞粗収入の合計であるが,ききと少による
申告調査である関係上,全般的にかなD.その申告抹低目になっている｡
2) 40年にあっては,表頭のものと同じ区分を設けて.この区分のどれに許当するかという
ことで調査した｡55年にあっては,各種鼻産物を綿蘇的に列記し,それぞれについて,顔
元の有無と金額をききと少,その全銀を合計L,結果として,表頭の区分に分類した｡55
年の方が,正確であるかの如くであるが,大差比をいが,かえって40年の方が,其実に近
い場合がある｡
5) 資料技, 19占5年 世界良薬センサスによる.
以上のように,本町において姓,良薬は兼業化 ･小規模化の過程をたどったわけであるが,その結
果,必然的に労働力の構成に変化をもたらしてくる｡ここでは,昭和 55年と40年をと恒らげてみ
る｡
由和55年,農薬従事者y:i,男 457人 (雇人も含む),女 475人でそのうち,盤繁期だけ従車
するもの払 男551人,女205人である｡従がって.常に盛業に従車している人は,男 106人,
女270人と夜る｡このようVC,盛業労働は,男子よDも婦女に負うところが大きくなっている｡叉, T｢
男子の恒常的鼻薬従車者 108人のうち･ 60オ未満 (屈人は含まない )の者は 45人で, dOオ以 _,-ヨ
上のものが 61人と,男子の中でも60オ以上のものが過半数をしめているのである｡ '
昭和 40年度にいたっては,漁業就業人口は,男子41人で,女子252人であb,そのうちわけ
紘, (男子 ) (女子 )
年間座業従事 29日以下 5人 18人
･ 50- 59日 7^ 占8人
n 60- 149日 14^ 95人
〟 150日以上 17人 55人
となっている｡ここにいたっては,完全に典薬労働力の担い手払 婦人の手に移っているのであるO
しかも,男子も女子も典薬に徒歩する日数が 150日以上のもの払 それぞれ 5分の1, 4分の1忙
過ぎないO本町において払 姓英の米英化に伴い,血作業は主として,婦人又け真人の手にゆだねら
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れ,いわゆるuかあちゃん鼻薬 ､ 叫さんちゃん良薬 ､.の典型的な例を しめしているoしかも今日で
はLtさんちゃん良薬 ､から,Ltにちゃん姓典 ､,へと移ろうとしているのであるC
明治 45年の専業姓薬人口男子5 18人,女子504人,大正4年の寄集鼻薬人口男子 2日 人,
女子224人に比較すれば,いかに典薬労働力の構成に大きな変化があらわれているかがわかるであ
ろう｡
注 1) = オ以上のもので,仕事として払 自家姓英に従車するだけか･自家投薬以外の他産業に
従事していても年間従車日数からみて,良薬従事日数の多いものo
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(牧野孝三 )
(31商品作物の盛衰
三石町にかける明治中期エb末期にかけての商品作物の盛衰の状況を表7- 1-7の教科よb見て
いくことにする｡せず明治中期から明治末期にかけての三石町の商品作物として,敷物については明
治26年より明治末年まで 1町歩以上の作付のあった作物としては,米 ･硬変 ･′｣､蒙 ･粟 ･甘煮 ･乗
組･大豆 ･'｣､豆 ･エンドウ･ソラ豆 ･甘辞 ･ダイコン･葉藍を上げるととができ,果樹として梅 ･桃
表 7, 1-7 明治28年よ944年までの主要作物作付面鎌 (単位 ･反歩 )
JI岬 I=p r伊■
形 柿･栗 ･梨を上げることができる｡しかしながら,これ らの商品作物の中で中心的地位を占めていた
のは米と裸麦であD,米は明治26年から明治 44年まで癌年姓用地の90帝前後を示す 100町歩
以上の作付があD,また,裸麦も農用地の50舶 ▲ら60帝を示す65町から78町の作付があるO
この様に,明治中期から明治末期にかけての三石町の鼻薬は,米と裸麦を中心に展開していくわけだ
が,今少しこの地域の商品作物の盛衰を詳しく見ていくととにしよう.まず 穀物について見ると,
衰退作物として′J､麦 ･裸麦 ･蕎麦 ,菓 ･甘煮 ･爽細 ･′J､豆 ･棄藍がある.このうち明治26年に 2町
歩ほどの作付が見られる顛藍は, 明治初期から明治中期にかけては全国的に,か75:b多く栽培され
ていたが,やがてインド藍や輸入人造染料によbB:倒され,明治5 0年以降は衰退していくのである.
三石町の棄藍が明治50年代に75:ると姿を消してLJ'るのは,こういった原因によるものである｡実綿
も明治50年までは1町歩内外の作付が見られたが.明治 51年以降は急速に衰退し,明治 55年に
はまったく作付が75:されていをいようであるOこの実鯛壮全国的にも明治初期においては著しい発展
をとげ,明治20年には最盛期に遠するが,やがて良男安価を中国 ･インド･全州国等からの輸入綿
花に圧倒され,しだいに裏返し,明治 29年に綿花帝人関税が撤贋されてからは決定的打歩をこうむ
D,急速に減少していくのである｡次に前述の2作物のととくせったく姿を消し去る程の突返ぷDで
はないが,粟 ･諦麦 ･裸麦もまたしだいVC衰退博向を示している｡これらの作物はいわゆる自給的食用
作物であD,全国的にも明治初期以来裏返してきている｡しかし,裸麦は,その作付は面稀について
は渡少しているが,相対的には高い作付率を示しておれ 昭和 50年代まで米と共にこの地区の中心
的地位を維持し続けるのであるo次にこの地区の明櫓中細から末期にかけて衰退していく作物として
重要75意味を含む′｣＼麦があるO小麦は商品価値が高(.従って商品化率もきわめてよく 全国的には
明治末期には襟裳からしだいに移行し,興隆 していくのであるOところがこの地区では反対に明治中
期から末期-と作付面構性腺少し,衷退しているのである｡この車は, この時期に衰退作物は数多く
見られるが,興隆作物は, 1つとして見ることができないという点と合わせ,明治中期から末期にか
けての三石地区の典薬の特質を表わすものとして留意する必要があろうO次に主要作物の米について
は明治 28年から明治 44年まで,ほとんど変動が見られない｡
果樹栽培について次に見てみよう.明殆 50年代か ら40年代にかけて 三石町では果樹としては
梅 ･柿 ･桃 ･梨 .柴が見られる｡梅は明治57年 ･58年には 500本程の作付が夜されているが,
59年に在ると5分の 1の 100本笹に急速に凍少している.そしてそれ以後は昭和 5 ･6年までほ
とんど変動を示してい7Eh｡柿の栽培は明治58年には800本程なされておD,その後明治未年ま
で500本以上の作付がなされている.次に桃であるが､この果樹は本県では明治初年に県の殖産興
某の一環として各地に奨励され,各地の試作園で紋作が挽b返された後,明治25年に虫専防止のた
めの袋掛の方法が考案されると急速に栽培が本格化され,各地に栽培が普及していったものである.
この三石地区でも明治59年には,すでに 254本が栽増されておD,その後明治の末年まで海年
2 50本以上の栽培が見られる｡lJ心.大部分壮自給用であったらしく,商品化されたものは,ほと
んどなかったようであるo次に梨は,本県では近世上少敦増されてきた果樹であるが,この三石町で
もわずか75がら,その栽培が見られる.その他 明治の末期には 150本～ 200本巻q)栗の栽培も
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見られる｡総じて,明鰭中期から末期にかけての果樹栽培を述べると,この地区の果樹裁増は分散的
に自給用にをされていたらしく,集団的に栽培され,商品化を目的としたものは,ほとんどなかった
ようである｡
この時期の三石地域の典薬紘狭い耕地,三石における鉱業,各=域の発展による労働J]の他産業流
出,米作鼻薬には不利を丘陵性地形という地理的条件,さらに大きな町市場から通いという不利な条
件が笹 を b商業的典薬への発展は見られず 米 ･髭 ･その他の雑穀の余剰分を金に替える程度で
ほとんど自給的農薬が展開されていたようである.
次に大正朋における三石町の商品作物の変適を表 7-1-8の敢料よb見ていくことにするOこの
時期は,全国的には明治末から大正初めにかけて,まず朝鮮 ･台湾産米の内地米圧迫があ9,さらに
一般的恐慌が曲集に大きな影唖を与え,出産物価格は低落し,姓英は大正初期一時不況に落ち込む｡
衰 7-1-8 大正期にかける主要作物作付両横 (単位 ･反 )
三石tr幹1 4柵 ■
しか し,第一次大戦によb再び盤産物需要が高ま9,及産物価格も大正 5年頃からしだいに上昇し,
再び好況を迎えるという変動の多い時期である｡ 三 石町で も表 Zで明らかをよう忙,南舶作
物).尼かなDの変動が見られるOせず業 ･小豆 ･甘浦 ･ソラマメの自給的雑穀類は前期に続き漸滅して
いるO桑は大正中期からしだいに興隆している.この桑壮世界的な生糸額賓の増大による拳売薬の発
展と共に大正初期よb全国的に急速に興隆している｡三石地区の大正11年頃からの桑の作付の増大
紘,こういった蕃義ブームの影率がしだいに及んできたことを示すものであろう.
次にこの地区の主賓作物,米麦について,その変動を見ると米は明治中期より末期までは ほとん
ど変動が見られなかったが,大正期に在るとかなDの変曲が見られる｡｢まず大正 4年よ9 9年までは
一時盛返するDこれは前述のととくu^始末から大正-fjJめVCかけての朝鮮･台湾藍米による内地米E過と大正初期
の一時的恐慌の影響が三石の米作をも圧迫したものと思われる｡しかし,米価の上昇と共に再び盛9
返 し,大正 10年には作付面積 100町歩を越えるまでに至る｡一方,麦類は米が大正 4年頃から滅
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少しているのに対し,同じ時期に反対に一時増大しているO米価の低落によb生活を脅かされた鹿民
は自らが生きる現金収入の適として,麦類の栽培に力を注いだものと思われる.蒙類のうち,′｣､麦は
明治中期から漸渡していたが,大正に入b急激に増大,大正初年よb増加傾向を示し,大正 7年には
作付葦が魚用地の 10帝程度に及ぶ作付両税 11町歩にまで増大する｡しかし,三石地域の商品作物
としての確固たる地位を築くまでには至らず,あくまで米のピンチヒッター的存在に終わ9,再び衰
退していくのである｡襟裳も明治中期から末期にかけ麦類の中心的地位は保ちつつも漸減傾向を示し
ていたが,大正助に入り,作付両津はしだいに増九 大正初年から9年-1で増加を続け,大正 12年
まで作付峯が塩用地の55帝～40車の70町歩程の作付が見られる.
次に大正期の果樹栽培について見ると,桃の裁蜂は,明治末糊,一時興隆するかにみえたが,大正
期エb栽培本数 200本以下に献少,しだいに衰退し,まったく自給用の栽培となってしまう.柿も
同様に衷退傾向を見せている｡大正期に入ると,明治期の500本から500本台に減少している.
これに対し,興隆 した果樹としては梨がある｡輿は明拾 59年頃から,大正2年まではわずかの本数
が自家食用に栽培されていた程度であるが,大正5年から急汝に増大,大正 11年頃まで.100本内
外の栽培が夜されている｡しかし,やがて衰退 し大正 14年には,自家食用の 15本程度の栽培を残
すのみである｡柿は100本程度,散在的に自給を目的として作られていたようである｡三石町の大
正期の果樹栽培は総じて,衰退傾向にあ9,ほとんどが自給用として散存的を栽培がなされていたよ
うである｡
次に昭和初期から第二次大戦前までの三石町忙おける商品作物の盛衰を見てみよう｡この時期には
まず初期において金軌恐慌から世界大恐慌-の展開があb,その形卒をうけた,日本曲集は味刻な恐慌
に見舞われるC主要農産物価格は昭和 2年よb後かをb息敵を下降線をたどる｡さらに米は 昭和5
年の全国的大豊作によb米価が崩落,それに加えて昭和 6年頃から格段に増加した朝鮮 ･台帝産米が
圧迫し,農業恐慌の深化を一層促進した.この様にして昭和 6年底に達した恐慌は,その後満州事変
による軍事景気の影轡を受け,わずかをがら食気は上昇していき,商品作物の生産も増加してい くが,
やがて第二次大戦突入にエ鋸扶培忙手間のかかる米や都市-の困難のある野菜類は栽培が縮小され,
手間をかけず忙栽培される′j､蒙 ･大安 ･馬鈴苓 ･甘帝の比重が高まっていくOこういった変動の多い
この時期に三石町の商品作物はどのように移9変わっていったであろうか｡せず 三石町の主要作物
である米 .麦について見ていくことにする｡まず米について見ると,米は大正 18年頃より作付両横
は増大傾向にあったが,大正 14年から液少を始め昭和 2年頃からの鼻薬恐慌の影率もあD,昭和 7
年頃うでその栽培は不振をきわめる｡その後昭和 10年頃まで一時作付面棟も増大するが,再び衰退,
その作付はしだいに渡少し,昭和 16年に壮作付面鎌 90町歩,作付峯が姓用地の 78車繁忙まで来
通していくo麦類では,襟表の涙遇と小罪の昭和 8年頃からの興隆が目につく｡諌蒙は大正以降漸渡
していたが,昭和初期の農薬恐慌によD,大きな痛手を受け,急速に衰退してい く｡しかし,昭和
16年頃からはその栽培に手間のかからず,しかも自給用作物の中心的存在とあって,戦時下の作物
として注意が払われ増大してい く0-万,'J壕 は大正以来昭和 7年まで比良用地の5¢内外の作付峯
とあまbふるわなかったが,､昭和8年よbその作付は急速に増加,昭和 15年には作付率が曲用地の
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25多弱の55町歩にまで増大 ついに裸蒙と7gを並べるまでになったOこのよう7E小麦の興隆は
昭和 6年に底に適した良薬恐慌の対策として/J､安を増産することが奨励されたことに端を発している
ものと思われる｡そして,その後の好況,/｣､麦の商品価値,商品化率が高いという条件が重なって,
急激を興隆を見たものと思われる｡その後,第二次大戦に突入すると栽培に手間のかからない蒙類が
増大,作付両横にかいて米とほぼ 1 :1の比重にまで興隆するのである｡次に変動の著 しい作物とし
て桑とハッカが見られるO桑の栽培は世界的な生糸需要の増大に伴う巷蚕業の発展と共に全国的に大
発展をとげる｡三石地域でも大正以来,その栽培は増大を続け,昭和 5年から7年にかけては作付輩
が殿用地の5帝強の 7町歩にまで増大する｡しかし,昭和初期の世界大恐慌による薪価の暴落によb
大きな稀手を受け,栽培面積比妹少し,昭和ム年の7町 2反渉をt:'-クにしだいVrpiiL上してレ,く｡そ
して,第二次大槻に入ると決定的な打牡をこうむD,昭和 1占年には,かろうじて6反歩程の作付を
見るも,その後はまったく姿を消していくのである｡一万,-ッカは明治から大正にかけては三石町
でLr,i,ほとんど教壇は見られず,大正 14･年に結,その栽培両横は皆無であったと思われる｡ところ
が昭和元年には突如として作付面珊 8町5反歩,作付率 7帝強の栽培がなされているのである｡昨年,
昭和2年に抹 d町 5反歩の作付が見られるも,その後,急敵 に減少5年後の昭和 5年には昭和元年
の 12分の 1の 7反歩程の栽培しか見られず,急速に衰退している.その後,さらに衰退を続け,昭
和,12年に綻せったくその薮さえ消'L,去うているoこの様に,三石地域にスイ星のどとく現われ,ス
イ星のととく去っていった-ッカの栽培にはいかなる背景があったのであろうか｡この-ッカの栽培
は他の2次 ･5次産業からの収入以外把は米麦を除き,これといって現金収入のない三石地域の典薬
が新たな現金収入の道として帝人したのが-ッカであったようだ｡以上の商品作物の他に大豆 ･ソラ
与メ ･幣菜 ･茄 ･･)ヤガイモ ･ダイコンが根強い作付を示している｡これらのうち大豆 ･ソラマメは
明治以来伝統的にこの地域の自給的作物と.して定%:している作物であD.済菜 ･茄は昭和初期よbそ
の作付が増大してきた作物である｡I)ヤガイモはかなb商品化率の高い作物で 全国的にもその作付
は増大しているが,この地域での昭和初期以来の漸増は商品イヒが目的というよb自給目的としての栽
培であったらしい0号だ,ダイコンの栽培も兄のがすことはてきたho残念ながら,昭和初細の教科
がないが,昭和 7年から16年まで比布年,5町歩前後の栽増を示し,米 .蒙の主要作物を除いて最も
多く栽培されている｡果樹栽培について見ると,この時肌 概して低調であ9,梅 ･梨 ･桃ともその
栽培本数は少たく,梅は昭和 6年よb急.渡し,昭和 7年以降は自家消受用として 2D本程が散在する
にすぎなくなる｡梨も大正 10年頃から衰退.昭和 14年には,ほとんど栽培もされなくなる｡桃につ
いては昭和 7年東一時栽培本数200本塩庭に-iで盛b返すが,それも一時でそれ以後漸蘇してVlく｡
一方柿は大正に入b幾分衰退していたが.昭和 4年頃から再び増加',毎年 500本以上の栽培本数を
示す｡しかし,これもほとんどが自給用に散在的に見られたものであれ 商品化されたものは少なか
ったようである｡
次に吸後の三石町の曲菜にかける商品作物ゐ変遷を昭和 2･5年 一･55年 ･40年の5冊の虚業セン
サスよ少見ていこう｡表 7-1-10を見てます目につくことは,各作物の大幅75:作付面研凍少であ
る｡僻に安蘇の衰退は激 しく裸麦は終轍後数年聞はかを少の作付が行なわれ,昭和 25年には,作
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巾峯 5 0多覇の 59町歩作付が行なわれたが,その故急速に蓑退 ,昭和 40年には作付率が出用地の
15卑程度の 16町歩に浪少 ･収礎鹿家教に至っては昭和 5 5年か ら40年の間に 5分の 1忙萩少 し
ている｡一方,小麦も戦争直前時の作付に比べ3分の 1程度VC衰退 してい るが′｣､麦の栽培の場合,
襟裳との違いは収他面執 ･収穣農家数においては昭和 55年から40年へと蔽少 しているが,販売農
家数においては逆に増加 しているとい う点せある｡このことは,′J､安が裸麦よbもよb商品価値が高
く商品目的に栽培盲れていることを ,仕っきDと示すものである｡一方 ,米は戦後 しだいに変通,収
表 7-1-9 昭和元年から昭和 14年までの主賓作物作付面耕 (単位)反
･_4ヰ桝豪儀 三石町鞍租 (斗位本)
凍 小 秦 蘇搬 港｣諜L ′jtiドゥ ノラ?I砧イダイコ二/サトイ ′ヽカ 蘇 梅 秩 糸 l価
94ム 945641 2ー 4 5 ll うS 2 2 ld 一8 9 420 5 2ワ日1 85 468 1DLI 1058占
昭和日年2 996 58ム89 51 5 6 12 52 2 2 15 15 5 65 100 10589
3年 970 4161占 ム2 5 1.5 52 2 2 ▲ー17 15 58 1占22 1008 1059004 砧 87557 5 - 8 29 5 21
5年 78 40 42 71 2 5 29 4 4 王5 25 5 7一 98 2 508年7 76418011015ー9 79918 72066 01 12JI 4 528占5 4 一5 之一-575 24815 4ー1 57 912 9820ロ 2ー82DO170 2 585
9年 1 5Lー)45252Lt99 占4 0 57 5 5 17 a 17 52 2 14 5 15 2n170 20550
川年 0ー1415552占 54 8 2 5l LTd さ 一 ～2 7 18 55ー45 15 A ld 2017【一2rIdt]口
11年 981154556 51 0 1 5 59 5 5 35 8 t8 54 15 1 14 2ロ170 20550
12年 9ム1287417 51 0 1 3 58 2 5 34ユ5 78 19 5549 74 120 156 之L]20 7ー01 1755505一D08
15年 917505594 48 0 2 57 一
14年 922298548 48 ∩ - 1 エ8 2 4 q18 8 25 55 5 5ー 12 28128
5 18528 52? 15 -- - ･-.● 5 28 27 6 5 J 【l 18l -
棲面疎 ･収税農家数とも渡少している｡しかしながら,農産物からの収入においでは,今なお,第 1
位の地位だけは保持 している｡この様改姓建物全仏の衷過の中で,わずかに増加 している作物として
馬鈴薯がある｡しかし,との馬鈴挙は蓑 7- 1- 10でも明らか夜桜に昭和 5 5年には 14 8戸の収
軸 家のうち全戸自給用 として栽培 してかD,せったく商品イヒされていない｡また 昭和 40年でも
表 7- 1- 10 戦後の主要商品作物の収穣面頓 ･収秘曲家教 ･販売盤家数
(+け捉PIJLJhン▼ス 三研 81
* I小 暮 ★ A . 7 1 ど - JL Jt rt れレヽし ▲+岬 t14uLrtLtt■tZrP■暮qIJLPt■r■JELAtt 1FIJrtrVt1■Zl■!▲tbtilI■●JI8.IJLJEAJltJLIJIl亡■J45i+Iや +JT■lJ一● 24IZSt I4一▲ T71114ll+ l◆●1一丁 l■ー t}◆一▲○lIIl 一～ld I 7 7 27t▲74 l● ●.▲ 2 ○I
* I 丘 ナ 王 暮 だ t^ 亡 ん
牧qtれ血中●■t8ftJtB+Ill+ZLtltJrEt■1▲■T収■JL■さ+JtIIt■■■■■ttfJJLJ-tl,■▲暮BttJLtEt
表7-1-11出産物収入1位の部門別良家軟 (戸)
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162戸の収穫農家数のうち販売蝕家は福石村の 2戸のみであ9,商某用作物として栽培されている
とはいえず,ほとんど自給用に栽培されている｡今-つ作付両横においては少 をいが衰退する三石
町の虚業が新たな現金収入の道としてヰ入 した商品作物にピール麦がある｡このビール麦は福石及び
守石の 2農家が昭和 40年頃から導入 したものであb,特に福石の其幾家は昭和 40年 4反歩の作付
を行な っているo
以上の様に枚後の三石町の曲菜 にはわずかに 1つ 2つ新 しい商品作物の鵡人 も見られ,新しい連
発の生き方をしようという努力も見られるが,概 して袈退傾向にあ9,曲村の生活における姓産物収
入の比重は睡くなっているようである.この梯子は衷 7-1-12に明白に現われている.昭和 40
年にかける放産物の続売上げ金板規模別鹿家数を見ると,三市町の258戸の戯 家 の うち販売の夜
い自給的塊兼を行舞っている出家か ,588解の 149戸を占めているのである. そればかDか姓産
物収入が年間50刀■lJl以下の出家となると,ほとんどすべての99.6多VLもT.9,姓産物収入 50万
円以上のJ,r主家は舶77村に 1戸しか見られないのである｡
衰 7- 1- 12 19i5句1仁も.ける塊産物続売上げ金額規税別鹿家数 (単位戸)
版女なし 5万円末滞 5-10万円 10八一20万月.20-50万円 50-5q~方円 50-70万円 l 計
149 60 59 7 2 - 1 .258
この様tjC,戦後の三石町の投薬は部分的には新たに放産物を導入し,新たな農業収入の道を見出そ
うとする鹿家もあるが,概 して,姓家の生清における良薬収入の比重扶侮年低 く夜b,大部分の放家
壮鉱山 ･=坂等の労働による収入で生活し,渡英は工場 ･鉱山等の労務の片手間にするという状況に
なってきている｡
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(4) 土地所有の変化,姓氏僻分解
lr榊 rt!T代忙ついては残念ながら三市町の土地所有の変過と曲民層の分解を明らかにする資料が見つ
カ､ら-lJl.か ったため今回は,つVlにこの時期は検討することができなかった｡しかし,大正時代以降に
A.いてけ大正期から第二次大的与りまでは,三石町現勢調査静が,さらに昭和22年から昭和24年せ
てir二=了J一町*_菜基本調査が,そして附和 25年以降については長英七'yサスがあるので,とれらの党
利を U と忙大正期から現代うでを大正肌 昭和元年から第二次大戦前までの時期,農地改革前後の時
期,lLi･･改革後から昭和 55年で･での4時期に分け,土地所有の変遷と農民楢の分解について検討 し
ていくLIとVLこする｡
(d 止_JuliL(雄前における土地所有帥係の特色
敬前のI.tl町曲集の特色を現勢謝査辞の大正′= 年の三石町及び全国の染料をもと昨見ていくと,
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戦前の三石町政薬の土地所有隣係に もLける特色として次の5点をあげることができる.第 1は大地主
と言われる様な鹿家はまったくなく,ほとんどが.零細所有良家から成るという点であるO表 7- 1-
15が示すように三石町では,耕地所有の多い屑としては5町歩～ 5町歩屑の劫家が,わずかに2戸
(0･占啓)見られただけで,幾家の9415啓の 515戸は耕地所有面額 1町歩未満の零細所有盤家から
表 7-1- 15 大正 11年耕地所有姓家戸数の全国 ･岡山県 ･三石町の比駿 (単位戸 )
5反未満 5-18反 10～58反 BO～50反 50～.100反 100～5 0反 50既 ヒ 計
(49.1%) (242%) (18.%) (47i) (2.9%) (1.呼) (0.1摩)
岡山埠
成っているのであるOこの 1町歩禾潤の零細姓家の比率は全国における比率 755帝と比較すると,
はるかにこれを上せる比率であることがわかる.しかも三石町の典薬においては,零細所有の中で最
も零細を桝地所有5反歩末浦の層が75.5車という比率を占めているのである｡ この屈は全国的にも
49･1帝もあD,日本虚業を特色づけるものであるが.三石町におけるとの層の比率は全国比率をは
るかに上せっておb,三石町の農家が極端夜零細所有鹿家から成っているという特質を示している.
表7-1- 14 大正 11年耕地経営規模別の全国 .岡山県 ･三石町の比較
5反未満 5-川反 10.-20反 20-30反 50.-50反 50反以上 吾十
全 国 lC'5ま25%) 1,821.1.157 521 ･149. 82 5,459(55.5年 (2_1.坤) (59車) (27虜) (1.5#)
岡山県
表 7-1114は虚業経営が陸めて零細的であるという点である｡三石町においては耕地を2反歩以
上経営する大規模経営の鹿家はまったくをく,姓家の98帝性 1町歩経営以下の′J､規模経営農家から
成る｡しかも耕地経営の場合も耕地所有の場合と同様, 5反歩未満経営の確零細経営姓家が圧倒的に
多く,その経営鹿家総数に占める割合性,実に 67.7車もあれ 全国比率 55.2多の2倍に近い｡鼻
薬経営面横の軍相性は日本虎某の大きな特色であD,日本産架,がかかえている深刻夜間鮭であるが,
零細経営から成る日本の虚業の中でも,三石町の兵家は,さらに極端を零細経営の姓家から成ってい
るといえるO観前の三石町鼻薬の今一つの特色は,自′｣､作別の鹿家群成忙おいて,自作曲が少なく,
ノ｣､件曲の割合が多いという点である.大正 11年について見ると表 7- 1-15で明らかを様に,≡
乗一 7- 15大大正 11年自ノ｣､作典家戸数の全国 ･岡山県 ･三石町の比較 (単位戸 )
良 .作 出 J自 ′ト 作 曲 小 作 鹿 計
全 国 1.728(51.2%) 2,249(40.絹 ) 1.665(2&2帝) 5.559
岡山県 -
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石では自小作鼓は鹿家戸数に占める割合も41.5車と全国比率の401占帝と比載 しても大差はないが,
小作点は,Et家戸数に占める割合が57.5魂もあ9,全国比率の28･2帝と比べると,はるかにこれ
を上せってかD,三石町の良家構成は:,小作鼻が多いということがわかる.一方自作鼻は,逆に全国
比輩が5 1.2飾あるの忙対 し,三石町で勘 22･2帝しかない｡以上轍争前にかける三石町良美の土也
所有関係上の特質を見てきたが,次に,三石町の現勢調査簿の資料をもとに大正から終戦前までの三
石町の土地所有関係の変化 と,耕地経営の変化について見ていくことにする｡
(b) 明治以降の三石町における土地所有の変化と農民層の分解
(イ) 大正期
大正期の土地所有の変化については,表 7-1-1ムが示すこ.とく,耕地所有者総戸数は,一時的
に大正 7年から10年頃にかけて減少している時期もあるが,全体としてかなb増大しておD,大正
14年には,大正元年の 169戸の倍近くにのぼる524戸にも達している｡さらに規模別には,大
喪 7- 1- 1占大正期の耕地所有規模別姓家戸数の変遷 三石町現勢調査簿
大正 1年 121(71.錦) 56(21,5%) 12(7.1%) -
2年 125(71一5飾) 57(21.5%) 12(7.0%) -
5年 165(70.咋) 45(18.7%) 21(9.14) 5(1.坤) -
4年 ld5(70.叩 ) 45(la7%) 21(9-1%) 5(1.5%)
5年 158(山一9飾) 65(24.7%) 15(6-4%)
6年 150(64.1%) 74(51.(坤) 10(4.坤) -
7年 148(占7.錦 ) 占5(2d.7車) 8(5.時) 2(1.1車)8 07295 4_0 0,8% 10- 2% -
9年 145(72一婦) 42(21.54) 10(5J1%) 2(1.C4) -
10年 150(70.5%) 42(22J%) ll(5.咽) 2_(1.1%)
11年 250(75._皇帝) ･占5(19.04) 17(5.1%) 2.(0.坤)
12年 255(.75.7飾) 62(1如4) 17(5-1%) L.2(0.錦)
15年 244(75.1%) 65(19.44,) 14(4,9序) 2(I).6車) -
表 7- 1-17 大正時代の耕地経営規模別兵家数の変遵 三石町現勢調査簿
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正初年から大正6年頃寸では, 5反- 1町屑が戸故托ついてみても,割合を見ても,かなb増大傾向
を示しているのに対し,5反未満屑 ･1町-3町膚は戸数そのものについて仏 かならずLも淡少し
てV}ると壮言えないものの,その兵家総数に占める割合は,かなか低TしているO大正 7年から大正
末年までについて払 大正初年以来淑少傾向にあった5反未満層が戸数 ･比率とも急敢夜増加に転じ
てわb,逆に,5反-1町屑は,減少の幌向にある｡三石町において,大正期には,耕地は大まかに
見ると,大正占･7年-1で払 5反- 1町層-典申し,それ以降払 5反未満の零細所有農家へ分散
していく傾向が見られるといえるo一方耕地経営忙ついては,経営Bt家戸数は所有姓家戸数が勧 口し
ているのとは逆に,大正元年から末年7tで,漸次諌少している｡これをさらに経営規模別 (衰 7- 1
- 17 )に見ると,大正元年から大正9年までについて払 かな射り変動が見られ, 5反未満経営層
が息故を減少を示すと共に 5反- 1町層 ･1町-3町膚払 かなb増加する0時に, 5反- 1町軽常
盤家の増加は息汝で,大正元年に 88戸(24.5卓)しかなかったものが,大正 9年には, 98戸の
45･0車にも増加している｡大正9年は,全箇平均と比戟しても極めて零細を経営が表されていた三
石町の珪薬経営において, 5反以上経営並家が, 5反未満経営恭家と,ほほ 1 :1忙なった戦前にお
ける唯一の年として注目してよL^｡大正 10年以降は.経営規模別の良家教比 大した変動もなく,
5反未満経営の屑が,わずかに減少傾向を示すのみで,全体としては,桝地経営関係の安定期に入るO
次に自′J＼作別の鹿家数 (表 7- 1- 18 )について見ると,自作農は大正初年から大正 11年までは
出家戸数 ･比率とも減少傾向にあるが,大正 12年からはむしろ増加に転じている｡小作鼓は大正初
年以来,大正 占･7年までは減少し,一時,大正 8年に前年の戸数8 9戸, 5 1.5車から1a4戸,
45･9摩-と増加するが,再び大正 10年から戸数 ･比容とも淑少していく｡自小作典については,
大正4年に前年の戸数 68戸から120戸-と性ほ2倍近い増加を示すが,昨年からは再び滅少し,
大正 9年には大正初年とほぼ同じ戸数の45戸にまで淑少する｡さらにその後払 昨年 10年に再び
増加するが,大正 11年からは,又淑少に向う｡全体として大正期の自′｣､作別の兵家については,初
期にかいて,大正4年に′J､作兵の多数の自作農化が見られ,大正中頃の8年には,今度は自作農 ･自
棄 7- 1-18 大正期の自･,｣､作鼓別姓家政の変遷
● 67(26-1飾) 64(24.9〆) 126(49JD%)
2年 67(2山車) 占4(25.4飾) 121(48.04)
5年 75(26.2飾) 68(24.4啓) 158(49.4%)
4年 7D(29.8%) 120(51.1帝) 45(19.14)
5年 72(50.5車) 104(44.1%) dD(25.4虜)
ム年 70(29.9車) 99(42.5飾) 65(27.8啓)
7年 占8(51.1帝) 82(57.4帝) d9(51.5飾)
8年 65(2山車) 70(29.55) 日]4(45,9解)
9年 58(2&.d帝) 占5(2&9年) 97(44.5%)
10年 52(22.5%) 98(42.4m 81(55.1車)
11年 50(22.2%) 93(41.5年) 82(56.5飾)
12年 51(22.7%) 92(41.1%) 81(56一2多)
15年 68(50.8虜) 81(5山 車) 72(52.ム飾)
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小作鹿の小作た化,さらに大正末頃には,大正 10年に自作曲 ･′J､作鼻の自小作化が起 っているとい
える｡
衷 7-1- 19 大正期の自･,J､作別棉地面裸の変化
2年 588(54.7%) 751(65.婦) 1119 100(64,9%) 54
5年 405(56.呼) 717(朗.〔悌) 1120 101(65.6飾) 55
4年 5dO(52.2%) 759(67.8%) 1119 1CL5(67.7飾) 50
5年 400(55,碑) 715(糾一14) 1115 1D5(砧.0%) 55
6年 415(57.碑) 701(62.84) 1116 105(67.5解) 51
7年 440(44.碑) 554(55.7%) 994 110(71.0%) 45
8年 458(46,形) 518(55.1%) 976 115(72-4%) 45
9年 425(42-碑) 570(57.5%) 995 110(72.8%) 41
10年 418(40,5%) 占15(59,5摩) 1055 85(85J瑠) 17
11年 417(40.5%) 占15(59.5%) 1050 85(85.5%) 17
12年 452(41.7%) 占52(58.坤) 1084 87(82.9帝) 18
15年 461(42,1%) 占54(57.9帝) 1095 8?(78.1%) 25
自小作関係の推移を自小作別耕地面積の推移 (乗 71 1- 19 )よbみると,田では′｣､作地が自作
地を圧倒的に上まわb,大正期を通じ,小作地が田全体の 60帝前後を占めてか9,畑では自作地が
･｣､作地 よ9圧倒的に多く,大正 10年～ 11年には,自作地が畑全体の 85･さ飾をも占めているo
(p) 昭和元年から戦争前までの耕地所有の変化と盤民屈の分解
H 耕地所有別良家教の変化
昭和初年から第二次大観前まで昨ついて,土地所有関係の変化と兼民屈の分解を見ていくと,この
時助は耕地所有典家そのものは,表 7- 1-20が示す ように.昭和 15年頃まで大体戸数 500-
550戸ぐらいで全体 として漸増傾向にあるが,昭和 14年には急激に成少し, 251戸となってい
る｡これを所有規模別に見ると.昭和元年か ら6年まで比,各層ともほとんど変動が見られず,その
柵成比は各々5反兼沸層が 75啓前後, 5反- 1町層が 195･舶可後, 1町～5町層が 4.5啓前後,
5町～5町層が 0･6帝を占め,その所有規模別の曲家稗成は安定期にあるoLか し,昭和 6年から昭
和 7年の間には大きな変動が見られる.すなわち,耕地所有 5反未満属が,昭和 6年の 252戸か ら,
昭和 7年にな9198戸と大幅に叔少,耕地所有 5反以上の属は,逆に,各々5反- 1町屑で,昭和
6年の 14戸から 21戸-, 5町～ 5町周で昭和 8年の2戸か ら5戸へ といずれの屑も増加 してお
D,新たに大正以来三石町には見られをか った耕地 5反以上所有の良家さえ現出しているo以上の様
を昭和 6年か ら7年にかけて見られる土地所有の変動は,昭和 8年に底に遷 した投薬恐慌が,零細所
有 ･零細経常の三石町の良家,特に耕地所有 5反束満席の出家に大きな影唖を与え,この膚を一部,
5反以上所有良家へ 一部を耕地喪失幾家- と分解したものと思われる｡昭和 6年か ら7年にかけて
の鹿家戸数の減少は,こういった内の耕地襲失鹿家の現出を示すものであるといえる｡この様に,脂
和 7 I8年には 5反以上所有鹿家層-の跡地集中を見るが,昭和 9年か ら昭和 15年にかけては,再
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黄 7- 1120 昭和元年～ 16年の耕地所有規模別農家数の変遷
び排他は 5反未満所有の零細所有鹿家へ分散 してい く｡したがって,漫家戸数そのものも急激に増大
し,昭和 8年には 506戸であったものが ,昭和 15年VCは 14戸も増大し,552戸に適してV,る｡
そして 5反未満所有屑が .増加傾向を示すのVC対し.5反以上所有周は漸滅していくo僻 vE,5町～
5町屑 ,5町以上届は .昭和 9年から11年にかけては .共に2戸か ら5戸見られていたが.昭和 12年
以後見られをくなるoその後 ,観争直前の昭和 14年から 15年VCかけては ,瓜家戸数そのものが大
幅vc滅少し,耕地は 5反- 1町所有層-塊中する陳向となるO
〔〕 耕地経営別姓家数の変遷
乗 7-1-21 昭和元年～ 16年の耕地経営親憤別姓家教の変遷
5反未 滴 5反- 1町 1町 ′-2町 2町以上 計
昭和 1年 142(砧.碑) 占7(51.2*) 占(2.84) - 215
■2年 145(占5-咽) da(51.坤) i(2,8%) - 217
5年 145(砧,84) 65(50.喝) 7(5.2%) - 217
4年 148(64.1飾) 77(5ま坤) 6(2.占%) - 251
5年 149(占4.〔輝) 75(52.坤) 6(2.6飾) 250
占年 157(67.756) 72(51.0%) 5(1.5%) 252
7年 1占4(64.8%) 85(52.8%) 6(2^%) 255
8年 172(89.4%) 70(28.2%) 占(2-4aj) 248
9年 211(79.占飾) 49(18.5%) 5(1.9%) 265
10年 177(72.2勿) 62(25.坤) 6(2.5飾) 245
11年 194(75-5%) 59(22,9%) 4(1.坤) - 257
12年 185(78.4%) 48(20.坤) 5(1.坤) - 256
15年 180(77.0飾) 49(20.95) 5(2.1%) 254
14年 185(69_5飾) 76(28.時) る(2,2耳) -●･.■ 267
15年 172(69.咽) ム8(27.稚) 占(2.4摩) - 246
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次に,この時期の三石町農業を耕地経営の面から見ると表 7-1-21で明らかを様に,耕地経営
農家戸数そのもの仇 昭和初年から戦争前にかけて,大体増加しておb,経営規模別には, 5反未満
経営層は昭和元年から9年まで毎年増加を拭け,昭和 9年に払 前年の 172戸から211戸にいっ
きょ忙 40戸近い増加を示す｡しかし,昨年酎 口10年に瓜 連に 177戸-と今度は54戸減少,
その後,昭和 16年まで増加 ･汲少をくb返すが,全体としては,昭和元年から15年までは,戸数
比峯とも増加傾向にある｡1町- 2町経常jE･は昭和 6年 ･11年 ･12年に一時的には凍少するが,
昭和元年から16年まで大体戸数 6戸前後で,たいした変動はない｡5反- 1町経営層は変動が複雑
で,昭和元年から大戦前まで,海年増加 ･減少の波をくb返す｡しかし,全体的に見ると昭和 7年壇
では増加傾向にあ9,昭和 8年から15年までは減少に転C,昭和 14年以降再び増加しているとい
える｡
(ヨ 自小作別の変遊
自′ト作別段家数の変選については表 7-1-22が示すととく,昭和元年から6年頃までは,自′｣､
作鼓がわずかに増加傾向を見せる程度で,自作負は 70- 75戸程鼠 ′ト作趣は 85- 70戸程度と,
ほとんど変動を見せない｡しかし,昭和 7年以降,特に,昭和7年から11年にかけては,嶺年′J､作
自小作 ･自作間に大きを変動が起るCまず,自作鮭は,昭和 7年に 77戸だったものが,翌年,昭和
8年には21戸増加し, 98戸と夜るが,昭和 9年にはもう渡少し, 72戸と夜る｡しかし.その後
は昭和 10年 ･11年と増加を続け,昭和 11年には,ついに戸数 105戸に遵する｡その後は毎年
100戸前後を示し,変動を示さない.一方,′｣､作曲は,昭和 7年 ･8年と増加し 昭和 8年には95
戸を示すが,その後急激夜減少を続け,昭和 14年には,その滅少も底に達し,わずかに52戸とな
る｡しかし,豊年,昭和 15年には増加 ,84戸にtで盛9返す｡自′ト作鼻は昭和 8年には前年の95
戸から57戸へと大幅を渡少を示すが,豊年昭和 9年には,もう戸数 100戸と大幅に増加するo
表-1- 22 昭和元年～ 16年の自小作農別農家数の変逝
自 作 農 自 ′J､ 作 曲 小 作 農 吾十
昭和 1年 70(52.6年) 80(57.24) 80(50.2%) 215
2年 72(55.2車) 80(56.9年) 80(29-9頭) 217
5年 75(52.2帝) 85(57.4%) 85(50.4%) 227
4年 70(50JG) 9D(59.0承) 90(50.5飾) 251
5年 72(51.5帝) 90(59.1解) 90(29.6飾) 250
4年 75(51.5帝) 94(40,5承) 94(28rO承) 252
7年 77(50.4%) 95(56.8%) 95(52.8帝) 255
8年 98(59-5多) 57(25,0%) 57(57_5%) 248
9年 72(27_5解) TOD(57.9%) 100(54.8卑) 284
10年 89(56.5%) 80(52.7%) 80(51.0承) 245
11年 105(40.9%) 88(54,2%) 88(24.9%) 257
12年 98(41_5%) 81(54.5飾) 81(24.2%) 25占
15年 97(41.5多) 81(54,6飾) 81(25.9飾) 254
14年 97(42.8飾) 82(55-5%) 82(22.5%) 251
15年 105(59.2多) 76(2a9%) 76(51.9帝) 265
16年 105(59.2車) 84(51.9%) 84(28,9%) 265
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そしてその後昭和 10年以降は 80戸前後を上下し.大した変動がをい.全体的に見るとこの時期は,
自作農は戸数 .比率とも大麻に増加し,′｣､作曲は淡,少してL^るとhk,この時期の耕地経営上の歴史
的御 化 して,昭和 7年から昭和 14I15年までの変動籾を経て,三石町に自′｣､作中心から自作曲
中心の耕地経営をもたらしたことが上げられる｡とういった農業の自作姓中心比 その後の農地改革
を経て,さらに徹底されるのである｡食後に自作 ･小作の関係を耕地種別 (襲 7- 1-25)に見て
みると,田で払 大正以来自作地が増大,大正の初年には,田全体のわずか 55多程度しか占めなか
ったものが,昭和初年には 48帝強に増大,さらに昭和7年以降は, 50啓を突破,昭和 16年にを
るとついに 55多忙まで遵している｡これに対し.畑では,昭和に入D,自作地の割合はむ しろ滅,少,
小作地の劉合の方が増加している.ただし畑の耕地両税そのものがかな担近大しているため,自作地
が渡少し,小作地が増大したといってもそれは比率忙おいててあ9,耕地両横そのものは,自作地 ･
小作地とも増大しているのである.
衰 7- 1125
田 畑 .
自 作 小 作 昏十 自 作 小 作 計
昭和1年 468(42.叩) 622(57.1御 1090 91(79.1啓) 24 115
2年 462(42.4勿) 628(57.6啓) 1090 90(78.坤) 25 115
5年 445(41.6啓) 625(58.44) 1070 74(75.5%) 27 101
4年 508(46.8%) 578(45.25) 1088 105(70.5%) 44 149
5年 sol(47.5%) 555(52.5㈲ 1054 102(70.碑) 45 145
6年 517(48,4aTp) 551(51.6%) 1068 105(71.0%) 42 145
8年 542(50.84) 525(49.2%) 1047 95(砧.咽) 47 142
9年 557(51.1%) 514(48.咽) 1051 102(72,5%) 59 141
11年 551(51.1%) 509(48.9%) 104D 105(69.哨) 45 148
12年 528(51.1%) 505(4a9%) 1055 98(71.556) 59 147
15年 550(51.呼) 491(48.1%) 1021 98(71.5飾) 59 157
14年 555(55.2率) 471(4日輝) 1C)0占 100(占9.4剰 44 144
15年 555(55.2%) 469(46.時) 1802 100(69.4帝)J 44 144
(C) 典地改革とその影辞
敗戦直後,Bt'1和 20年 11月 12日のマッカーサー司令部の｢盤双解放｣についての意向,さらに
その後の虚数解放令に基づき,蝕地調整法改正法 ･自作趣創設特別楕思転が作成され,農地開盤法改
正法は昭和 21年 11月 22日よ9,自作盤創緋 別頼暦法は昭和 21年 12月29日エb施行され,
第一次及び第二次の農地改革が行-F=われること托なるが,この殿地改革が三石町にいかなる脚 を与
えたであろうか｡せず,この改革が三石町にかいてどの様に進められていったかを兄で 1くことにする.
(JC 三石町における放地買収及び売渡過程
三石町戯地委負会の姓地異収計画官及び故地売渡計画昔をもとに見ていくことにする.せず 昭和
22年 5月29日三石町換地草魚会長エb岡山県鼻地番具合長あてに,罪-回買収計画として,法人
団体所有の小作地.田1町 ･畑 1町計2町について,只収時期を昭和 22年5月51日として,｢自
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作曲創設特別措僅洪第八条の規定による農地買収計画東認申請者｣が出されている.続いて第2回は
不在地主と残りの法人団体の所有する′J＼作地,田7町 ･畑 1町の計 8町について,第 5回は不在地主
の所有する′ト作地,田4町 ･畑 1町の計5町について,最後に第4回が在村地主の所有する小作地,
EE17町 ･畑 1町の-g18町が買収時期を昭和 25年 12月2日として,只収東語の申請が75:されている.
そして第 1回叉収分の元法人団体所有の小作地は昭和 22年5月51日付で 14人に売渡され,第2
回只収分の田 7町 ･畑 1町の計8町の賂地は,昭和 22年 7月2日付で売渡されるOさらに第5回 ･
4回の只収分の故地は昭和 22年10月2日から8回に分けて売り渡され,昭和 25年 5月2日の第
10回売渡しをもって一応敷地売渡計画性終了している｡次に, この農地改革による三石町の耕地所
有の変化と耕地経′常の変化について見ていくことにする｡･まず蝕地改革によb従来の′｣＼作地か日作地
になった件数及び両横について見ると,昭和 24年5月の三石町故地統計調査で,件数が 145件,
面敬が 20町 1反 2畝 1歩と報告されている｡しかし,この調査の後さらに,EE15反5畝 17歩の元
在村地主の小作地が売渡されているので,正確には20町 5畝 18歩が,従来の小作地から自作地に
そっていると思われる｡そして,それらの内訳は不在地主の′｣＼作地が9町 2反渉程度,在村地主の′J､
作地が7町程度,法人団体の所有する′ト作地が 4町 1反歩程度であったDさらに負地買収さ耗た地主
の買収耕地規模別の戸数については,表7- 1-24のどと(であ9,全部で95戸に及んでいる｡
襲1 7- 1124 出地改革によb幾地を男1扱された地主の戸数 三 石 町 史
5 反 未 滞 5 反 - 1町 1 町-以 上 酎
不 在 地 主 44 5 1 48
在 村 地 主 2占 4 2 52
しかし,晃収両横規模別には 1町歩以上買収されたものはわずか5戸しか見られず,全体の約9割の
81戸は,わずか 5反未満の買収である｡これは本来この町の良家には他の地主に見られるようを大
きな地主がなく,ほとんど零細所有良家から成る特殊事情に基づくものである｡それで紘,この故地
改革の結果自作盤と′J＼作典との割合は,どの様に変化 したであろうか｡三石町良発会の盤地統剖調査
を基に建地改革前の昭和 21年と改革がほぼ終了する昭利124年,終了した昭和 25年を比較し,そ
の変化を見ていくことにする.表7- 1- 25が示すととく,昭和 21年と比較すると昭和 24年,
表 7- 1-25 典地改革前後の自小作別段家数の変遷 三石町腹茶会鮭地統計調査
昭和 25年と自作 ･自作兼小作が急激に相加,小作が渡少している結果が見られる.全国的にも同年
次間の比敬を見ると,自作出では改革前は総鹿家の52.8多だったものが,昭和2 5年には61.8車
乗 7- 1-26 姓地改革前後の耕地経営規模別良家数の変遷 三石町良薬会換地統計調査
5 反 未 溝 5反 ～ 5 反 5 反 - 1町 1町- 1町 5反
昭和 21年 155 108 44 4
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と倍か 増加を示し, 28･8年あ-た′J､作はⅠの5弟に蔽少しているが,三石町でも小作如 昭和
21年の29･D帝から昭和 25年の 7･5帝へ全国比皐に近い渡少を示し,自作鼻も昭和 21年の119
戸 ･41･2舶 ▲ら昭和25年の 171戸 ･5占･5年へと勧 口しているoそして昭和 25年には自作農
と自作兼小作地を合わせると76･8多と大部分が自作曲となっている｡さらに田畑経営規模別の変化
をみてみると,表 7- 1- 26のととく5反以上経営貴家については5反～ 5反経営層の中に 5反-
1町経営層となったものが 5戸程見られるだけで大した変化はないが,5反未満の経営層について昭
和 21年の 155戸から昭和 24年の 159戸-とかをDの農家数の増加が見られる｡以上三石町に
おける農地改革の影啓をみてきたが,全体的にみると.農地改革は三石町政菜を,自′ト作の関係につ
いては,自作魚中心の典薬を確立することになった机 耕地所有 .耕地経常の点から見ると,絶対的
耕地面棟そのものが少なく,本来的に零細所有 ･零細経営である三石町点薬は,むしろ.5反未満所有
の極零細耕地所有 ･5反未満経営の極零細耕地経営の傾向を強めることになった｡
(a) 出地改革後の三石町における曲地経営の変遷
次に三石町典薬センサスの資料をもとに,鹿地改策敬の三石町における姓地経営の変遷を見ていく
こと忙しよう｡まず自小作別鹿家戸数の変遷を襲 7- 1-27をもとに,AL地改革が終了した昭和25
年とその 10年後の昭和55年の数値を比戟して見ていこう｡この時期における衆も大きな変化紘,
表 7- 1127 日小作別良家戸数の変遷 Bt兼 セ ン サ ス
自 作 農 自 ′J､ 作 小 自 作 小 作 計
昭和 25年 171(56,6%) 61(20.2飾) 48(15.9%) 22(7.5勿) 502
典家の急敵を自作農化である｡この時湖には,自作曲以外の自小作農,′ト自作Bt,小作典が戸数につ
いても,その曲家総戸数に占める割合についてもかなか狭少しているのに対し,自作鼻だけは . 負
地改革直後の昭和 25年の 171一戸 (5&.6年)から昭和 55年の241戸 (82.8帝)と急敢昨増
大している｡こういった殿家の急激夜目作表化が,農地改革後から昭和 55年までの 10年間に見ら
れる大きな特色の一つであるといえる｡
次(･JC耕地経営規模別に良家戸数の変遷を見てみようo資料として昭和 24年, 28年の三石町姓薬
基本調査と昭和 55年の典薬センサスの数値をもとに.蓑 7- 1-28を作成したO大まかに見ると,
表 7- 11 28 枚後の経営規模別姓家戸数の変遷 三石町鼻菓基本調査 三石町虚業センサス
昭和24年から55年までの間,耕地経営規模別の農家数については,自小作別に見た似合の様な大
きな変化は見られをhoしかし,今少し詳細に見てV･1(と,漸次ではあるが経営戸数総数が減少して
vlる点と,昭和 24年と28年の間にかなりの変動がある点に気づく｡耕地経営戸数については,昭
和24年には 515戸であったが,その後,昭和 28年に 299戸,昭和 55年に 295戸としだVl
に滅少しているものであD,あとの点性,換地改革後から昭和55年頃にかけての耕地経営蝕家のそ
の経営規模は,表 7- 1-28でも明らかな様に,昭和 28年以後は,昭和 55年までほとんど変動
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がないのに対し,昭和 24年と昭和 28年の間で変動がおこってVlるCす夜わち,5反未満属で9戸
減少, 5反～ 5反屑で9戸増大, 5反- 1町屑で1占戸減少している｡昭和28年以後は,この状態
で固定化してしせう｡以上戦後の三石町の典薬の耕地経営を歴史的変遷を中心に見てきたが,鍍後に
三石町の耕地経営規模を昭和 29年の鼻薬基本調査の汽料をもとに地域別に見ていくこと忙しよう｡
表 7I 1- 29 各村別の昭和 29年の経営桝地面額別姓家数 (典薬基本調査 )
5反未満 5-.5反 5- 10反 10-15反 15⊥20反 計 t
福 石 上 4 8 0 9 1 228
〝 中下 5a 92 i1 2 1ll
土 師 神 根 8 5 2 15
渡 瀬 ll 7 2 20
五 石 上 12 7 1 20
〝 中下 512 75 5 108
守 石 10 8 5 21
宮 内 8 5 ll
舟 板 9 8 17
宿 上 8 4 12
関 川 10 2 12
八 木 山 上 8 7 8
〝 下 9 A 8 25
畑 7 4 1 12
本 村 16 4 20
新 田酎 4 5 9
三石町の耕地経営が全般的に零細であるということは,前にも述べたが,さらにそれる各地域別に見
ていくと,全体として経営が零細である中でも,地域別にみると,さらにいくつかの地域別の特質が
あること打気づく｡三石町の各地域ではその折地経営規模別の良家構成は,5反未納経営層が過半数
を占めているという点では,いずれの地域 も変わりないが,さらにその構成比を掛かに見ると,一般
的に北部地域の方が南部よb零細経営良家の構成比が高いとL^ うことがわかる.三石町の北部地域の
参 考
新 田
1 ●0
本 村
1 '0
舟 坂
1 :0
(宮内)
関 川 宿 上1:0
1 : D
八木山上
9:1
八木山下
2■1
1:0
五石下
5:1
新臥 本村,畑,舟坂,五石上,五石中及び三石町
の町中にあたる牌JH,宿上では5反以上経営放家は
五石上 ほとんど見られず,ほほすべての鹿家が, 5反未満
19:1
五石中
1:0
守 石
6.I1
渡 瀬
土師神根 9 :1
15:2
福石下 福石上
8 :3 6:5
福石中
2 :1
の経常であるの忙対し,やや南に下った地域,守石,
五石下,渡瀬,土師神根では 5反以上経営姓家も少
しずつ見られる｡そして三石町の南端地域の福石,
八木山地城になると5反以上経営農家もか夜b見ら
れ, 5反以上経営良家の構成割合は福石で4割弱,
八木山下IT5割強を占める様にをるo以上 三石町
の鼻薬を概括的に見てきたO
(守屋宏道_)
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2 林 業 . . .
uJ入会地の解体
三石町の部落有林の解体は明治58年と大正12年の之也に分けて行なわれた｡明治58年では大字所有
q)ものが･大正12征では大字三石円の小字所有のものがその対敦になった｡こqL)2但Iの部落有林野の
町有林-の政一政策でほとんどが町有林昭恥入されたが,輸入を-2ぬがれたものがそ6)後財聾区に受
けつかれていく｡財産区としては.しば らく期間を去Iいた昭和51隼に財産区財産管理規勧 '}定められ,
ここで正式に成立する.町有林-の細入はすべて無tTでも9'大正12鑑の細入に際しては部落民に特
売をして,反対VC町vcお金をすV'あげているoLとのあたりにも当時の良民が入会林というも()t･との
ように考えていたかわ知る手かか りかある｡大正12年の私人以降も良民はほは以前と何様に採草を行
なっていたと考えられるが･大正15年に｢公有林産理鋭巷｣か定めらTしてはじめて,公有林での採草
について()と9きめが行なわれたO
以下,時代左･LILって･は朗治58年の解体･包ノ大正12年の解体 ra)財産区の耽立に分けて述べてい く
ことにする｡
む明治58年の解体 十
明治58年の解体に先がけて,明治51徒には･一部の林絶特の山林･鹿野 ･田･畑夜と旨計 106町9
反8歩をその部落と幽係のある神社の名義に変更している｡
衰7- 2- 1
字 名 神 社 名 南 棟 明44狂の名盤誤ぴlらう訂正をまぬがれたもの
指列ムケ字 総持(小 錦 三 石 神 社 町 反 .暫 2奪 町 .反 サ o菅
三 石 賓 神 社 1 7 4■DO 0
三石宝珠確西方等 12 5 '.6.00 12 5 ≡占.00
三 石 八 幡 宮福 FTL神 社 2 三7 =0 18 1=3 号9 08
18 7 圭0 18 15 9 5こ88
福 石 総 持 55 :79:5 :.o
土 師神硬 総持 土軌神威山神社 1 三7 15 00
宿 総 持 宿 愛 宕 神 社 7 ÷4 19 :0
渡 海 総 持 渡 戦 地 叔 堂 5 8 0こ00 100
守 石 松 持 守 石 山 神 社 50 0 ㌦ ;15 00
関 川 総 持 石 川 火 神 社 5 ≡0二16 .0
宿 .幽ノ日給 持 三 石 神 社 10i7 05 OD
五 石 総 括 五 石 山 神 社 2 5 7≒OD 00
丹 坂 総 括 三 石 発 神 社 6 5三6-=11 00
八 木 山 鯨 持 八木山鉄石神社 8 7 -9 :08 8 7 .9 88
野 各 捻 持 野脊 国 司神 社 5 .5 ■101 5 I5 10
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合計 147錐の土地が名義変えされたが, これは明治58年の解体でその対象となった土地とは兵なるD
この時のことは明治51年議事辞につ き･のJ:うに記されている｡ ｢本村大字並軸路所有地.内別表膏己加
の土地ノ収益-従来神社又ノ､堂等ノ修繕軌 条典敦等二支出致来 り･聞手等ニ#=JL,モ全ク地租改正ノ
当時誤テ塊持主名孝二為ツタルモノト詠ムル-付別表ノ土地-冥際ノ名蕗二引直スベシ｣
豊年許可が下 9て名曲変更手続きは完了する｡
これでいちおうこれらの土地の名幾は神社に変えられたものの,十生後にはこんとは晴･鮎川 ･船
敬.渡瀬 ･福石 ･守石 ･五石 ･楢外 6ケ字 ･宿鮎川名轟で明治51年の神社有-の名義変更を取消して
ほしいという円容の具申啓が出されているB具申寮の全文を引用するとつき●のとかDである｡
具 申 ~弥
右 丑ノ地所-明治52年 1月11日許貌7号御許可二依 1)所有名義ヲ更正シクル土地147輩ノ円草葉前
記各部落ノ総持ニシテ其収入-幽係各苦瞳 Tヲ之レヲ収得シ左右セルモノニシテ神社二全ク馳係ナキ辛
ノニ有之俵紐明治41年 5月法律第25号ヲ以テ神社財産二郎スル規定ヲ制定セラレ候ニf]テ-所有名義
アルノ故ヲ以テ神社財産 トシテ処理スベキヲ命セラルルモ拳野二於テ神社ノ所有二無之塊二楢外六ケ
部落所有二属スルモノノ､収益ノ如キ三石町長二於テ保管利稚ノモノモ有之此際前史正手続ヲ取消シ.S
実ノ通 り天 々登理到監候聞御調査ノ上前記土地二付キテ-名義庚正方ノ許可劉収哨被成下良別紙町会
襲決甘添付此段具申候也
明治44生にはそれが入れられて 147範のうち 102軽がもとにもどされたoLたがって神社有のまま
留まったのか45輩である｡それは野谷 (国司神社 ).八木山(焼石神社 )･宿外6ケ字 (三石八幡宮
宝珠俺西方寺 )の合計25町 2反9畝26歩の土地であり.′｣＼字所有のものはすべてもと忙もどされた凸
塊在八木山鏡石神社がもっている土地(山林･銃円地 )1D町2反 7畝 29歩のうち8町2反9畝12
歩は明治41GEl1月2日付で八木山紘拝より飯石神社に名盤変更と土地台帳にのっている｡土地台帳の
日付では10先性とずれているが土地番号 も一致するので.これらは明治51年に神社有 に名義変更され
てそのままになっているものと考えられる｡
また.前述の明治51年の名義変史の時のような兜科は見当らないが,土地台帳では.明治21年 ･22
年にもこのような例が多く見られるo明治22年 占月 1日VC大字三石,大字野谷,大字八木山の合併が
あったのでその前後の名義茨史で あることになる｡部落有林か神社有になり,また明治44年に名義誤
びゅう訂正で部落有にもどっているo明治21･22任の名義変更と明治51年のそれとの蛸蓮は不明たが
これらは神社を利用した部落有林解体政第-の由良の抵抗とみることができるのではをかろうかo神
社は押型なものとみなされてVlたので推進者でも底榛には手 をつけ られなかったo
その後弘治56年の大字知合と英保村大字金谷,軸治57年の大字八木山と伊些村との入会林の持分分
割を経て･朗冶58年11月8日に構外占ケ字所有の 182町 4反 1畝28歩'大字野合所有の11町 9反 8畝
5歩･大字八木山所有の50町5反5畝 7歩.百計 144町 7反 5畝10歩の山林原野が無歯で町有林へと
吸収されたo
持 分分 割
三石町大字野谷一英傑村大字金谷のニケ町村二大字入会地の)ち,
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三石町大字野合所有とをるもの
新谷 11町 9反8畝
英供村大字金谷所有となるもの
野谷 7町 4反 5畝24歩
金谷 2反4畝 16歩
三石町大字八木LU･伊農村大字伊里中･未払,閑各新田･友延のニケPJT村五大芋入会地の)ち･
三石町大字八木山所有 となる もの
八木山 14町8反 2畝 7歩
伊里村大字伊里中,木脊 ･馳谷新田,友延の所有となるもの
八木山 59町 5反 6畝28歩
伊里村 1町9反
明治政府は一貫して部私有林解体の政策女とったが. この明治 58年の解体ではLE接の契機になった
のは'公有林施某要額を定めるようVCとの政府通達であっ私 ｢三石町有林施業計他案｣vCもその こ
とが沓いてある｡｢部落有財産軌-ノ必要-其衝ノ勧説こ ヨ)常-義二上 l)シ処ナ リシモ各種ノ寄付
アリテ軍規スル二重ラサ リシモ明治三十七鉱伊里村 卜関係 丁ル入会地翌三十八年美保村二幽係 アル入
会地分割整理セラレ尚同年公有林施策宴餌ヲ定ム-キ命 二審シ陸将整理委員酸度セラレクル ヲ以テ屡
鵬 鼓ノ鮭果各大手所有ノ山林ヲ無蹟無条件ヲ以テ統一スルコ トトシ.･･･-｣(｢三石町有林艇 計
向案｣T15年 )明治58年の解体を-2ぬかれたのは大字三石字構外 占ケ字所有の一部と.大字三石の8つ
の小字が別々にもってい るものとであった｡Vlか忙これらが解体 をまぬがれたかは興味あるF'% であ
るが,負科が ないのでここでは何とも言え たho他 を額B組査で裾た資料に ｢明治22年の三石･野
令,八木山の三村旨俳は三石-の吸収 合併 とV,D形であったので.その後の町内の力朋係 は大字三石
が強V,｡この ことが部落有卦の解体の場旨に も船中しているのでは fIV,か｣ (鵜川･72オの男性 )
というものがあるD大字八木山･大字野谷はこの段階ですでに村稔持の山林は なくなった.しかし･
ここでは.先に述べた明治31iEの村総括山林の神社有への名軽変えがその嘗芝生きているので･実際
にはこれが郎鞄民の入会山の役員を具 してい たと思われる｡
包) 大正11年の解体
当時11だ部落有林として残っていた大字三石円の′)､字所有の林野について も'大 正10蟹9月ころよ
9町有林への輸入の動 きが痛覚化しTtoLかしそれはなかなかの磨耗をきわめたらしく･数殿の部落
総代令や.県側からの代表人の来町などの草案がある.鹿追日誌によると･
大正十徒九月十日
福石翫洛有林ノ件二付福石部鞄総代会ヲ開ク こ
仝年十月-E7
五石部落 仝年ノ件こけ五石 部落総代会ヲ閑地ス
仝年十月九日
勧落有財産軌-ノ件 こ付洩招腹鼓宇及近藤部Tif記来町
_ll5-
本田助役立会各部落BfF 協盛忠誠ス
釆 会 者
船坂部落 椙元義市,椙元多啓二 坂井朱書
五石部落 娃政彦太郎
渡瀬部落 桜尚二一郎
士恥神嶺部落 谷口毒気吉
宿部落 大谷飛登,i.谷口静,-Li巨
軌 =部落 野帳三省.武不要.田中1.も一伏郎
守石部裕
福石部落 中村菅平.山不併舌.山本春治,竹内較太郎
仝年十月十日
仝 ⊥
米食者 町会議 員
仝年十月十八日
細石部落有林ノ件二付部落民総代会ヲ鞘キ
仝年十月二十五日
守石部落有林ノ件-付仝上
仝年十月二十七 日
福石部落有林ノ件-付本田助私 西嶺総代 卜英 二県庁二出頭シ浅紹県技手 卜統--関ス ,^打合セ
ヲナス
仝年十二月十七 日
福石部落有水ノ件二村伐港的1-技手及藤本和気都督紀本町福石部落総代 卜恐醜ヲナス
来会者
市原常太郎.小林平五郎,画角音次郎,薗角除狭軌 市原角太郎,西角源太郎
大正十一年六月六日
衣町会ノ議決二依 り部落有林野統一,手際完了
となっている｡また, ｢三石町有林施薬計画果｣rこト･････大正十一年三月頃ヨl)各部落総代ノ諒解
ヲ膚ルニ勉メ機会アル毎-之 レヲ宣伝シタルモ各′｣､部落ノ肋布地タルヤ或部落二於テノ､寸地ヲモ所有
セサルモノ7リ,他ノ部落二於テ-広大ナル地ヲ所有スル等其所有苛区h ニシテ随テ利害関係等 シカ
ラス.又或部落二於テ-某所有山林 ヲ年収二附シ貸借契約ヲ席措 セルモノア[).共他姓 々ノgーi僻伏在
ツ兵冥規ヲ遅延./居 タ^ ･モ遂二各部落中藤モ広大ナル反別ヲ有スル細 石部落ノ魂解 ヲ祷タルヲ以テ執
次他部蕗ノ自覚ヲ促シ･･-･.｣ と省かれていることか ら●郡港間の対立があったことも知ることかで
きる｡大字三石字宿'幽JJI･土師神棟･福 石.守石.政敵 玉石の'%′｣､字持 ちの山林,段数はすべて
1号地. 2号地. 5号地のいずれかVC分数されて処分された0 1号地は町有林へ無体で吸収.2号地
は朗係部落民-特売･5号地は都南民名妓に好きかえになった｡大正11年占月占日の三石町会弘決岱
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vcはつ ぎの上 うVE曹かれているO
三石町会議決沓
町基本財産ヲ造成シ将来財政ノ基旋ヲ生国ニス ･^ト共二民JL､ノ統一 ヲ岡リ以7-自給ノ発展二負It:ン
カタメ部落有財産ヲBIJ桁記載ノ条件二拠り処分スJLモノトス
大正11年6月占日議決
<理由>
町自治ノ振興発展ノ､財政ノ基鍵ヲ確エスノレト共二全町民ノー致協カニ侯クサノし-カラス,本町二於
テノ､襲二大字所有ノ山林鹿野ヲ統一シ棉此趣旨ヲ実数 シク リト挫モ筒′｣＼部分二枚一未済ノ財産アリ'
各々旧収ノ存-ノしアリ,兵取扱区々ニt/ナ管理及概 ノ不便且不鮭済ナノし-玄ヨリ動モスレ-部落観
念ヲ助長スルノ鳳ア リ,而シナ近時財政ノ膨脹 卜鮭済界ノ不振 二伴ヒ倍h朋政ノ撃取ヲ敦スル時二当
り胡御坂止二依ル町村経営都築ノ増加ヲ釆スル際部落有財産ヲ放一 ･/テ管理ヲ明確ニシ就中林野笠理
ヲ行ヒ横極的ノ施設燈篭ノ売伽ヲ期./以IT本町&:不財産ノ櫓租ヲ間 リ町財政ノ基礎ヲ確立セントスル
- 7リ之 レ本案ヲ提出シクル所以ナ )0
<部落有財産統一粂件>
オー粂 本町部落有ノ土地-左ノ区BJf=依 )統一処分 ヲ行フモノ トス
-､オー号表ノ土地ノ､本町基本財産二無触 駄ス ･^モノトス
二､オ二号義ノ土地-統一管理上不使ナJLノiナラス在来っ由り井幽係部落住民ノrJF･接ナル縁故ヲ有ス
ル箇所ナJLヲ以テ各其住民二解売ヲ行ヒ其収得金-惑部落ノ財産統一整理重工充当シ其残金-道掩修
籍穀二指定スJLモノトス
三､オ三号裳ノ土地-部落民ノ敵出金ヲ以T貰収ツタルモノナ/レコト明カニ･/テ名褒美如ノ事故省略
ノ使宜上郡落名ヲ用ヒタ ･^事実ナルヲ以テ名実梅軒フ其朗係臣民二名蟻懲換ヲ行7モノ トス
オ二条 鉄- シクJL林野二対シテ一､五町住民′､常二先供盛者 トナ リ火災盗伐其他･被音予防甘舵ノ任
スルモノ トス
オー号衷
保 Ini{l 水 15町5反7畝 20歩
山 林 21町 1反占畝 29渉
宅 地 27歩
田 4畝1 5歩
オ二号衷
山 林 11町 5反 2畝2 1歩
政 財 24歩
畑 2反 1畝Dd歩
出 1町 4畝 9歩
宅 地 4 0坪
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オ三号表
山 林 2町 1反
畑 2反 7畝25歩
右土地-左記ノ十四人名機二主好換
(｢三石町有林施業計画案｣)
1号地, 2号地, 5号地と分けて部落有林が処理された今回の解体はすべてを-律に無償で町有林
vr位Åこんだ酢也の時よりもより複雑たといえるOこれは国や町の山林政策の変化とV,うことを考え
ve入れな くてはな らない｡ 5号地は部落民が買収した ものたということがはっきりしてい るので,町
有林への無債輸入の対象vcはな らないとしているが.これなども盤民とのすさつをさけた柔軟な対応
と考え られ.初期のや り方と区別できるD遅(なったが. 2号地が特売された後の所有形態を参考の
ためVC蛤 くと,
先の明治58年の大規模な部落有林野の解体の後,大正 2年vcは ｢不町役場移転二付公用ノ地 トナル
-凶ル｣とい う理由で構外 占ケ字所有の宅地を三石町へ無料貸与 している｡ また,大正 5年VEは ｢本
部落ノ発展二幽スルコトカ厚イ｣とい う理由で金255円を畑新及道路鼎に構外占ケ字棟正金の うらよ
り指定番付を してい るQ宿総持のものでも,はっきりした年号はわからないがほぼ同年代と考え られ
るもので.宅地55坪を45円で売却しその代金を貯金するとい うものもあるO これは教負住宅超集
敷金vc寄付するためであるO理由6-ではつぎのようVE述べているO｢鼓宅地-不整ノ地ニシテ収入償
-ザルニ依 り売却シテ宇宿地内二教具往事建築スル二付代金ヲ其感築蛍ノ四二寄付スノしモノ トス｣ こ
れらにQl･ これまでの生倍単位とlJての〃苦情 bというものから･行政単位として与え られ7t 〃町,
への志rf'JかあるDそTLが為政者の強制による ものか.それと も盤民の側からの頼唾的な もの であるか
はこれだけでは判断で きかねるが.三石町の部落有林解体で1匝｣Ejと 2垣｣E]の聞かくが 18年間もあ
り.少な くともその間は部落有林間勉が尾を引いていたとい うことか ら,鍵民の部落意取は非常vc強
かったということはいえるO大iEll年の解体についてはつぎのような恥 きと り調査がある｡｢1号
也, 2号地.5号地と分類 したのは明治22年であるoその時から部商有林の解体とい うこと舌頭vehl
vlていた と思 う0 分勅の基盤はつぎのような ものであった｡ 1号地は顔民にとってはあまり優のよく
ないつまらないところ｡ 2号地は近いところ｡ 5号地は特定の大 きな土 地であった｣ (粥川, 72オ
の男性 )
ここで,部落有林の町有林への編入後,慮民の採卓はどうなってLlたたろうかという間勉をみてみ
たレヽ 大正15年には明文化されて ｢公有林馳 規程｣が出ているので,ますそれか らあげてい くo
公有林整理規等
牙一条 本規程二於テ公有林 卜朝JくJLノ､本町二成スル山細 野ヲ云ウ
オ二条 公有林ノ施第 -普通施菜地及地業施限地二区別 -/別二足ムル魔菜案二従7モノトス,但シ地
業制限地-シテ二転案二足ムル以外ノ地衣ヲナス必塾起 リソ時-法令ノ命スル所二従7モノトス
牙三三IJt 飽文案 二足ムノレ所 ヲ以テ採草地 トナシ柴草刈取ノEl的ヲ以テ使用方ヲ申出ツノし者二限 り使用
一七シ′ム
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オ四灸 柴草刈取ブナサントスル看-町長ノ命 二依り渓草地ノ薬理ヲナス轟捺ヲ有ス
オ五条 採草地以外ノ地区 ヨ1)柴草刈取ヲナスブ得ス
オ六条 公有林ノ保護-本町民-股二之レカ任ニアクルモノトスO簡保隷吏若干名ヲ適所-直キ保鉄
ノ任ニアクラシム
オ上条 公有林ヨリ生スル収入-2E;町塞不財牽ヨリ生スル刺子ヲ以テ町費ヲ支弁シ得ル-至ルマテ本
町基茶財を二編入-スルモノ トス0位シ軒項収入トス栗林ノ粗収入 ヨ])林道新設並二改修簡林防火静
ノ殻鹿伐採二馨スル免用其他公有林改良こ賓スル話発用ヲ控除シクJL,モノトス
牙八条 前月l-BJ-之ヲ定ム
附 則
オ九条 五歳巷 ノ､施薬案認可ノE]ヨリ之レヲ冥施ス
オ十条 従来ノ規程ニシテ本規程三選触スJL,モノ-太親巷実施ノ自ヨリ之ヲ廃止ス
大正十三年三月二十六El 謎決
この規巷では申出たものに触り採草地での柴草刈取を許すとhDことが明文化されているoそして
同時に採草地整理を義務づけている｡それについてのくわLL^都情が ｢三石町有林施薬計画策｣に採
貴地整理の方法として述べ らJLてV'るので■それをつき･托引用する｡｢採草地-従来ノ使用状況,也
勢地恥 部洛ノtFt行等ノ点ヲ参考ニシテ区分シSリ,本町町有林二於 ケル採草地面穣 -合計四十三町
二度-畝五歩ニッチ農家戸数ノ､茶業トyテ非難 トスル キノ夕食シテ二台五十五戸.耕地反Blト 百十^
町三反ナルヲ以テ一戸当約-度七畝,耕地-町歩当三反七畝ノ採草地ヲ使用スルコトヲ得-シ.採草
也-部落民二割当貸付シ資任ヲ以テ充分三並理セシムJL･7最良ノ方法 卜考フルモ茶町々有林二於ケル
採草地-ノJ､面額ノモノ処々-散在セルヲ以テ割当ツルコト由無ナルヲ以テ町長之ヲ監億シ部落民-町
長ノ命二依 リテ丁寧二度理シ廉等刈取ノ白的BT以テ使細方7申出スル着工触 T)之 レヲ併用セシムル コ
トトシク1)｣土地の所有者は町になったが虫民の入会は以前とほとんど変化は なかったようだQ との
親猿によって農民の入会栂が御 IJとしてはっきりと傑降された ことになる0
秒 財産区の成立
宇宿'内川.守石,渡瀬,士帥神積,福百,船坂の七ケ字は古くよ9共有の金敷.土地等の財産を
持っていた｡そして明治 15年には下記のよrJな蓄席万症を定めている｡
オー巣 食付刀厳重敏計仕送可申車
オ二条 女付金拾円二付地価八円ヨ1)拾円迄,建物●山奴別-軍書之上適宜敏計戸長奥印申請可申
蕃
牙三条 貸付利子金定規之池タJL,ベキ畢 (｢三石町史l)
その後,明治22年6月市町村別が施行されるよ5VE有ってl郎亀有財産は村長の骨盤するところと
なった｡ したがって具体的VC述べると,管理･処分などの燦は村会の鼓決を必袈とし･ま7t･その収
支は村収入役が受持つようになったB明拍時代後半,一時.神社有と在っていたが･明治 44年には
元に もどった｡ このすこし前の明治40年調べの宿外占ケ字の財産は,国庫僚券6275円･株券 5700
円,現金785円85銭9風 土地(田 ･宅地･畑11町 1反 2畝 1歩となっている｡
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轍後の昭和 22年4月,地方 自治法が発布されたが,部落有財産の管理は以前通 bK行なっていた｡
しかし,昭和5D牢の三石鉱山との鉱山貸貸奥的期間砧了vc伴う契約更新 (10年契約 )に当って,地
方自治法オ296条の 2VCよ9財馨管理会を設凪する ことになったOここには町村合併の動きに上る利
等幽係も加わっていたらLhoそして翌昭和51年9月 27日,三石町宿外 6ケ字財産管選区 条例を
公布し,11月 1日に管理委員として安本毅-(安貞長 ),桑原清 (&Ilを貞長 ),中本精一 ,中村辰
之輔 ,桜簡隆松 ,中村朝-,坂井保,中村周三郎の 8人を選んだ｡三石町楢列 6ケ字財産管理区条例
(｢三石町例規集｣では ,つきのようなことが決めらrLてい るO (注 ･一部のみ )
三石町宿外6ケ字財産管理区条例(昭和5 1年9月27日条例オ 124号)
〔先例の白的〕
オ 1粂 この先例は指,関川,守石,渡瀬,土師神根 ,福石,船坂等 7ケ字所有の財藍及び営造
物を公正を民意vcよ9有利にかつ適正に管理するため ,財産区管理会 を設け区域円住民の恒久的
な福祉増進5:回ることをEj的とするQ
〔殻直及び組敢〕
牙 2集 前条の財蓉区に宿外ムケ芋財産区管理会(以下 ｢管理会｣ )を直く｡管理会は7人の委
月をもって組撒する｡
〔蜜月の選任〕
オ5粂 要点は関係区域内に住所を有する葛の中から町議会の意見を開いて町長がこれを適任す
る｡
〔管理会の任務〕
オ5条 管理会は法令によ9その権限に崩する功項を処理するほか,町長の諮問に応え次に梅げ
る蔀項を調査し審議し,及び意見を具申するo
l･ 財産及び営造物を塀碍L殻直し,又は処分し,若しくはその管理方法を変史すること｡
2･ 財産及ひ営造物に係る使用料を定め,変度し,若しくは廃止すること
5･ 森林の施薬計画,その他町長が特に必要と誠U,る事業
〔管理会の同意を求める単項〕
オ 6条 財産及び眉造物の処分に関して,特に町長が管理会の同意を求めなければならないもの
は次のとも-Dとする｡
1. 財産及び営造物を処分すること｡
2･ 新たyCif貸関係を臆び若しくは改訂する こと｡
5, その他町長が特に重要と謹め る案件
〔会話の表決〕
オ 9粂 管理会は要具の過半数の出席をもってこれを附き,出席蜜月の過半数をもって譲決する｡
(林由実子･福ZI:憐子 )
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3鉱･工業
(1)三石にも47る鉱工業の特色と推移
(a) 三石における鉱工兵の蕨辛
江戸の時代上り,｢吸J75,繭火煉瓦の町｣として知られた三石は,以前は宿駅として,住民は点薬
と商業とわずかに薪を隣村(主に赤軸町片上 ,日生 )な どにもっていくことを菜としていたのである
那,明治初年よ9町から出るろ )石の用途が盛んとな9,耐火煉瓦,石並,クt/-エ藁,陶澱器等の
常 勤 ;増大し茶町の産奴に大変革恕もたらし,鉱工秦を主とする町となったのである｡
この品質vcつい ても,明治 18年VC地質粥査所長である智弘忠永博士に上 9,衣町のろう石は埋成
虫 ,品井vEかV,て俊秀であることが ,央証されたのであるO又 ヨー ロッパ博覧会など- の出品にエD
ますますこれが突証された｡ これに上9白衣の-地区として,この町が光ってきたわけで,明治 28
定ころエ9,htまで英国よ9輸入していた34耗用ク レー QC代 って使用せられるばかDか ,そのクレ
-の品耳の良さによ9,逆に海外にも愉出するよ)になったのである｡
そ して明治末赦以来海外技術の専人事に上って,司円萱箕の発達,特に基礎愛妾 である,鉄鋼亜美
の発達vc伴う,耐火煉瓦の常要が栂六し,又虫碩菜の発塵でろう石 ,ク レー の常套増大VCよって ,ら
)石鉱業は著しい発展をとげたわけで.太町及び伽耐町地区耐火レンガ工業を隆盛に軌 へたわけであ
る｡
こうして発適してきたろ )石鉱業も,敗戦にJ:D重工更の大部分の閉鎖や ,平和産業の不振VEよっ
て,大きな打撃を受け,一時休止する鉱山も出てきたが,それをの9こえでからのこれらの鉱業は,
なお-liの発展を示し私 との 上りを発展を示したこの町は,ら)石英系統を中J止 して他の運搬薬
鉄工所などが ,その逓搬や鵬 の整備という形で徒biL加 ;ら発展しているぐ
ところで現在間組となっていることに,労幼力不足があげられる｡そrlは,この他の労働者が神嶺
三国,赤盤 ,雀田村等のまわDの負性に上る裁無期5:のぞく,小便かせき.として労勘してい るため,
いつも労働力が安定しているわけでせい｡それにここにも都市化現象がか こ9,若手の労働者が都市
VC出て行き,労触者の平均年令が ,4Dオ酎後とをっているo Lかし私は,この町の地理約位思 ,そ
れVC埋蔵鼓と晶賓からみて,西幡工繋地帯 ･水島工箕地帯の利 抑 あたるため ,その-象vcくみこま
れると考え られ ,上17以上の簸茶が殻ぜられるよ)になるのではないかと思われる｡
図7- 5- 1 三石町戯 ･鉱･工業の生蓉推移
米 麦(石)ろう石及び粘土 (貨) レ ン ガ(ケ) ク レ ー モ ノレ ク ル 石 室
明治29年 米 1.578麦 ,44 2.894.500 481占4 5.000,000
明治59年 2.1271264 5,945.880 4.150,17占 17占.0〔=】 一.910.051 3.272.500
大正元年 2.2671 4 9.040,987 4,15&5O5 851.i)70 4.14i885 1.800.020
昭和元年 1,748005 55.545.677 10TO21.544 725.744 エ712.997
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米 麦 (石) ろ 9石及び粘i (其) レ ン ガ (ケ) ク レ ー モ ル グ ノレ 石 薙
昭三和 米 1,655 (吃) (旬 (也 (屯) (也)
27年 麦 92.4 158,d27 55.227 7.005 1q.001 800,000
昭和50年 1.850,205 175.占88 占1,588 7.294 14.400 850.Don
(備考) ｢三石町史｣よ9引用O
(b) 三石と加藤忍九郎
ろ う石鉱業にかいて,加藤忍九即の占める位歯があでDに大 きく,そのため彼のことVCついてここ
に述べなければと思います｡
彼は明治5年学制餌布後,小学夜学丑用品として石蛾の鯨贋増加をみる以前よD,それを知ってい
たかのようVC,自分の納屋で もって造ってお9,頒布後においてその勧業の拡張を行なV,,その商号
を校用舎(執在加藤鉱山株式会社の前身 )と称 し,ろう石の採掘並びに右舷の製造に専念した｡その
後胤 もなく三石VC匿名組合白石鯉を建て(品川白煉瓦株式会社三石鉱山の前身 ),石軽の販売を凱
7㌔ そ してその販売の娼係上,加藤忍九邸の大阪-の出,馴 よ学用品界yC大きな波紋を投げたB石室の
注文が山街9するばかりでなく,工場の大拡張を問屋の方か ら迫 られるようVCなり,大阪石範合資会
社を創立せねばならなくなったO これは問屋筋とメーカーの合同会社設立を提唱した橋本足音の肝入
りで岩井文助,その他の大阪の人 を勧許し加盟したのである｡ これが大阪石薙会 社の創立である｡
一方 ,町民の内でもろ )石で もって ,石壁や細工物などの製造販売する ものが多 くいたのですが ,
加藤忍九郎は上質のろ う石をもって作る石軽の製造では ,そのうち採算がとれなくなることを予見し
帝石の利用VC腐心していたOたまたま夕個 から倫入した耐火煉瓦智見て ,蚊窯で耐火煉瓦の試作をし
たところ,好成続を収めたのであるO このように して ,耐火煉瓦に去小ても,彼はその製造 を,世間
がさわがしくなった明治 25年の 5月VCやっとやり始めているのですが ,日清穐争後に起った反動パ
ニックrLなろうともビクと もしなかった｡ これは8年掛の研究と陰忍 自重の皆性を生かし,むしろそ
の難局を発展の一路にふ り向けているのであるD これは相が三石のろ う石の本質をよく知っているか
らであろ5｡独特の配合を創案し(前にあげた触窯 )低コス トで ,優秀を製品恕焼き始めることがで
き,これが対抗工場の昔脚を尻白化 ,難なく危機を脱することができたのであろ うO
このように加藤忍九郎氏は ,明治初年以来 ,あらゆる三石のろ)石部門に ク ツチし,それぞれ大 き
な英範を残してお り,彼こそこの三石VCかい て,ろう石VC生涯を賂打た男であろうO この地yEある宝
石をみつけ ,それを開発 し改良し,日本においてでなく世界に1,ける占占質の良さ(ヨーロッパ博覧会
出品にJ:9)を改められ ,知られるべくした男であるとV'ってもふさわしい人物であろ うO
(A) 明治期における鉱工業
三も忙おいては明治中瓶以降の無栄は ,ろ う石-太でやってさてか9,石鏡 ,耐火加 瓦,クレー,
陶取巻等の奴科として常宴が増すVCつれ ,この町の監事を方向づ打ていくようyCなってきたO戯箕は
表1Kも示された如く,片手㈲副菜の形としてなされる ようになった/岳紗 もる｡ これt-もっと詳しく
述べて行きますか ,殆んと晋と-2った餐科がないし,断片的なデーターVCLか求められなかったとV,
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うことを'あらかじめ断ってふ きT2す｡表2忙おけるととく,まだ明治 52年当時では ,工藁戸数 も
全体に占める割合も少く,5%gIJ後とV,った所であったが ,明治55年以来何の原因か急VCいまでで
の戸数の 占倍以上と夜か,占める割合 も16%宙省吐 々ってVlる｡庶凶はと思い網べてみたが ,かい
もなくわからなかった｡衰 2VCLlいては,明治57年Lb兼薫も含めて省かれてあるため ,それ以前
も僻 を入れると工業戸数 も倍ぐらいにはなろ うと思われる｡又従菟人口に園しては調査VCよる数字
よ9だいぶ多くの人数が季節によって7tいぶくい速お りが ,このろ9石英馳欣 従車していた ものと
思われるO明治58年以樺 ,工手戸数の割合としてはあで9変化なく,48%～ 48% (衆業 も含む)
となっている｡明治期の戸数のうち石血･耐火煉瓦 ･クレー ･石粉を専策とする戸数は表5忙示され
ること く幾分わかったのだが ,他の左官 ,銀治職 ･石工 ,ほかに大=裾噂 の 戸数などが全然わか らず
裁忠である｡統計表にでて くるろ)石以外のものでは明治 40年にならぬと顔を出してこな く,それ
もろう石英に関係した相元合資会社といい ,漣送蝕禿5:つかさどってい るO 自分の推測によるものだ
が,ろ う石系統の ものが ,多 くを占めていることからして も,明治親以来三石という町は ,エ英特に
ろう石系軌でもって成9立っている町であると言えも
表7-5- 2 職妾別戸数 表 7- 5- 5 ろ う石駆係の戸数
点 薬 工 業 商 菜 錐 秦 合 計
明治 52 515 17 15 544 489
55 515 17 15 555 698
54 285 17 15 542 659
55 258 106 占5 255 452
56 248 106 69 255 &58
57 275 270 149 492
58 272 381 125 778
59 275(14 ) 590(201) 128(5り 791
40 2占2(145) 558(17占) 144(55) 764
41 278(lsd) 54占(16dJ 157( 8) 7°1
42 277(155) 518(155) 155( 8) 728
45 277(12 ) 511(149) 156( 8) 7219
石輩 石粉 煉瓦 クレ｣
明治51 5 2 2 1
5254 54 4 25 1
55 5 5 2 1
(備考)三石町役場弛べ ｢統計畏Jよ
9作成｡
(備考) 1, 明治59年以降の( )は尊薬をさす｡
2. 明治57･58は聯 ･兼業区別つかず ,とれ らの
年上9雑策をどれかに入れたわけである｡
i 三石HJ役場統計調査によ9作成｡
そのろり石 も明治以前よりあ9,三石町史に上ると.沢の事が昏かれてあったム
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-今 より160余年前光政 9年頃 ,兼山 (規在品川捷式会社鉱山 )の上部に銘出し,日夜には白く反
射して光っていたといわれる｡ もっとも八兼山石･2たは ,浄巌石と称された こともあったらしい.そ
れは八木山の人浄塵が山中で白石の珍石も発見したので,それに自ら彫亥佃 施し愛玩 していたが ,当
時の藩主に献上 したところ非常に恥膚fi'vcなり大いに蹄形したので-Jb有名になった もの らしレヽ 浄
塵の彫刻の精巧 なるには ,往来の旅人たちも動き ,これ'k無理にゆず D受けようとする ものが ,次牙
に増加し断 りきれなくな り.売品として製作し,他に もこれVCならh製作する もの続出,追々全匡に
名がui-が D,ついに三石の名物に なるに至った･････-.0
この i:うVC寛政年悦よりろ う石は彫刻として ,三石の名を全国に広めた ことが記されてあったO明
治期Vt入D加藤忍九郎氏 の出現vu.って ,この工謡がさらVC飛牌したのであるが ,実史上生産をあげ
てきたのは ,エ秘かある程臥そろってきた明治 25- 50年にかけてか らのことである｡斑本金10.000
--20.000円の工場で ,明治29年にはレンカ2.89占.500ケー 144β25円 の生産 ,ク レー において,
1.72占円の生を ,石生5.000,000本 10.000円の生産を上げてい る｡ 資本金が らみてもすげらしい生
産である｡それか明治 32年にはレyガ2.085,179ケ クレー 955.970傍 SJ25円 石轟9.580.000
本 28.000円 石粉1.257.000且 55.710円とレンガはい くぶん生童が下ったが ,他の ものでは
着実 なのぴを示している｡以下襲 4のような伸びを示している｡ しかし ,石傘に抄 ､ては学制発布以
来生産は伸びていたが ,後にそれが生徒に有筈で あるため,その方の鮪賓が薮少したのである｡ 明治
40年と明治29年をくらべてみても,レンガVCかいては 29年の 2倍軌 クレーでは約 ま7倍 ,石
筋では約 22倍と 10年間にこれだけの仲U'恕示しているOまたこれ らの聴茶 に従拳してV,る労働者
-の 1日当Dの貸金は ,明治55年掛 よ大休男 55銭,女 17軌 ちとであったが ,明治 42年VCは男
50銭 ,女 25銭となってか9男と女の貸金の比が2:1となっていることに気がつ く｡それVC1日
の労働時間は 12時陳であったのか 10時間とほとんどが なっている｡労働者の待遇改磐が行なわれ
ていってV'ることな臭わせてい るO
表 71 5- 4 品税別生産衷
耐 火 煉 瓦 ク レ ー 石 鉦 石 筋
明治50年 2.896.500個 25.8_00粕 900箱 5.900.ODD斥
52 2.085,179 862.960傍 9.500,000本 1,257.000
54 2,441.870 2.721.700 19.587.950 1,860.281
56 2.91a957 4.575.0(〕7 9.989.546 1.116.O一d
58 5.75i956
40 4.054.584 5.020.000 1.97乙250 2.294.105
42 - 4.586,040 2.699.150
(備考 ) 三石町役場訴べ ｢統計表｣より作成o
机 大正･昭和初期VCおける鉱工業
明治抑 かいて基誕づけ られた鉱工藁が ,この大正昭和VCかけて ,敬工徒等 ,労勧人天の増加VCエ
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せてますです生産を高めてV'る｡
大正 9年には備前地方のレンガの生産が全国の7古窯を占める上うVCをD,全国首位を誇るに至っ
ているO軌争の影呼としてオ 1次六軌 よ少なか らずあるものと思われるQその例 として,大正 5～ 8
年の剛に株式会社としてできた鉱工業関係の工勧 i5- 6あるoLか し他の景如 ;そ うであったよう
に,~時的なものとな9 'それらの会社は休業 した 9 ,解散したb して個人姥旨となる ものが大部分
となっている｡ しかし大きくみて ,ろ う石英舶係の生産は版駒に伸びている｡ それに伴ってできてく
る会社が･荷物漣搬薬を苛 つものであ9,この種の ものは大正 7年･T8年･11･15年･昭和 2
年と大正後肋 )､ら昭和の秘 うにかけて･それぞれてさており,それをとってみて も生産の伸びがうか
がわれるのではないだろうかo もう-つ大正期にかV,て啓 白すべきことは,鹿動機が森気か ら奄動機
にかわったことであるo早い会社で大正10年融後か らかそ くとも昭和 5年ころまでには ,大部分の
舶火工某所が変えている｡その円でも大 正 15中一昭和 2年にかけてが一番多く,あたか も大正から
昭和にかわるかどとく蒸知 lら屯動顔-と ,急速に変って行っている｡ これによって表5VC見られる
よ)に.生産軌 よ伸びたのは もちろんであるが,これにエぅて生産種類が少しではあるが変ったので
はをいかと思われる点がある.粘土から両J火モル メ ,^-,レンガから牧石レンガへ ,などがあげ られ
るが ,膜艶横の変換による ものなのかそれと も.コス トなどの理 由KJ:るものか ,は っきDとはわか
らないが ,結局は電動機に変ったためになったのである !o
又 ,ろう石英系鹿に従舶しなから発展してい くと思われるのVC破機の整備などを行 うべ き鉄工所も
上げ られ上うが,これは明治大正倒 ､けて,熊井鉄工所がこれ らを一手に引き9打ているようVE鞄匠の上か
ら入られる｡小さな工場はあったのであろ うが ,娼査簿vcはのってお らず,明治 ･大正･昭和の秒
にかけて一方して熊井鉄工所がやっていたのではをhかとしれ思えないよ9であるo
昭和に入ると,繭州事変 ･E]支事変 ･史vE牙2枚世界大概等によって玉偏紘弘教化をとD,それに
エ9ますます幣要は旺盛をきわめ工掛 よgVC増加 あるいは生藍投億の増強がはかられ,昭和 14年に
は耐火煉瓦の本朕の生霊丑(托とんと備前地区 )は 目 方tの生産をもなすように在ったのであるが,
敗戦によ9その後生産帝政は低調そのものといってJ:いほととな9,耐火煉瓦VC対する需要 も敏腕し
ていった｡そTL以後 .この部門の生産の上昇,そして軌道にのるようVCなるのは ,昭和 25年の ｢経
済か興長期計画｣に:よって戟前のような生産 ,またそれ以上の生産の増加となったのであるO
(佐田野 草一郎 )
表 7- 5- 5 工業BlJ生産止
三 石 耐 火 煉 瓦 株 式 会 社
大 正 12 15 ー4 15 昭和 2 5
坐
産
ン ン ガ レ y ガ 〃 J' ′シ 〃
(ケ) 2.632.721 2.755.435 1205.370 5.085.655 5.159.550 1042,758
ネ ン ド ケ 〟 ◆
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三 石 耐 火 エ 番 所
大 正 12 大 正 15 大 正 14 大 正 15 l砥部 2 昭弁口 5
庶 動 機 誌 気 〟 / 電 仙 棟 〟 〟
坐旦 レ ン ガ レ ン ガ ′ 〟 牧石 L/ン カ 〃 〃
(ケ) 1.258.500 1.290,000 750,00D 859.750 . 1.112ー5]0 1.7五5.800
ネ ン ド ネ ン 卜● ク 〟 耐火モ ル グノし /) 〟
(備殉 三石町役場 ｢現勢調査地オ′2巷｣ より引用.
(2ノ 耐 火 煉 瓦
三石の耐火煉瓦工熟 ま,東傭地区の工兵の-中心としての発展を示して来た｡鉄紐 界の強気に大
きくゆ9動かされる耐火煉瓦の阜一産業で成9立っている三石の町は ,耐火煉瓦工菜の鑑穀に今後の
命運の鍵があるといっても過盲ではオしハであろう｡三石の耐火煉瓦工業が古い 故VE,市場とCrJ在が
9が深いとい9ような有利な点をもつかわり,多 くのFE･,tJ勉を内蔵してVlる｡その間組点を-つでも明
らかにすることが出来れば辛いである｡
?･) 三石と耐火煉瓦
三石はろ )石を原料とする耐火煉瓦生産の超源をもつ町であるQそして耐火煉瓦生産宜の相似か,
そのまま町の盛衰VCかかわるという単一産熊で成立っている町てもある.
三石の町それ自体が一つの大きな耐火煉瓦工場と形容してもよいくらい ,耐火煉瓦工場が町の中心
部vC位僅している｡
同7-3-I羊方舶 臥 t.ンガエ港沖長池
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図 7- 5- 1をみてみると,副火煉 瓦工英が,三石忙かいていかに重蚤在位世を占め,かつその-&･
立がいかVL古いものであるかなよく示しているn三石の7社 8工場♂)うち,地場敷瓦VEJ:る 5社は,
市街地中心部の駅vc近V,位塵を占めているOそれらはともに駅から数Tjmとい 9近さである｡民家は
各工場の御飯を埋めてゆくような形で存在している｡
このことは輸送のほとんどを鉄道にたよっていた時VCは,非常を有利性を発播していたであろうが
自動車輸送の発達vEよって,その有利性はやや弛れてきており,民家の密集VEよって,工場 ,道路の
拡銀が容易でないなどの欠陥をあらわしてきてhる｡
E]本の軌後の奮発の怨興,発展の母体としての鉄鋼と,表象一体の幽係を示 してきた耐火煉瓦産業
と9わけ阪神とい )六市街を近くにひかえた政和立地型の三石に,Lq56年EAから一つの変化があらわ
れてきたOそれはいつも業界をリー ドする生萱の伸びを誇っていた三石が,Lq56年を境として追いつ
かれ,Lq40年に至って全国の生産の伸Uをも下LgってしずったのであるC 世界オ 5位の租瑚生産高を
もつようになった鉄鋼箕界の技術革新の政が,ろう石枯土質耐火煉瓦生産に主力を厭 く三石VC,ひし
ひしと追ってきているのである｡
さて三石の耐火煉瓦生産の歴史と,現況について若干述べより｡
三石のF耐火煉瓦はM19年加藤忍九郎氏がその製造に成功し,M25年企業化をはか9,三石煉瓦剥点
所を設立したのK始まるとされている｡その後,三石のろう石を原料とした耐火煉瓦工場が続々と建
離 れた｡
表7- 5- 6 三石地区耐火レンガ工場創立年代表
地場触 系(中′J､企韓) 外来柴本系 (大企英 )
三石耐火加藤軸 M 8-M59設立㈱ 加25
三石星煉瓦 ㈱ T5窯業高綴耐火 IO
川崎炉材 ㈱ /t三石> 拐 5ー
史備地区には耐火煉瓦工場が27社存在する.明治時代vTL設立された会社は ,三石の 2社のみであ9
大正VE入って7社&L立されたが ,やは95社までが三石に設立されたOつ7fD,大 正時代末までに三
石7社の9ち,地敬 茶による5社は,すでに制畑 瓦生産を開始していたのであるO これは耐火煉
瓦の腹科立地型の姿B:如実VC示している｡
しかしながら昭和に入ってか ら,12社設立されたものの.三石では川崎炉材,大阪窯業の外来魚本
による2社の設立が入られるだけである｡ もう日生の上Dを地場資本による設立はみらTLなくなって
いる｡すでにこのLjiから.東備地区の耐火煉瓦生優 の主導細を三石と争う存在恕示すJ:うVCな9つつ
あったと考えられるD
恥)耐火煉瓦生産立
耐火煉瓦の鮭 産丑の中に占める槻山腹の比軍は ,Lq42年鑑VCLlいて29%であるが･そのうち三石
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の比重は7%鋸であるO
図7- 5-2 耐火放血生産丑の推移
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荘) 耐火陳瓦鼠会衆科に よる｡
さて 7- 5- 2図をみてみると,Lq50年を基準とした場合,Lq40年の全国生産丑は 228万屯 となっ
て52倍 ,岡山県の生産量は77万 tとなって2.8倍,三石の生重患は 5万 tから15万 tとなって5倍 とは
ぼ変わ りない栂加 を示 してか9,かつ叉貴女もの変私に伴って ,生藍丑 の増巌を5者と も示している.
このように三者のrhLjには 7- 5- 2回に蘭する限17,大 きな差異は表われていないのである｡
ここで図 7- 5-5に在 日したho これは50年鑑を基準とする耐火 レンガの生宙 旨数を｢示したもの
であるが ,この画によれば三石の耐火 レンガの生産は ,55年までは一番高い指数を示してお り,全国
210,岡山県245の時 ,265なのである｡
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ところが56年度において,全国の指数とはrqじくらいの轟をもつ ものの,簡山県の生奮指数に追いつ
かれ･40年艶にi;,いて5署の生産指数はほぼ同じになってしまりのであるoそして41早,42年の両年
度の三石の生産指数は,5着の症下位に転落しておD.その董はですです鞘いてゆく細向さえ示して
いる.岡山県の耐火煉瓦生産の中心は真備地区,すなわち三石,備前,日生にあるのであるから,≡
石の生蔓指数の伸びの低下にもかかわらず ,陶山県全体として は大 きく伸びているといつことは ,備
前,日生地区の生産の伸びが,相当大 きかったことを示してV'る｡
耐火煉瓦生産の発鹿は ｢力姑 輔の工射 ヒ｣(P157)で ,高田氏が述べてLlられるエ)吃,救鉄羊
の先島と非常にBg連をもっていることは,周知の串巽である｡ したがって鉄耕常賓の変動VCよって,
製鉄企藁の宙備水銀が大 きく左右されるために,耐火軌瓦の哨卑生も大きな変動を示している｡ この
変軌を示してい る牙2回 ,5回で ,暗斉田6年VCおいて一つの ピー ク智 5者とも示しているo全国生産
丑も,冊山県の生奮立も,ともにS42年鑑にはS3d早良の生豪亜をはるかに越えているにもかかわら
ず,三石7t'けがやっとS56年度の水準をLaL鮎したにすぎをV,状昏てある｡ この状態がなぜあらわれて
きたのだろうか｡
表7- 5- 7 耐火レンガ晶穐別生産実妹(岡山見)
I.-E-● ろ9石 賀粘土 塩 基 性 そ の 他 合 計
5 0 180.245t100 帖,484t 100 42.654t100 25?,581t.108
75.5% a,9 17.8 100
55 41D.446 228 82,191 499 81.185 190 595,828 248
71,5 14.5 14.2 180
4 0 400.754 222 75日914 4dl ?a154 250 574.802 248
69.7 15.2 171 180
42 474.512 250 117.151 711 l75.517 411 767.180 528
(良 ) 耐 火 煉 瓦 協会資料による｡
表7- 5- 8 三石の品種別耐火 レンガ生産淋庇
a 早度枯 土 質 クロム負 アノレ軸マグネシア･ク17ム嬉炭 珪 他 計 %
大敗窯業506,695 6.695 12.42807 28,0720,148乙 275 乙2819250.257 10 50.620.4
ノl阿炉材5014.65575 14,76527.A521.8391.91296 5.95421.591542.9占489255.0856.42858.3462,8738i6li46588611占5虫レンガSD?.094 ?.0961占,95165ム 165ll.540218,9ー5 18.91515.82.0 2041
三石高級lI5046,235 a,25l.a16.872 16.072l.29 50 156
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早良二 粘 土 賓 クロ項 7JL<ナ賢 マグネシア･クロム賓 炭 珪 他 汁 %
50 8.105 8.105 15.0
55 17.138 58 17.176 12.0
40 ll,950 89 12.019 10.a
42 ll.078 86 ll.164 7.5
50 5.908 5.908 ll.0
55 9.547 9.547 6.5
40 aO57 8.口57 6,7
42 10,455 lD,455 7.0
50 5,075 5.075 5.7
5540 4,725 4.725 5.25.38D 5580 45
50354D一 55.765 55 75
12占.568 1.859 1.977 1占.296892504,0 1 4 iO55 576 5,008
(注)耐火煉瓦協会資料によるO
(C) 三石の耐火煉瓦生産の特質
表7-5-7は岡山県の耐火煉瓦の品種別生産丑の推番5:-あらわしたものである｡ こTtを参熊しな
がら表 7-5- 8をみてゆこDo
です表7-5- 7yこよれば,昭和42年艶の耐火煉 瓦生産並は昭和50fE度の52倍になっている｡しか
しながらろ う石粘土雷の耐火煉瓦生産宜は ,Lq55年度とほとんど変らず,停痛気味であD,したがっ
て岡山県の耐火煉瓦総生産血に占める此基 も850年鑑以降一貫して減少傾向を示し,S50年度の75.5
%から61.8%まで低下しているC これVC対して塩基性,そ の他の耐火煉瓦生産は大きく伸びてお9,
と9わけ,塩基性の耐火煉瓦生産は 2倍以上の増加を示して,総生産立の15%強を占めるまでに至っ
ている｡
さて三石の耐火煉瓦生産はど)であろ)かo表 7-5-8lk一見して明らかをよ)吃 ,川崎炉材を
除いては,ろ う石粘土賀以外の加火煉瓦生産はきわめて少出てあって7社のうち5社までがまったく
ろう石粘土質以外の耐火煉瓦を生産していないのである｡大飯兼某,三石高級,三石刷火が少食生産
しているといっても.と もに1%未満であって,おのおのの会社の経営円容に変化を与えるほどのも
のではなvlc川崎炉材のみが55年良以降,ら )石粘土宜の比毅を大巾VC叔少させ,ろ 9右枯土田以外
の耐火煉瓦の生産比毅がS42年鑑におレ､て51%となり.ろ 9石粘土質のものエb多くなっている｡ し
かしながら,これも三石全体からみると,その此劉 ま18%鎧匪VCLかすぎず,向山,%全休の582%と
比較すると言以下である｡
もし備前 .日生だ け を とbあげ るな らば .ろ う石 粘土 質以 外 の 耐火煉瓦の比率は.45
%亀鑑にまで蓬するであろう｡ このことは耐火煉瓦会社の鯉臼Vづ聾に非常に大 きを意味をもってくる
もe)と考えられる.それは菜7- 5-9管見TLは明らかと在る-Cあろ う｡変相は古いのであるか,こ
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れは0社の品撒月雌 売他格であるoたとえば枯土賀耐火輝瓦と
塩基性のものとを比鞍すると,5倍強の他梅のむらさがある｡
この トン当9の触売価梅のJ_V,壌塞性耐火煉瓦が ,日生で生
産している大阪窯業を除けば,川崎炉材以外の各社がたとん
と生産していないとい うことは,ろ9石とい うす ぐ夫近かに
表7- 5- 9
品穐別販売価格(55年良)
原料をひかえて立地した地場資本の宿命であるかもしILをいO 飼 o社資料によるO
以上のように三石のh1火煉瓦生産が.その捜とんとが地元のろ)石枯士を利用したものであるがた
めに,虚近の鉄鍋業界の技術革新によって ,塩基性の舶火煉 瓦の需要が増加しているにもかかわらず
三石の耐火陳瓦企菜の体質改善がつい てゆけていをいとh9ことに,三石の耐火煉瓦生産の伸びが鈍
化してきた庶凶の一端があるのでは なかろr)かQ
襲7- 5- 8に示されるようVC,大阪窯業 5万t,川崎炉材5万 tを生産して,三石の総生産の55
%を占めている.星レンガ2万 t,三石高級 ,三石窯薬,三石耐火は ,おのおの1万 t台と中堅企業
ぶ9恕発揮している.各社の三石に占める比率は,年鑑によ9それほど大きな変化を示 してV,なV,0
純見時には,大企業の比等がわずかvc増大し,不況時には,中/｣＼企業の此輩がわずかに増大するO こ
れは耐火煉瓦協会の人の缶によれば,耐火煉瓦は,安富生産をとることが多く.鉄鋪関係への依存峯
の高い大企業よ9出荷が多方面にわたっている中小企薬の方が ,不況の影響智まともに受けないから
でもD,好況時VCはそのかわ9,六企薬の方が敏感に反応を示すとのことである｡ したがって不況時
には,大阪窯業 ,川崎炉材の生産比率が低下して.中′J､企業の生産比率が増大するという傾向をもつ｡
(d) 市 場
岡山県の耐火煉瓦工業の発展は,阪神,北九州とh5六市場の中間的位鹿にあるとい う地の利を得
ていたとい9ことも大 きく作用していると考えられる｡
句7-3-4嵐みの書出 42キqJJA tL仙 叫 -A
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図 7-5-4にみられるように,北九州市場の重賓性は京浜市場にとってかわられはしたが,阪神
市場の韮貸性はなんら変化を受けてからず,岡山県の総出荷丑の454%を占めている｡しかも近年
になって,瀬戸内地域への川崎製鉄 日本鋼管をどの巨大乱鉄企業の進出匠よる高炉の新設で,耐火
煉瓦消費の忠敬を増加をもたらした｡そして昭和 42年度における中座市域への出荷量は,京浜市場
-の出荷最と同程度まで逢して1,1る｡このことは,岡LLl県の耐火煉瓦=某にとって一つの明るい材料
であろう｡
表- 71 5- 10 42年度出荷別耐火レンガ市場構成
会 社 名 ＼ ー 鉄 鋼 機 械 肥料 化 学 輸 出 そ の 他
大 阪 窯 業 50,500 19.065 5.599 5,88占 5,950
100 82.9 ll.2 12.8 15.1
川 崎 炉 材 50.782 50,545 - 219 -
100 99.占 - 0.4 -
屋 レ ン ガ 20,945 559 20,578 - 26
100 1.8 98,5 - 0_1
三 石 高 級 17.580 10,279 6.905 28 - 550
100 5a5 59,5 0.2 - 2_0
三 石 耐 火 ll.159 2,775 5,684 419 85 2,198
100 24.8 50.9 5.8 0.8 19.7
三 石 窯 業 10,221 4.175 1.047 - - 5.001
100 40.8 10.5 - - 48.9
三 石 加 藤 8,885 5,883 - - 1,002
10〔) 85.5 - - 14.5
総 計 147,850 95,085 57,615 4.551 504 12,527
(荏 ) 耐火煉瓦協会狭斜による｡
さて三石の耐火煉瓦の市場構成を,表 7-3- 10を用いてみてゆこう｡
耐火煉瓦生産は,鉄鋼業界と鰭接に括びついたものである｡三石の耐火煉瓦 も,その出荷が各疎企
業にわたっているものの, 8 0勿以上を鉄鋼業界の需要にたよっている.しかしながら,日本の工業
の体質変化とともに,機械,肥料化学75:どの鉄鋼以外への出荷比率が増加してきてL^る｡耐火煉瓦各
社の間には,大きな相連がみられる｡川崎炉材や,三石加藤のように,生産丘のほとんどを鉄鋼関係
へ出荷 しているものから,星レンガのように,機械関係-の出荷が98帝強にも達しているものもあ
る.三石の総生産丑の55車を占めている川崎炉材の場合,川崎穀鉄,川崎炉材耐火工業所,川鉄化
学などの系列会社への出荷が,全生産塩の99.8帝を占めているoその中でも,川鉄への出荷がとb
わけ多く,川鉄が千束に電炉を建設していた昭和 56年には,全生産鼠の 62車強の 55.750も,
57年には, 80多強を千葉に出荷していたoそして川鉄の水島に.おける昭和 41年度以降の高炉建
設に伴って,出荷が急増 している.このように鉄鋼生産企菜の 1部門としての性格を示している｡
大阪窯業,三石茄破,三石加藤の各社は,鉄鋼関係-の出荷比率がかなb商いのであるが,川崎炉
材のように特定の製鉄金策の 1部門としてあるのでは夜ho耐火煉瓦生産は 受注生産的傾向が強く,
出荷先がおのおのの企業によってだいたい決っているのであるが,それでも耐火煉瓦生産者側に,出
荷に関してか75:b選択の余地が残されている0
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三石加藤が,川崎炉材同様に 8515序という鉄夢丁同債への高い出荷比率を示しているのであるが,
巨大製鉄企業への出荷はまったくみられず鉄鋼の2次加工をおこなっている大阪製銅,大和劃潮など
-出荷している｡
三石地場草本による5社のうち,三石加藤を除く4辻札 鉄鎖以外への出荷がかなb高い比峯を占
めている｡ このことは巨大製鉄企菜への出荷があせi)見込め攻い以上,出荷を増加さすために払 多
種多方面-販路を拡張する必嬰があるであろうO又,そのよう).疋多種多方面への版路の拡張が,不況
時にもかなb安定した常要をもたらし,年産 1万 t以上の三石の耐火煉瓦会社の中堅企業としての発
展をもたらしたいと考えられる｡
(e) 原 料
同7-315度科のサ入(542年qJ･射 (射一†知れ舶 坤Jる
図 7-5-5に示されるように,耐火煉瓦原料の供岩は全国各地から行なわれている.版売単価の
比較的高い塩基性耐火煉瓦の原料は,遠方よb移入されるものが多いが,耐火原料壮旦丑物質ゆえ,
版売単価の安いろう石質耐火煉瓦の原料は保内,兵尿膜をどの近県にたよっている.
主要原料仕,①ろう石,⑧粘土,③珪石,マグネノ7クリンカ のー 5種である｡九州からは約 18
万tの原料が岡山県に移入されているが,これ比シャモ,ト質の粘土である｡近畿のもの綻兵価県の
ろう石を主とするもので,その丑は約9万tである｡三石のろう石の晶質低下がかこってきているた
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めに,兵庫県から地元と同種の原料が多丑に移入されるという現象がかこってきている｡山陰からは
主としてクロム鉄鉱が供給されてかD｡中部地方からは主と-して三重の木節粘土,北陸からは主とし
てマグネシアクリンカー,関東からは主として粘土が移入されている｡
表7-5-11 原料移入状況 (昭和 42年 ･岡山県 )
県 内 度 外 輸 入 合 計
(t) (#) (t) (%) (り (i) (t) (%)
ろ う 石 159,454 59.5 95.459 59,9 1,44占 0.占 254､559 25.7
木 節 粘 土 6,595 9.5 占5,125 90.5 - 69,718 7.1
岩 手 半占 土 - - 7,845 100.0 -. 7,占45 0.7
シ Jrモ ツ 卜 15,561 10.5 97,255 76,ち 1占.525 15.0 127.119 12.9
その他 の粘 土 154.824 44.1 155.585 45_6 57,625 12.5 505,852 5〔).9
粘 土 計 154.778 50.5 501,586 59.1 54.148 10.6 510.512 51.8
珪 石 1,816 2.1 85,214 97.ち 56 0.1 85.08占 24.7クローム鉄鉱 5,417 7.9 24,51D 56.2 15.510 55.9 43.237
マグネシアクリンカー 85 0,1 99.978 96.1 5,992 5_8 104.005
バ ン ド頁 岩 - - - - 11714 100_0 ll.714
(荏 )耐火煉瓦協会改料による｡
さて,表 7-5- 11をみてみよう｡
①ろう石の県内供給率は 59.9啓であ9, 4015啓を県外からの移入にあも小 でいる｡これは昭和
54年度の比峯 75･6多からみると,大将な低下を示している｡これは三石地区のろう石の品質低下,
採掘制限と関係あると考えられ,この比峯は今後ますセナ低下してゆく可能性をはらんでいる.
②枯士は三石粘土が505車であって,県外に 59.1啓,輪人に 10.6啓をあおいでいる｡これを
昭和54年度と比戟 してみると,三石粘土の比率はほとんど変化をみせていないが,輸入が4.4虜か
ら106啓-と大幅夜伸びを示している.これはシャモットとか,その他のf.i.土が約5倍近くに増加
しているためと考えられる｡
③珪石,マグネシアクリンカーはそのほとんどを腺外からの移入にたよってかD,クロ-ム鉄鉱も
その大半を県外からの移入と,海外からの輸入にたよっている｡バン土頁器は昭和 5 4年度と同じく
100車輸入である｡
以上示してきたように,県内での原料供給率比しだいに低下してきており,昭和 42年度VCおいて
県内5 0･2%,県外599啓,輸入99虜と在っている.東備地区の耐火煉瓦工業吐,原料の 70帝
近くを県外のものに依存 してきているという事実によって,三石のろう石を主原料とする原料立地型
の性格がしだいlje薄れてきているものと考えられる｡それゆえ三石の他地域t,C対する有利性もかなb
誹れてきているO
(f) 労働力
三石の耐火煉瓦工場の現英負数は,どの工場も昭和 56,57年をtiL クとして,それ以後は漸挨
傾向を示しているOこのことは各企業e=)合理化がしだいに進んできたことを示すであろうし 又,労
働者をそれだけ鈍め忙くくをってきていることも意味するであろう. このことは大阪窯業,川崎炉材,
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表 7-5- 12 各年監 4月現業員数の推移
会 社 名 50年度 51 52 55 54 55 58 57 58 59 40 41 42
大阪窯業 (三石) 97 117 199 270 408 471 418 252 264.269 222 244(日生) 596 51 1 l746 占78 919 1P92 1,109 825 861 849 754 725
(日産) 109 110 146 146 172 1占4 175 164 159 188 170!178
屋 レ ン ガ 89 99 105 107 11ム 124 115 107 1∩1 94 94 87
三 石 耐 火 116 104 155i 159 155 169 148 129 124 105 102 94
三 石 窯 三一 97 102 122 111 110 110 114 102 92 89 71 91
三 石 加 45 42 55 44 54 占2 74 75 62 占5 58 57
(注 )耐火煉瓦協会環料による｡
星レンガの各社が,マイクロバス,あるいは大型バスの交通の俊のわるい神根,三国,赤線,亜田村
などの地域に通勤の俊として使用していること,多く溝用している農民が曲繋期に比戦場をかな9長
期にわたって欠勤するのを,ある程度然認するという態度をとっていることからも推察される｡又,
現業負の老令化という問題も各企薬があわせ もっているであろうということも推察されるであるo
b) 耐火煉瓦生産と合理化
秦 7-5- 15 窯炉数の推移 (各年 12月 ･岡山県 )
＼ヽ ト ン ネ ル 窯 そ の 他 総 計稼 動 休 止 -計 稼 動 休 止 一 計
58 25 1 24 164 47 211 255
59 25 - 25 180 34 214 259
40 26 1 27 170 一2 212 259
41 28 - 28 171 58 209 257
42 5占 - 58 151 29 180 216
(注 )耐火煉瓦防食賛
料にエる｡
表 715- 14 現業見 1人当Dの年間生産丑と50年度を基準とするその指数
会社 年 度 50*# 52 54 5占 58 40 42
大阪窯業(三石) 89.0100 70.6102 75_81ロ9 62.A 91 74.11D7 85,2125124.4180
(日生) 57.5100 56ーD 98 64.5112 57.0100170.2125 67.9118104.4182
川崎炉材(三石) da7100 84.2125115_2148 ?7.5142 69.9 102 89.8102 86.8126
(日生) 9~9.6100105.41104155.4154lsd.A157 91.1 91 98.8 97 8nl 80
三 石 高 _鍛 77.0100 87.5115 7占.U 99 8占.9115 89｣9117 99二2129155.5175
三 石 耐 火 69.9100104.815010占.2152107.5154 95.8157 114.51占4118.8170
三 石 罪 業 60.9100r68.0102 87.6151 84.8 126 61,2 91 90.5155114.9 7ー2
(荏 )耐火煉瓦協会惣料によるo
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表 715- 15.表 7-3-14によって各企業の合理化-の努力の一端をうかがい知ることが出来
るO襲7-5-12にみられたように,労働者教は昭和 56,57年をピークにして漸減の傾向を示
し,表 7-5- 14にみられるように, 50年度を基準とした労働者 1人当Dの生産塩払 川崎炉材
を除く各社は大幅に増加している｡星レンガのように 2r4倍近くにまで達し, 1人当Dの生産丑が,
他の会社の2倍と75:っているものもあるのである｡もちろん中小企業の特質として,好況時の長時間
にわたる残業,不況時の操短75:ども含んでいるので,そのまま生産能率の向上を示しているとはいえ
ないが,しだいにその壕低値が上昇していることなどによって.合理化が行なわれているであろうこ
とが推察されるOフォークリフトをどの使用による運搬手段の改艶 あるいは表7-5115にみら
れるように,能率の悪い角ガマ,丸ガマ,鉄砲ガマを廃して,能率のよい トンネルガマを増穀したD,
あるいは川崎炉材においては,昭和55年頃にとb入れられたのであるが,燃料費,^件鎖を節減す
るために,燃料を石炭から韮柚に転換 しつつあるということによっても合理化の一端がわかるのである｡
01)結 軒
以上のことよb三石の耐火煉瓦=業について考えられることは,三石の耐火煉瓦生産は,これまで
のように業界を1)-ドするような発展を示すことは,耐火煉瓦の消費構造が,かわってきているお9
75:ので難 しいであろうQだが 今後も幣賓の増加に伴をってしだいに生産丑は増加するであろう｡も
っとも今まで以上に新市場の開拓 原料の品質向上,製品の多様化,生産能率の向上,労働力などの
諸間組の解決に努力しない限D,以前のように業界をリードする大幅を生産の伸びは見込めないであ
ろうが｡しかし,このよう75:努力をしたとしても,今後の耐火煉瓦=業の立地は三石のようを内陸部
の原料立地のものから,日生,備前のような原料,製品の海上輸送によってコス ト低減の可能を臨海
部-移行してゆくものと推察される｡ (森田孝一 )
(3) 蝋 石
(a) 三石蝋石鉱業の沿革
わが国の蝋石鉱業の発展の歴史は,三石の蝋石鉱業の発展の歴史であると言っても過言ではをいて
あろう｡
姐石の存在に土地の^ が々気付いたのは,古くさかのぼるであろうが,それを利用 したのは,三石
町八木山の浄慶 (覗,八木鉱山社長八木良実氏の祖先 )であった｡彼払 寛政 9年 (1797)頃,秦
山 (現在,品川白煉瓦は三石鉱山 )の上部に露出していた蝋石を用いて,置物-k作り,時の藩主に献
上して,三石蝋石の名を高めたのであるOしかし75:がら藩政時代には,池田侯の用山とされてL^たの
で轍石採掘は,まだ大々的には行なわれていなかったO
明治維新後,蝋石鉱山の払下げが許されたので,台山付近に逐次,小さ75:民聞採掘場が設けられて
いった｡この当時は,蝋石の用途が,その特有の光択とやわらかさを利用する印材,細工物用に限ら
れていたので,塊石鉱業は,まだ徴Jtたるものであった｡明治5年学制がしかれると,小学校学童用
品としての石壁の常襲が増加した｡これに蔚目した加藤忍九郎氏 (覗,大平鉱山KK社長加藤密氏厳父)
が,石蟹製造版売薬を営む校用舎 (加藤鉱山の前身 )を設立し,大々的に蝋石の採掘をはじめ,マニ
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』['1ユフTクチエ7-的な石錐救進を始めた｡これが.三石轍石鉱業の発展の端緒である｡
この石輩が,明治 10年の第 1回の内匡働菜解党会に出品され,捜7tするV(C及んで,すすます広く
教材用として多くの需要をみるようになった｡しかしながら,上質の敷石を求めて鉱道堀を行75って
いて仕,やがて採井があわたくなるであろうことを予見した加藤忍九郎氏は,屑石として捨てている
低級な蝋石の利用法を求めて腐心した｡そして,当時外国から梅入された耐火煉瓦をみて,a,の製造
に轍石を利用することを思いつき,明治8年味窯で,三石箆の噂石を用いて試作したところ好成巌を
収めた｡このようにして.又しても忍九郎氏に上って掃かれた牧石の活路披,明治 18年地質調査所
長巨智部忠承博士が,三石地区の鉱山を調査して,当地の塊石が塩蔵盈豊富で品封俵秀であることを
発表し,更に,明治 22年,姓商務省臨時叔鉄杏葉調査委員会が,蝋石を原料として製造した耐火煉
瓦の成縦が優秀であることを契証したので,大きく前途がひらけたのである｡耐火煉瓦原料としての
蝋石結,石輩用の蝋石よb性低品位のものであっても,使用が可能であるので,牧石鉱山の経営を非
常忙楽にしたのであったO三石の蝋石鉱業の将来性が,クローズアップされてきた当時において,荏
地の小資本による蝋石鉱山のみならず,外来教本杵上って品川白煉瓦KK三石鉱山が創立され,更に,
時を同じくして,相次ぐ堆石の用途開拓によって産をなした加藤忍九郎氏によって,現在,三石蚤大
の蝋石鉱山会社である大平鉱山が設立された｡
明治政府の富国強兵策にもとづく帯産巣の保顔育成によって,租看は,耐火原料としてのみならず,
相場原料,陶位器原料としても利用されるようにをb,更忙,当時洋紙混入剤として薬包から輸入さ
れていた製瓶用クレ-忙代わって,蝋石クt/-が生蕗されはじめた｡三石産の蝋石クL,一也 品質が
良好であったので,多大攻略送受をかけて英国から運んでくるクレーに比較すると割安とな9,輸入
クレーを駆逐したのみならず,海外への輸出すら行なうまでに在った.このように蝋石の用途が拡大
してtrlく忙つれて,三石の蝋石鉱車は,著しい発展をとげたのである｡
昭和 12年諸官庁との連絡の緊密化や,三石吉永地区妊多数興ってきていた同業者間の融和をはか
るため,任意組合である岡山県耐火原料採掘菓組合 (12名 )が籍成され,牧石菜の更漁る発展が期
されたのであった｡
日支串変,大東姐敬争忙よる帯塀紗か強がはかられるように在ると,耐火煉瓦原料,クレー原料,そ
の他種々の原料として利用される牧石の諦賓は,大筒忙増加 し,それに伴なって,各鉱山は増垂に増
産を韮れ 昭和 15年皮には,英に 55万 tもの生亜量をあげたのである｡この産敵性,昭和 40年
の三石地区 17鉱山の蝋石生産丑に匹放するが-機械化がなされてからす,採掘方法が,ほとんど鉱
道堀であ9,しかも,耐火原料として使用できる牧石の晶勧 i,今エbも良質のものを要求された当
時においては,璃くべさものであるといってもよからうO職暗中,野間膏薬の基盤たる輿鯛英の拡大
発展によって,耐火煉瓦の碍賓の急増をみたので,牡石鉱業も隆盛をきわめた｡しかし,吸災忙よっ
て重=業の大部分が蛙減的打撃を受け,又,それにかわる静産井の復興も遅榊していたので,耐火煉
瓦,クレ 工ー共という蝋石の大口需勢者たる工業の不振から,蝋石鉱業も不振となって,-.*休山す
る鉱山もあらわれた｡
昭和 25年任意組合であった岡山県耐火原料採掘策組合は,岡山県轍石鉱業協同組合と改められ,
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静官庁との連絡を密にするとともに,鉱山用諸物祭の斡旋配給等にたずさわった｡しか し夜がら,重
工業の復興の立ち遅れから,蝋石鉱英も十分な生産をあげることが出来ず,昭和 24年度に払 同
15年度の約半分の生産しかあげることが出来ず,不振をかこっていたが,このような状態は,朝鮮
動乱の勃発によって-一変 したのである｡国連軍の物穀調達,いわゆる特帝で日本経済が著 しい立ちな
おDをみせるようになると,遅れていた重工兼部門の彼興にも力が入れられるように夜D,それに伴
なって,牧石の栄華も大桶に増加したのであったOしかし,特常の滅少によって,不景気になると,
楓石鉱業も,その影中をまともに受け,昭和 27年度には,前年比70帝までその生産濃は減少した
のである｡
明拍以来,土石採取業とされていた蝋石採取菜は,昭和 26年に鉱山保安法が適用され,通産局の
指尊下に入 ったOこのことによって,鉱山保安,採拙技術の面で進歩をとげた｡その後も日本経済の
不安定性からくるJRを気変動の波に大きく左右されて,娘石の生産は一進一退をくれ返した｡昭和 55
年以降政府が,所得倍増というスローガンのもとに実鴇した高度成長経済のもとでの製鉄などの重=
業の発展を背紫として,蝋石の生産も若干の波はもち夜がらも,急速夜上昇傾向をと9,同58年度
には,その総生産丑畦,約 80万 t(中国地方 55万 t)にも達 し 世界一の生産量をあげたのであ
る｡このころから人手不足等も関連して機械化がはかられ,ショベルローダーや 穿岩機等が導入さ
れたO又,自己較金のみでは機械化等の経営近代化が出来ない業種の近代化をはかるために,昭和40
年 4月 20日忙中′ト企業近代化促進法が定められ, 41年度から実施されるようになると,蝋石鉱業
も指定業種となD,近代化汽金の貸付けを低利でうけることができるようになり,機械化が進むとと
もに,近年の好食気,低品位蝋石の利用法の開発ともあいせって,その生産丑は飛躍的に伸び,昭和
45年度に封ハて総生産皿 164.6万t(三石地区 17鉱山生産丑は, 58･1万 t)にも遷し わずか
5年間に生産丑が倍増するという急増を示 したo
O) 三石轍石の特質と用途
三石の蝋石は,石英粗面岩中に塊状,脈状に分布 してかD,その丑の豊禽夜こと,又,良質夜こと
によって,古来三石蝋石の名をもって著名である｡
蝋石は最初石蜂,印材製造などの地元でのマニフTクチュ7-的工薬V(cLか利用されていなかった
のであるが,この蝋石を用いて加藤忍九郎氏が試作した耐火煉瓦が,比較的低温で焼きしま れ 高温
慶でも簡単に熔解せず, しかも膨脹収縮の慶合いが,山口T3:どの他県産の蝋石を用いて穀作した耐火
煉瓦よDも非常に′｣＼さいということか ら,以後,三石の塊石は,耐火煉瓦原料としての大幅在利用を
みるように75った｡三石の蝋石鉱業がこの時以後飛組的発展をとけるように在る｡三石の蝋石の特色
は,上記したことに加えて,その耐火鑑の幅の広さにあるOつま9,耐火度の低い蝋石から,勉高温
にまで耐えうるような耐火度をもつ蝋石にいたる壇でが,同一鉱山に分布していることである｡この
ことが,三石とい う山の谷合いに,鉱山町兼=業町を形成させ,発展させた原動力であるといえよう｡
襲 7-5- 15は,昭和 40年から同44年までの蝋石の生産地を用途別にみたものである｡ この
表は,岡山県牧石協同組合に加入 している50社の生産巌をもとにして作成しているので,クレ-原
机 モルタル原料の生産を主としている吉永 (破屋 )地区の蝋石鉱山が入 っておD,耐火原料,モル
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タル原料の占める比塞が,かな9低下 している｡昭和 42年度の地域別生産丑をみてみるならば,級
合の総生産丑 4?･7万 tの72多忙あたる55･8万 tを三石地区の 17鉱山で生産してお9,その90
帝を越えるものが耐火煉瓦原料として匪用されているとのことであb｡クレ-,柑軌 陶曲翠などの
原料として使用される敷石の丑は,非常に少ない｡
表 7-5- 15 板石の用途別生産衆
年度別用途別 40年度 41年度 42年度 45年度 44年度生産亜 用途別比 率 生産丑 用途別比 率 生産丑 用途別比 率 生産品 用途別比 峯 生産丑 用途別比 審
耐火 原料 22誹 ) %552 205. it) iSOD 2555とtd) %51.4 272誹 ) ′′50_7 ,05胡 50雷
ルツポ原料 5255 1.5 6.046 15 5,180 1.1' 5D18! 05 5i55 0.8
陶故器原料 55P22 7.9 28.755 7_0 28.952 5B 56.4占8 占8 45.548 7.5
計 416,145 100L] 411.069 100.0 49占.954 100L) 557.999 1008 602.017 1008
(江 ) 岡山県蝋石協同組合資料
さて,次にこれらの蝋石の出荷先をみてみるならば,上記したようtn:三石地区の場合は,耐火原料
向けが圧倒的であるが,これは,地元の耐火煉瓦=軸での使用によるものであって,耐火煉瓦用の堆
石の移出は,多くはをいとのことである.現在の高度成長経済のもとで製鉄各社の高炉建設競争にさ
さえられての三石耐火煉瓦=菜の活況と,鎖石の品質低下によって遠方へ積送していて虹 技井われ
になることとがあいせって,ますせす地元での消費幌向が脊せっていると考えられる｡三石産の蝋石
が,クレ 等ーその他の原料として使用される丑性非常に少ないのであるが,光学,硝子相場原料や,
陶砂器原料として利用される耐火度の非常に高い鎖石仏 遠方に輸送しても十分に採草がとれるほど
高価であるので,それら工業の発達している京阪神.東京,名首鼠 九州にまで出荷されている｡
(d 轍石鉱山とその生産丑
三石の牧石鉱山は,日本一の蝋石山である台山を中心として三石駅と八木山を結ぶ線よb西側に位
思している.蝋石鉱山の所在地吐,図7-5-8に示す通bである｡その経営概要は,衷 7-5-15
rL示す通Dである｡これは,昭和 59年度の汲科に上って作成しているので,それ以後,一層換披化
が進んでいるものと考えられる｡(丑本金は,昭和 44年匿のもの )これによって明らかなように,
鞍本金の大きい鉱山は,重横械力を導入 した階段樋とhB大々的な昇天掘方式と坑内冴方式とを併用
してお9,そしてその比重は蕗天堀にかかれている｡矢本金の少ない有限組稔や仲人経営の鉱山ほ,
たいてレ､坑内糎を主としてか9,晶質のよい鉱石を少丑採鉱して経営を成bたたせている.
前述したように台山は,日本一の敬石山であれ 全山徽石であるともいわれている｡この台山は,
品川白煉瓦三石鉱山,大平鉱山,加藤鉱山の5鉱山に上って5分割されてかD,その周囲に坑内楓を
行なっている′J､鉱山が集まっているOこの5鉱山払 ともに玉楼城を串入して階段裾や,石伏岩採掘
で用いられるグローリ-ホール方式の大 的々な停天怒方式をとっている｡そして一方,この山の地下
には坑内掘用の坑道が各所に通じている.三石の轍石生直の過半は,この5社で生産している.昭和
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42勾嬢 の三石 17鉱山の生産丑 55･8万 七のうち･約2D万tを大平鉱山が,約 10万 七を品川三
石鉱山が生産しているのであるo従ってとのあとの論述仇 この2社に亜点をおきなが ら,三石敷石
鉱業を考えてみることにするC
? ? ?
岡7-3-g ち方鮎 釦 か布岡
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衷 7- 5116 蝋石鉱山概要
鉱 山 名 賀 本 金 創業年月日 座 薬員 鉱 山 概 賓
大 平 ㈱l 万円6.ロoo 大 2. 8 1 l 179 採掘は,坑内及び露天掘併用,前者は松材支柱枠による採掘,後者は陣没塊で,ブルド ザー ,ーJ{ワ-ソ,ベル,ショベルロ-ダ-等量梯城による,鉱石は出鉱後直接売鉱され ものと水洗選別後売 されるものがあ o
川炉土橋 ㈱ dOO 昭 52.L ?. 9 採掘は坑内及び蕗天据併用,自社用の耐火原料を産出
向 城 ㈱ 1.000 昭 29. 4. 1 12 第 1.第2鉱山を経営し,いずれも坑内磯械壬乱 耐火原料を産出 三石耐火煉瓦特売鉱
梅 谷 ㈲ 1.00 昭 54. 1. 1 9 採掘は坑内及び露天掘併用,主として耐火原料を産出
野 合 ㈲ 80 昭 2?, 4. 1 18 採掘は坑内機械掘,主として耐火原料を産出
八 木 ㈱ 50 昭 1ふ 11. 1 51 採掘は坑内及び鼻天掘を併用, ド-ザ-ショベル使用,耐火原料を産出
品川,三石㈱ 210,000 昭 24.12.17 74 採掘は坑内及び賃天堀を併用,露天機械楯を主とする0月産 8,000屯o
白 石 (個) 昭 28. i 10 採掘は坑内機械掘,主としてクt/-原料を産出
平 山 ㈱ 450 昭 54. 5. 1 57 採掘は坑内機械掘,主としてクレー原料を産出
元 山 (価) 569 昭 51. 1. 1 28 採掘は坑内機械掘,主として.クレー原料を産出
l須 通 と個 昭 12. i 1 採掘は搭天掘,主としてモルタル原料を産出
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表 7-5- 17にみられるように,鉱山数に変
化はないのに,従業員数がかなDの減少傾向を示
して1,D,反対に生産児:が慣調な伸びを示してい
るのは,好奇気による′｣､鉱山の増産もあるであろ
うが,何よbも大きく脚 しているのは,台山に
鉱区をもつ上記 5社の機械化による省力生産の進
表 7- 5-17 三石地区鉱山の蝋石生産立＼ 42年 45年 44年
鉱 山 数 17 17 17
従 業 負 数 485^ 47ろ人 44少､
生 産 丑 557.881t 581,058t 415,185t
全国総生産丑 1251J〕DOt 1.547.DDDt 1,646.00Dt
(荏)蝋石組合賢料によるO
展の結果であると考えられるD露天堀は,大平鉱
山の場合,ショベル ドーザ-夜どの盈碑械が導入された昭和 57年頃から,牧石EJ;J倭 の増加を背貴に
急速に行なわれるように在った｡品川三石鉱山においても同様である｡露天掘を行をう場合の難点は,
表土の削刺に相当な班用を要すること,プノレト◆一ザーやショベル ドー ザーなどの重機械の恥入に多額
の較金を敬するとと,石灰岩とちがって, 1tが数万円もするような耐火度の非常に高い高品位の鉱
石と屑石としてすてたD,あるいは 1t教官円程度の鉱石とが混在するために,完全な機械化はいま
だ出来ず,高価なところは手枕を行なわねばならないことである.しかし, 1政客天根を開始すれば,
坑内糎にくらべて採掘経資が大巾に削減できるので,資本力のある2社は,露天塊にその採掘比重を
移していった｡一方露天堀を行なうには,表土の除去などで間短点があるところでは,やはり坑内糎
を行怒っているOしかし,この坑内糎の場合には,どうしても危険が伴いがちであD,採掘能率もわ
るく,しかも,松の坑木もt当b12.000円位することから,とり出す鉱石の価格が t当り25.000
円以上でないと採g･がとれないとのことであるO大平鉱山の場合,醇天楯と坑内糎の比率は,昭和42
年度にかいて 占･5 :5.5であるが,帝石として除去し,すてねばならなかった低品位の鉱石の利用法
が開発され,t当b400円位で売却できるようになったので鉱山の経営改尊に非常に役立ってわb,
このことによb措天授の比率吐,今後一層増大するであろうと考えられる｡
次に労働力についてみてみることにする｡高度成長経済に入ってから,人手不足がどこでも大問題
と怒っているのであるが,この牧石鉱業においては,その傾向が特に苦しいといえる｡賃金壮年Jt高
騰してゆくが,それでも人は集Iiらず,そのことが,大手鉱山Z)機械化,省力化に拍車をかけている
ともいえるであろう｡大平鉱山と品川三石鉱山の従業員の出身地城と年令柵成を表 7- 5-18 と表
7-5- 19に示したOこの数字の中には,社員も含んでいるO
これらの数字からも明らか75:ように,鉱山の従渠鼻は,三石町在
住者が圧倒的に多いO年令別でみてみると,その中心は,50歳
代と40歳代にあ9, 10歳代, 50歳代以上は/少ない｡ 10歳
代の従業員はすべて女子の事務耽員である0 2D歳代, 50歳代
には,女子の従業負はほとんどおらず, 40歳以上の主婦が,鉱
山現場での選鉱要員としてかなb働いている｡大手の蝋石鉱山の
場合は,人手不足とはいえ,中小企英近代化法の適用を受けて低
利の融資を受け,機械化による露天掘を行なうことによって省力
化を仕かっているのであるが,小鉱山の場合,触数を受けること
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# 7-5- 18
従 業 員 出身地域
大 平 品川三石
三石町 115 97
吉永町 12 5
和気町 5 7
備前町 50 2
熊山町 2 2
岡山市 5 2
その他 4 4
(注)両社牲料による｡
